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無駄な部分を省き，品質を向上する最適化」の 3 つの研究領域に着目して，研究テーマに取り組んでいます． 
  
キーワード： リアルタイムシステム，組込みシステム，モデルベース開発，局所的通信システム， 







































実装と評価”, 第 23 回マルチメディア通信と分散処理ワークショップ論文集, pp. 255-259, 2015. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 菅原 誠，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“空間的にシームレスな局所的通信システムの回転する送受信機
へのワイヤレス給電”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'15 講演論文集，2P1-V03, 2015. 
2) 大久保建男，福原和哉，晴澤陽太，猪股俊光，新井義和，今井信太郎，“ソースコード変更時の影響波及解析を
目的とした表現法と影響の可視化法の提案”，信学技法, Vol. 115, No. 153, pp. 51 – 56, 2015. 
3) 新井義和，菅原 誠，今井信太郎，猪股俊光，“局所的通信システムの回転機構のためのパラメータ設計”，平成
27 年度電気関係学会東北支部連合大会，1G14, 2015. 
4) 徐 斐，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“自律的にデータ処理場所を変更するセンサシステムへのモバイル
エージェントシステム技術の導入”, 平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 2H10, 2015. 
5) 菅原 誠，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“空間的にシームレスな局所的通信システムのための回転する送
受信機の通信性能の検証”，第 58 回 自動制御連合講演会，1G1-3, 2015. 
6) 島本 直，今井信太郎，菅沼拓夫，新井義和，猪股俊光，“初期設定作業を簡易化した初心者のための 1 対 1 ビ
デオチャットシステムの提案”, 情報処理学会第 78 回全国大会, pp. 3-275 – 3-276, 2016. 
7) 梅門 創，佐々木穣，菅原拓海，大久保建男，福原和哉，猪股俊光，今井信太郎，新井義和，“ソースコード変
更時の影響範囲解析ツールの実装”, 情報処理学会第 78 回全国大会, pp. 1-385 – 1-386, 2016. 
8) 佐藤 亮，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“局所的通信システムを用いた時系列情報に基づく周囲ロボット
の相対位置推定”, 情報処理学会第 78 回全国大会, pp. 3-419 – 3-420, 2016. 
(e) 研究費の獲得 
該当なし 

















1) 八戸工業校等専門学校電気情報工学科 非常勤講師（システム工学） 



























職名： 准教授 氏名： 新井 義和 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 












1) 森下壮一郎，福田一郎，新井義和，山下 淳，淺間 一，“UHF 帯 RFID を用いた動画像中の人物同定”，精密工
学会誌，81 巻, 6 号, pp. 589-597, 2015. 
2) 森下壮一郎，渡邊岳大，川端邦明，新井義和，山下 淳，淺間 一，三島健稔，“アスベスト定性分析のための
多重解像度解析を用いた自動粒子計数”，精密工学会誌，81 巻, 10 号, pp. 930-935, 2015. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) 今野翔太，今井信太郎，北形元，新井義和，猪股俊光，“不揮発性ネットワークのためのセッション制御機能の
実装と評価”, 第 23 回マルチメディア通信と分散処理ワークショップ論文集, pp. 255-259, 2015. 
2) Noriki Uchida, Go Hirakawa, Tomoyuki Ishida, Yoshikazu Arai, Yoshitaka Shibata. "IEEE802.11 based 
Vehicle-to-Vehicle Delay Tolerant Networks for Road Surveillance System in Local Areas," The 9th 
International Conference on Innovative Mobile and Internet Services in Ubiquitous Computing (IMIS2015), 
pp. 28-33, 2015. 
3) Noriki Uchida, Kenta Ito, Go Hirakawa, Yoshikazu Arai, Yoshitaka Shibata "Vehicle-to-Vehicle Delay 
Tolerant Networks with Area of Interest for Road Surveillance System" The 10th International Conference 
on Broadband and Wireless Computing, Communication and Applications (BWCCA 2015) pp. 466-471, 2015.
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 菅原 誠，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“空間的にシームレスな局所的通信システムの回転する送受信機
へのワイヤレス給電”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'15 講演論文集，2P1-V03, 2015. 
2) 大久保建男，福原和哉，晴澤陽太，猪股俊光，新井義和，今井信太郎，“ソースコード変更時の影響波及解析を
目的とした表現法と影響の可視化法の提案”，信学技法, Vol. 115, No. 153, pp. 51 – 56, 2015. 
3) 新井義和，菅原 誠，今井信太郎，猪股俊光，“局所的通信システムの回転機構のためのパラメータ設計”，平成
27 年度電気関係学会東北支部連合大会，1G14, 2015. 
4) 徐 斐，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“自律的にデータ処理場所を変更するセンサシステムへのモバイル
エージェントシステム技術の導入”, 平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 2H10, 2015. 
5) 菅原 誠，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“空間的にシームレスな局所的通信システムのための回転する送
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受信機の通信性能の検証”，第 58 回 自動制御連合講演会，1G1-3, 2015. 
6) 島本 直，今井信太郎，菅沼拓夫，新井義和，猪股俊光，“初期設定作業を簡易化した初心者のための 1 対 1 ビ
デオチャットシステムの提案”, 情報処理学会第 78 回全国大会, pp. 3-275 – 3-276, 2016. 
7) 梅門 創，佐々木穣，菅原拓海，大久保建男，福原和哉，猪股俊光，今井信太郎，新井義和，“ソースコード変
更時の影響範囲解析ツールの実装”, 情報処理学会第 78 回全国大会, pp. 1-385 – 1-386, 2016. 
8) 佐藤 亮，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“局所的通信システムを用いた時系列情報に基づく周囲ロボット
の相対位置推定”, 情報処理学会第 78 回全国大会, pp. 3-419 – 3-420, 2016. 
(e) 研究費の獲得 
1) 平成 26 年度いわてものづくり・ソフトウェア融合テクノロジーセンター研究課題，局所的通信システムにおけ
るデバイス間の相対位置推定アルゴリズムの開発，1,021,000 円 



















1) いわて組込み技術研究会 副会長 
2) いわて組込みシステムコンソーシアム 副代表 
3) ET ロボコン 2015 東北地区技術委員長 
4) 岩手県立大学ワイヤレス給電研究会 講演「回転する通信システムへのワイヤレス給電の導入」 
(c) 一般教育 
1) 家族ロボット教室 アシスタント 
2) IT 体験教室「C 言語講習」 講師 
3) IT 体験教室「ロボットはビブン・セキブンで滑らかに走れる」 アシスタント 
(d) 産学連携 
1) アイシン・コムクルーズ（株） 共同研究 




1) 日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス講演会 '15 プログラム委員 



















信機の通信性能の検証”，第 58 回 自動制御連合講演会，1G1-3, 2015. より引用） 
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職名： 講師 氏名： 今井 信太郎 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
モデリング実践論，ソフトウェア演習 A，基礎教養入門，キャリアデザイン I，学の世界入門，プロジェクト演習 I・














実装と評価”, 第 23 回マルチメディア通信と分散処理ワークショップ論文集, pp. 255-259, 2015. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 菅原誠，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“空間的にシームレスな局所的通信システムの回転する送受信機へ
のワイヤレス給電”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'15 講演論文集，2P1-V03, 2015. 
2) 大久保建男，福原和哉，晴澤陽太，猪股俊光，新井義和，今井信太郎，“ソースコード変更時の影響波及解析を
目的とした表現法と影響の可視化法の提案”，信学技法, Vol. 115, No. 153, pp. 51 – 56, 2015. 
3) 新井義和，菅原誠，今井信太郎，猪股俊光，“局所的通信システムの回転機構ためのパラメータ設計”，平成 27
年度電気関係学会東北支部連合大会, 1G14, 2015. 
4) 徐斐，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“自律的にデータ処理場所を変更するセンサシステムへのモバイルエ
ージェントシステム技術の導入”, 平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 2H10, 2015. 
5) 菅原誠，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“空間的にシームレスな局所的通信システムのための回転する送受
信機の通信性能の検証”，第 58 回自動制御連合講演会, 1G1-3, 2015. 
6) 島本直，今井信太郎，菅沼拓夫，新井義和，猪股俊光，“初期設定作業を簡易化した初心者のための 1 対 1 ビデ
オチャットシステムの提案”, 情報処理学会第 78 回全国大会, pp. 3-275 – 3-276, 2016. 
7) 梅門創，佐々木穣，菅原拓海，大久保建男，福原和哉，猪股俊光，今井信太郎，新井義和，“ソースコード変更
時の影響範囲解析ツールの実装”, 情報処理学会第 78 回全国大会, pp. 1-385 – 1-386, 2016. 
8) 佐藤亮，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“局所的通信システムを用いた時系列情報に基づく周囲ロボットの
相対位置推定”, 情報処理学会第 78 回全国大会, pp. 3-419 – 3-420, 2016. 
(e) 研究費の獲得 
1) 科学研究費補助金 若手研究(B) “柔軟なノード間連携により大量のデータの処理を実現するセンサシステム基






















1) ET ロボコン 2015 東北地区審査委員 
2) 震災復興支援家族ロボット教室 補助員 






1） 情報処理学会論文誌「ネットワークサービスと分散処理」特集号 編集委員 
2） 情報処理学会 DPS 研究会ワークショップ 2015 プログラム委員 査読（2件） 
3） 平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会 実行委員 
4） 情報処理学会論文誌 査読（3件） 
5） 情報処理学会論文誌コンシューマ・デバイス＆システム 査読（2件） 
6） IEICE Transaction 査読（2件） 
7） Int. J. of Energy, Information and Communications 査読（1件） 

























島本  直 
 









































六本木 和也 プラグアンドプレイによる CAN 接続の確立 
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実装と評価”, 第 23 回マルチメディア通信と分散処理ワークショップ論文集, pp. 255-259, 2015. 
2) 菅原 誠，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“空間的にシームレスな局所的通信システムの回転する送受信機
へのワイヤレス給電”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'15 講演論文集，2P1-V03, 2015. 
3) 徐 斐，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“自律的にデータ処理場所を変更するセンサシステムへのモバイル
エージェントシステム技術の導入”, 平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 2H10, 2015. 
4) 菅原 誠，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“空間的にシームレスな局所的通信システムのための回転する送
受信機の通信性能の検証”，第 58 回 自動制御連合講演会，1G1-3, 2015. 
5) 島本 直，今井信太郎，菅沼拓夫，新井義和，猪股俊光，“初期設定作業を簡易化した初心者のための 1 対 1 ビ
デオチャットシステムの提案”, 情報処理学会第 78 回全国大会, pp. 3-275 – 3-276, 2016. 
6) 梅門 創，佐々木穣，菅原拓海，大久保建男，福原和哉，猪股俊光，今井信太郎，新井義和，“ソースコード変
更時の影響範囲解析ツールの実装”, 情報処理学会第 78 回全国大会, pp. 1-385 – 1-386, 2016. 
7) 佐藤 亮，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“局所的通信システムを用いた時系列情報に基づく周囲ロボット
の相対位置推定”, 情報処理学会第 78 回全国大会, pp. 3-419 – 3-420, 2016. 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 赤川徹朗，島本 直，大久保建男，梅門 創，徐 斐，有村佳樹，片岡将大，清野寛幸，高橋健太，高柳寛樹，
本堂勇大，ET ロボコン 2015 東北地区大会，デベロッパー部門アドバンストクラスモデル審査部門 1 位／総合 
2 位，IPA 賞，2015 年 9 月 12 日 
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2.1.4. その他の活動 
(a) IT 体験教室（講座教員・学生担当分） 
 ■テーマ 1 
 【名称】家族ロボット教室 









 【概要】PID 制御を題材に，微分積分が役立つ実例を体験する．on-off 制御だとあまり速く走れないが，微分積分





 【概要】将来的な組込みソフトウェアのプログラミングを意識して，その基礎として C 言語の文法を一から学ぶ． 
 
(b) 短大・高専生の体験実習(講座教員) 
 ■テーマ 1 
 【名称】数理的アプローチによる組込みソフトウェア開発 
 【担当】猪股 俊光 
 【期間】H 27 年 8 月 17 日から 8 月 21 日 





















 また，無線電波や赤外線など NFC を研究し，及び携帯情報端末及び知的観光案内システムの開発と実用化を行っ
ている． 
キーワード： 並列処理ソフトウェア， 高性能計算，赤外線通信，組み込みシステム，あみだくじ，数え上げ 
(b) 年度目標 
 GPGPU による組込み系高性能計算研究及び大規模高性能計算研究の次事例の確立 






 NFC と MEMS を搭載するウェアラブル端末及び応用システムの研究開発 
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2.2.2. 教員業績概要 














1) D.Kano, H.Sato , J.Sawamoto, and Y.Wada, A Simulator for the Execution Efficiency Measurement of 
Distributed Multi-Database Virtualization, International Journal of informatics Society (IJIS) VOL.7, 




1) 萩庭篤史, 佐藤裕幸, 自律走行 AGV における標識の画像認識と交差点での応用, 電子情報通信学会技術報告，
Vol.115，No.270，IE2015-70，pp.45-50，2015 年 10 月. 
2) 比嘉優樹，佐藤裕幸，モバイル端末上の GPGPU による AGV 自律走行制御の高速化，D-6-7，電子情報通信学会 2016
年総合大会，2016 年 3 月. 
3) 木綱啓人，比嘉優樹，萩庭篤史，佐藤裕幸， Deep Learning を用いた人物特定による入退室管理システム，D-12-23，
電子情報通信学会 2016 年総合大会，2016 年 3 月. 
(e) 研究費の獲得 
1) トヨタ自動車東日本との共同研究：100 万円． 




























1) International Workshop on Advances in Networking and Computing (WANC) プログラム委員 





モバイル端末上の GPGPU による AGV 自律走行制御の高速化 
近年，モバイル端末のプロセッサ，いわゆる SoC(System-on-a-chip)の性能は著しい発展を遂げている． 2014 年
1 月に米 NVIDIA 社は“Tegra K1”と呼ばれる CPU と GPU が一体となったモバイルプロセッサを発表した．このプロ
セッサは CUDA コアを 192 個搭載し，GPU を用いた汎用コンピューティング技術（CUDA）に対応するものである．Tegra 
K1 搭載 Android タブレットである NVIDIA 社製“SHIELD Tablet”は国内価格 36,000 円前後で販売されており，安価
でありながらも高性能である点が特長である． 
この SHIELD Tablet を用いた GPGPU による高速化の効果を確認するため，我々が以前から研究開発を行っている，




今回の提案手法の処理速度を検証，比較するにあたって，Java のみで実装された従来版と CUDA プログラミングを
画像処理部分に用いた CUDA 適用版に加え，JNI(C++)適用版の合計 3 つの Android アプリケーションを用意した．画
像 1 枚（640×640 画素）あたりの画像処理時間を測定したところ，従来版：23.377 ミリ秒，JNI(C++)適用版（1 ス
レッド）：11.730 ミリ秒，JNI(C++)適用版（4スレッド）：8.786 ミリ秒，CUDA 適用版：1.627 ミリ秒という結果とな
った． JNI でネイティブコード実行させることにより 2倍以上高速化され，更に並列化によっても速くなっている．
そして，GPGPU により更に高速化され，従来版に比べて 14 倍以上の高速化を確認することができた． 
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職名： 准教授 氏名： 蔡 大維 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 










1) Dawei CAI, Museum Navigation Based on NFC Localization Approach and Automatic Guidance System, 
International Journal of Computer Applications, vol.120,  No.1, pp1-7, 2015 
2) 蔡 大維，放送型赤外線データ通信と携帯端末向けのコンテンツ伝送システムの開発，日本赤外線学会誌，Vol.25 
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職名： 助教 氏名： 片町 健太郎 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
ソフトウェア演習 B 再履修, ソフトウェア演習 B，基礎教養入門, キャリアデザイン I/II, 学の世界入門, プロジ













片町健太郎, “あみだくじの効率的な数え上げ,” 第 28 回 回路とシステムワークショップ アブストラクト集, 




































縦線が n 本のあみだくじは縦線の下端に左から順番に 1 から n までの番号をつけていき，それぞれ上へと辿って
いって，その番号を上端に対応させると，上端では 1 から n までの順番を並べ替えたものとなる．これは置換に対





法や，πDD を用いる方法などが既に研究されているが，今回の提案手法は n 次対称群の中で転倒数が k のものはそ
れぞれいくつあるのか，を表す Triangle of Mahonian numbers を用いて，最小完全ハッシュ関数を実現すること
によりメモリ効率の向上を図るものである．結果として先行研究で縦棒が 13 本の場合メモリ 256GB の PC で計算で
きていたものが，本提案手法ではメモリ 16GB の PC で同一の結果が得られた． 
 
 










比嘉 優樹 モバイル端末上の GPGPU による AGV 自律走行制御の高速化 
本研究では，Tegra K1 を搭載した Android タブレットである SHIELD Tablet を用いた GPGPU
による高速化の効果を確認するため，AGV(Automated Guided Vehicle)の自律走行制御を複数の
手法で実装を行い，速度比較を行った結果，画像処理部分に GPGPU を適用することで，Java の
みで作成したものと比べ，画像処理部分で約 20 倍の高速化を確認できた．  
前原 正幸 タブレットPCを用いたAGVの自律走行制御におけるエッジ検出の信頼度を用いた走行精度の向
上 



























1) D.Kano, H.Sato , J.Sawamoto, and Y.Wada, A Simulator for the Execution Efficiency Measurement of 
Distributed Multi-Database Virtualization, International Journal of informatics Society (IJIS) VOL.7, 
NO.2 (2015) pp.69-76, 2015. 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 萩庭篤史, 佐藤裕幸, 自律走行 AGV における標識の画像認識と交差点での応用, 電子情報通信学会技術報告，
Vol.115，No.270，IE2015-70，pp.45-50，2015 年 10 月. 
2) 比嘉優樹，佐藤裕幸，モバイル端末上の GPGPU による AGV 自律走行制御の高速化，D-6-7，電子情報通信学会 2016
年総合大会，2016 年 3 月. 
3) 木綱啓人，比嘉優樹，萩庭篤史，佐藤裕幸， Deep Learning を用いた人物特定による入退室管理システム，D-12-23，

















  組込みなどのユビキタス情報機器を，オープンなネットワーク環境で利用するソフトウェア基盤の研究開発 
2) 情報システムの高性能化に関する研究 
  大量データの処理や高速計算を実現する，耐故障並列ソフトウェア仮想化技術などの並列処理に関する研究 
3) センサネットワークに関する研究 
  過酷な自然環境下で安全に利用できるセンサネットワークの構築とセンサネットワークプロトコルの開発 
4) 人に優しいユーザインタフェースに関する研究 
  多様な利用形態や思考の特徴に適応するユーザインタフェースの設計と評価に関する研究 
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2.3.2. 教員業績概要 












1) M2M/IoT システム入門，電気学会第 2 次 M2M 技術調査専門委員会 (編集)，森北出版，ISBN-10: 4627853319
ISBN-13: 978-4627853317，2016/3/31 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) 朱牟田 善治，小田 義也，澤本 潤，厚井 裕，据え置き型振動センサを用いた人の行動同定－高齢者見守り支援
システムの基礎検討－，電気学会論文誌 C，135 巻 12 号，pp. 1583-1593，2015 年 12 月． 
2) D. Kano, H. Sato, J. Sawamoto, and Y. Wada, A Simulator for the Execution Efficiency Measurement of 
Distributed Multi-Database Virtualization, International Journal of Informatics Society (IJIS), Volume: 
7, No: 2, pp. 69-76, September 2015. 
3) Yosuke Kaneko, Masahito Matsushita, Shinji Kitagami, Jun Sawamoto, Tetsuo Shiotsuki, Tatsuji Munaka, 
An Energy-Saving Control System of Lighting and Air-Conditioning Linked to Employee's Entry/Exist in 
the Zone of the Office, International Journal of Energy Engineering, 2015 5(4), pp. 67-73, 
10.5923/j.ijee.20150504.01 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Osamu Maeshima, Kazuaki OOZEKI and Jun SAWAMOTO,"Prototype Development of Magnetic Resonant Wireless 
Power Transfer System for Low Power Devices in the Use Cases with Vehicles", 2015 Asian Wireless Power 
Transfer Workshop (AWPT2015) 2015.12.10-11, New Taipei City, Taiwan 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 内田泰広，澤本 潤，杉野栄二，加速度センサを活用した非装着型の人間の行動推定システム，信学技報, vol. 
115, no. 232, HIP2015-72, pp. 1-6, 2015 年 9 月. 
2) 藤田 拓，澤本 潤，杉野 栄二，プログラミング学習者の習熟度に応じたレコメンドを行う情報推薦システムの
提案，電子情報通信学会 コンピュータビジョンとイメージメディア研究会（IPSJ-CVIM），信学技報, vol. 115, 
no. 225, IBISML2015-38, pp. 73-78, 2015 年 9 月. 
3) 澤本 潤，朱牟田善治，小田義也，厚井裕司，居住者と住居を見守る MEMS 加速度センサシステムの開発，OS5 災
害対応・見守り支援のためのセンシング技術，平成２７年 電気学会 電子・情報・システム部門大会，pp. 692-697, 
2015 年 8 月. 
4) 小田義也，朱牟田善治，澤本 潤，厚井裕二，波形認識による緊急信号の検出，OS5 災害対応・見守り支援のた
2.3 基盤ソフトウェア学講座 
28 
めのセンシング技術，平成２７年 電気学会 電子・情報・システム部門大会，pp. 698-699, 2015 年 8 月. 
5) 厚井裕司，澤本 潤，小田義也，朱牟田善治，防犯・防災・住人の安全を確保するオールインワンタイプの見守
りコントローラの開発，OS5 災害対応・見守り支援のためのセンシング技術，平成２７年 電気学会 電子・情報・
システム部門大会，pp. 705-707, 2015 年 8 月. 
6) 辻 秀一，澤本潤，スマート社会を支える M2M システム技術，3-S14-2, S14：スマート社会を支える




















1） いわて産業人材育成会議委員，岩手県商工労働観光部，平成 27 年 3 月 24 日～平成 29 年 3 月 23 日 
2） 岩手県個人情報保護審議会専門委員，平成 27 年 4月 1 日～平成 27 年 6月 
3） 岩手県コンピュータ関連調達に関する技術的審査委員会 委員，岩手県政策地域部情報政策課，平成 27 年 4
月 1日～平成 28 年 3 月 31 日 






1) 2015/1～ いわて組込みシステムコンソーシアム代表 
2) 2015/3～ いわて組込み技術研究会会長 
(e) 学会などにおける活動 
1) 電気学会 平成 27 年 電子・情報・システム部門大会 公募セッション OS5 災害対応・見守り支援のための
センシング技術 座長（2015 年 8 月 27 日） 




























職名： 講師 氏名： 杉野栄二 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
コンピュータアーキテクチャⅠ，オペレーティングシステム論，組込み OS 論，基盤システムゼミ B，基盤システム














1) 内田泰広，澤本 潤，杉野栄二，加速度センサを活用した非装着型の人間の行動推定システム，信学技報, vol. 
115, no. 232, HIP2015-72, pp. 1-6, 2015 年 9 月. 
2) 藤田 拓，澤本 潤，杉野 栄二，プログラミング学習者の習熟度に応じたレコメンドを行う情報推薦システムの
提案，電子情報通信学会 コンピュータビジョンとイメージメディア研究会（IPSJ-CVIM），信学技報, vol. 115, 
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(b) 博士(前期)論文概要 
















































1) 内田泰広，澤本 潤，杉野栄二，加速度センサを活用した非装着型の人間の行動推定システム，信学技報, vol. 
115, no. 232, HIP2015-72, pp. 1-6, 2015 年 9 月. 
2) 藤田 拓，澤本 潤，杉野 栄二，プログラミング学習者の習熟度に応じたレコメンドを行う情報推薦システムの
提案，電子情報通信学会 コンピュータビジョンとイメージメディア研究会（IPSJ-CVIM），信学技報, vol. 115, 
no. 225, IBISML2015-38, pp. 73-78, 2015 年 9 月. 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
該当なし 




























































II，卒業研究・制作 A，卒業研究・制作 B，基盤システムゼミ I，基盤システムゼミ II，基礎教養入門／キャリアデ











1) Kotaro Suzuki, Yoshitoshi Murata, Kazuhiro Yoshida, “Remote Rehabilitation System for Cerebrovascular 
Patients Combined with Video Call Center,” IARIA, International Journal on Advances in Life Sciences, 
vol. 7 no 3 & 4, pp. 132 - 1442015 
2) 鈴木彰真，野々村翔，村田嘉利「オノマトペを用いた客観性のあるグミ推薦サービスの有用性評価」, 情報処理
学会論文誌コンシューマ・デバイス＆システム（CDS）,5(4),109-118 (2015-10-03), pp. 2186-5728 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Yoshitoshi Murata, “Future Mobile Communication Service on Balance Between Freedom and Trust,” ITU, 
Kaleidoscope 2015, P5, 2015 
2) 村田嘉利，吉田和広，千田航平，「バランス Wii ボードによる脳血管疾患患者向け立ち上がりトレーニングツー
ルの提案」，情報処理学会，DICOMO 2015，pp. 1671 – 1677， 2015 
3) 湊 崇文，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣，佐々木祥弘，「歪みセンサを用いた障害者向け自動車操縦インタフェ
ースの開発」，情報処理学会，DICOMO 2015，pp. 258 – 264， 2015 
4) 宇部 雅彦, 村田 嘉利, 鈴木 彰真，「郷土料理検索エンジンの提案」，情報処理学会，DICOMO 2015，pp. 1309 - 
1315，2015 
5) 村瀬 昴, 鈴木 彰真, 村田 嘉利“車両群における車々間通信の研究”，マルチメディア，分散，協調とモバイル
(DICOMO2015)シンポジウム，pp. 81 - 85, July, 2015 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) Yoshida Shouhei，Murata Yoshitoshi，and Suzuki Akimasa, “Discussion on Multi-modal E-Novel System”
平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会，2A13, August, 2015 
2) Ube Masahiko，Murata Yoshitoshi，and Suzuki Akimasa, “A Study of Search Engine for Local Dishes Using 
a Restaurant Site”平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会，2A14, August, 2015 
3) Minato Takahumi，Murata Yoshitoshi，and Suzuki Akimasa “Proposal of Automobile Driving Interface Using 
Journal of Faculty of Software and Information Sience 2015 
 39
Strain Sensor for the Disabled People”平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会，2A15, August, 2015 
4) 仁多見遼，村田嘉利，鈴木彰真“設備追加が不要なキャンパスナビゲーションシステムの研究”情報処理学会モ
バイルコンピューティングとパーベイシブシステム研究会第 77 回研究発表会，Dec. 2015 
5) 伊藤良恵，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣“重ね着表現コーディネート支援システム”平成 27 年度 情報処理学
会東北支部研究会，No.5, Dec. 2015 
6) 梅木紀之，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣“スキージャンプにおける動画像の共有による指導支援システムの提
案”，平成 27 年度 情報処理学会東北支部研究会，No.8, Dec. 2015 
7) 鈴木大成，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣“野球の審判支援システム” 平成 27 年度 情報処理学会東北支部研
究会，No.9, Dec. 2015 
8) 菅原雄太，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣“音楽ゲームの演奏における技術の可視化とその上達法の提案”平成
27 年度 情報処理学会東北支部研究会，No.10, Dec. 2015 
9) 阿部一希，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣“Wearable device による歩行状態検知システムの提案”第 78 回情
報処理学会全国大会，6ZB-04，May, 2016 
(e) 研究費の獲得 






1) 特許出願：「支援システム」，特願 2015-175225 
2) 特許出願：「ピッキング台車」，特願 2015-175226 
3) 特許出願：「運転者への状況伝達装置」，特願 2015-90896 
4) 特許出願：「聴診システム」，特願 2016-20021 
5) 特許出願：「検出システム及び磁気シート」，特願 2016-040540 
6) 受賞：International Academy, Research, and Industry Association, Best Paper Award, 2015 
7) 受賞：総務省 東北総合通信局 局長賞 
8) 解説：巻頭言『私と電波』，電波受験界，11 月号 





















1) 株式会社アーンク 顧問 
2) 株式会社アバロン 顧問 






1) 電子情報通信学会東北支部 監事 
2) 情報処理学会 ＣＤＳ研究会 編集委員 
3) IARIA Program Committee 








し，必要に応じてオペレータの指導を行うシステムに関する研究が Best Paper Award を受賞した． 
学会関係では，現地責任者として電気関係学会 東北支部大会を本学 滝沢キャンパスで開催し，成功させた． 
電波の日に総務省 東北総合通信局から局長賞を頂いた． 
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職名： 講師 氏名： 佐藤永欣 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 













ースの開発」，情報処理学会，DICOMO 2015，pp. 258 – 264， 2015 
2) 佐藤永欣, 佐々木毅, 浅沼和彦, 檜山 稔, 猿舘 貢, 「自転車競技のためのオープンなセンサ統合情報プラット
フォームの 提案」，情報処理学会第 23 回マルチメディア通信と分散処理ワークショップ, pp.273-278, 2015. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 伊藤良恵，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣“重ね着表現コーディネート支援システム”平成 27 年度 情報処理学
会東北支部研究会，No.5, Dec. 2015 
2) 梅木紀之，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣“スキージャンプにおける動画像の共有による指導支援システムの提
案”，平成 27 年度 情報処理学会東北支部研究会，No.8, Dec. 2015 
3) 鈴木大成，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣“野球の審判支援システム” 平成 27 年度 情報処理学会東北支部研
究会，No.9, Dec. 2015 
4) 菅原雄太，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣“音楽ゲームの演奏における技術の可視化とその上達法の提案”平成
27 年度 情報処理学会東北支部研究会，No.10, Dec. 2015 





























1) 情報処理学会論文誌, 査読 1件 
2) 情報処理学会第 23 回マルチメディア通信と分散処理ワークショップ, 評価委員 1件 
3) 情報処理学会マルチメディア通信と分散処理研究会運営委員会, 運営委員 
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職名： 講師 氏名： 鈴木彰真 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
基盤システムゼミ A,B，情報リテラシ，基盤システム演習 I, II，ソフトウェア設計学，ソフトウェア設計実践論，
学の世界入門，プロジェクト演習 I, II 
(b) 研究科担当授業科目 










学会論文誌コンシューマ・デバイス＆システム（CDS）,5(4),109-118 (2015-10-03), pp. 2186-5728 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) 村瀬 昴, 鈴木 彰真, 村田 嘉利“車両群における車々間通信の研究”，マルチメディア，分散，協調とモバイル
(DICOMO2015)シンポジウム，pp. 81 - 85, July, 2015 
2) 湊 崇文, 村田 嘉利, 鈴木 彰真, 佐藤 永欣, 佐々木 祥弘“ひずみセンサを用いた障害者向け自動車操縦イン
タフェースの開発” ，マルチメディア，分散，協調とモバイル(DICOMO2015)シンポジウム， pp. 258 - 264, July, 
2015 
3) 宇部 雅彦, 村田 嘉利, 鈴木 彰真“郷土料理検索エンジンの提案”，マルチメディア，分散，協調とモバイル
(DICOMO2015)シンポジウム，pp. 1309 - 1315, July, 2015 
4) Yoshida Shouhei，Murata Yoshitoshi，and Suzuki Akimasa, “Discussion on Multi-modal E-Novel System”
平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会，2A13, August, 2015 
5) Ube Masahiko，Murata Yoshitoshi，and Suzuki Akimasa, “A Study of Search Engine for Local Dishes Using 
a Restaurant Site”平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会，2A14, August, 2015 
6) Minato Takahumi，Murata Yoshitoshi，and Suzuki Akimasa “Proposal of Automobile Driving Interface Using 
Strain Sensor for the Disabled People”平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会，2A15, August, 2015 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 仁多見遼，村田嘉利，鈴木彰真“設備追加が不要なキャンパスナビゲーションシステムの研究”情報処理学会モ
バイルコンピューティングとパーベイシブシステム研究会第 77 回研究発表会，Dec. 2015 
2) 伊藤良恵，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣“重ね着表現コーディネート支援システム”平成 27 年度 情報処理学
会東北支部研究会，No.5, Dec. 2015 
3) 梅木紀之，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣“スキージャンプにおける動画像の共有による指導支援システムの提
案”，平成 27 年度 情報処理学会東北支部研究会，No.8, Dec. 2015 
4) 鈴木大成，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣“野球の審判支援システム” 平成 27 年度 情報処理学会東北支部研
2.4 データベースシステム学講座 
44 
究会，No.9, Dec. 2015 
5) 菅原雄太，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣“音楽ゲームの演奏における技術の可視化とその上達法の提案”平成
27 年度 情報処理学会東北支部研究会，No.10, Dec. 2015 






1) 【特許出願中】村田嘉利，鈴木彰真「運転者への状況伝達装置」出願番号 2015-90896, April, 2015 





















1) 鈴木彰真「スペクトル拡散超音波を用いた位置計測システム」リエゾン I マッチングフェア 




































































鈴木 大成 野球の審判支援システム -球審の支援- 
野球は，常にメディアにも取り上げられるほど知名度が高く，幅広い年齢層から親しまれてい
る．学校の部活動では，練習試合等で部員が球審を務めることがよくある．際どいコースの判
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(b) 博士(前期)論文概要 























ースの開発」，情報処理学会，DICOMO 2015，pp. 258 – 264， 2015 
2) 宇部 雅彦, 村田 嘉利, 鈴木 彰真，「郷土料理検索エンジンの提案」，情報処理学会，DICOMO 2015，pp. 1309 - 
1315，2015 
3) Ube Masahiko，Murata Yoshitoshi，and Suzuki Akimasa, “A Study of Search Engine for Local Dishes Using 
a Restaurant Site”平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会，2A14, August, 2015 
4) Minato Takahumi，Murata Yoshitoshi，and Suzuki Akimasa “Proposal of Automobile Driving Interface Using 
Strain Sensor for the Disabled People”平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会，2A15, August, 2015 
5) 仁多見遼，村田嘉利，鈴木彰真“設備追加が不要なキャンパスナビゲーションシステムの研究”情報処理学会モ
バイルコンピューティングとパーベイシブシステム研究会第 77 回研究発表会，Dec. 2015 
6) 伊藤良恵，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣“重ね着表現コーディネート支援システム”平成 27 年度 情報処理学
会東北支部研究会，No.5, Dec. 2015 
7) 梅木紀之，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣“スキージャンプにおける動画像の共有による指導支援システムの提
案”，平成 27 年度 情報処理学会東北支部研究会，No.8, Dec. 2015 
8) 鈴木大成，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣“野球の審判支援システム” 平成 27 年度 情報処理学会東北支部研
究会，No.9, Dec. 2015 
9) 菅原雄太，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣“音楽ゲームの演奏における技術の可視化とその上達法の提案”平成
27 年度 情報処理学会東北支部研究会，No.10, Dec. 2015 





































 HCI (Human Computer Interaction)・認知科学 






キーワード： 情報セキュリティ,  ネットワークセキュリティ，情報セキュリティ教育，モバイル Ad-hoc ネット





高田 豊雄, Bhed Bahadur Bista, 小倉加奈代 




-    インターネット観測システムの観測点保護および観測点攻撃検出に関する研究 
-    分散型 Slow Read DoS 攻撃に対する防御手法に関する研究 
-    サイトの安全性と重要度に応じたパスワード管理手法に関する研究 
-  想起性と安全性を両立するパスワード認証に関する研究 
-  視覚符号型秘密分散法を用いた CAPTCHA に関する研究 
-    スマートデバイスにおける端末認証，個人認証に関する研究 
-    フィッシングサイト検知手法に関する研究 
- GBS 理論に基づいたセキュリティ学習を支援する e-learning 教材に関する研究 
など 
 モバイルアドホック・無線センサーネットワーク 
- Vehicular network 
 災害時における車車間通信を利用した経路選択支援アプリケーションの提案 
- Mobile ad hoc network routing protocols 
 リンクレート切り替えによる OpenFlow ネットワークの省電力化手法の提案 
- Sensor networks 
など 
 これらの融合研究 
- ネットワークを悪意ある攻撃から守るためのモバイルエージェントと P2P ネットワークを用いたネットワ
ーク異常検出システムに関する研究 
など 
 HCI (Human Computer Interaction)，認知科学 
  -   三軸加速度センサおよびジャイロセンサを用いた正しい歯磨き方法習得支援システムの開発 
    -   人間の内的特性に焦点をあてた次世代コミュニケーションメディアの開発 
  -   CMC における感情伝達に関する研究 
  -   パスワード生成過程の分析 
など 
(e) 在籍学生数 
博士(前期)：8名，(分散システム講座(高田 II 研)に同じ)， 







職名： 教授 氏名： 高田 豊雄 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
数論と代数，セキュリティ論，専門英語 II，基盤システム演習 A/B/C，基盤システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B
(b) 研究科担当授業科目 








1) Jiahong Wang, Eiichiro Kodama, and Toyoo Takada: Identifying Relations between Frequent Patterns Mined 
at Two Collaborative Web Sites, International Journal Space-Based and Situated Computing, Volume 5, Issue 
4, 2015. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Shingo Sasaki, Kanayo Ogura, Bhed Bahadur Bista and Toyoo Takata: A Proposal of QoS-aware Power Saving 
Scheme for SDN-based Networks,18th International Conference on Network-Based Information Systems(NBis 
2015), pp.71-77, 2015.9. 
2) Yasushi Hosokawa, Daiki Urata, Akio Doi, Toyoo Takata, Yoshihiko Abe:The Trial Operation of the Motion 
Capture to Trace Female Divers in the Underwater and the Trial Production of the Motion Viewer for 
Developing the Virtual Diving Experience Learning System, The Twenty-First International Symposium on 
Artificial Life and Robotics 2016 (AROB 21st 2016), pp.483-486, 2016.1 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 立花聖也，小倉加奈代，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄：モーフィング技術を用いた変形 3次元モデル CAPTCHA
の提案，平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会，1D06(USB)，2015.8. 
2) 田中知樹，小倉加奈代，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄：三次元物体アニメーション CAPTCHA の有効性に関する
基礎的検討，平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会，1D05(USB)，2015.8. 
3) 是川俊昭，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: Web 上のテキストを利用したキャラクター検索エンジンに関する考
察, 平成 27 年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1D12(USB)，2015.8. 
4) 舘本祥実，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: オノマトペの高精度な分類手法に関する考察, 平成 27 年度 電気関
係学会東北支部連合大会 講演論文集, 2D16(USB)，2015.8. 
5) 平川哲也，小倉加奈代，バハドゥール・ビスタ・ベッド，高田豊雄：分散型 Slow Read DoS 攻撃に対する防御手
法の提案，平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会，1D02(USB)，2015.8. 
6) 平舘侑樹，細川靖，土井章男，高田豊雄：海女仮想体験学習システム「海女 via-WH」の水掻き動作可視化，平
成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会，1H03(USB)，2015.8. 
7) 浦邊信太郎，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄：コンポジットアプリケーションモデルにおけるセキュアなフロン
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トエンド連携手法の提案，コンピュータセキュリティシンポジウム 2015，1F3-3(USB) ，2015.10. 
8) 成田匡輝，鎌田恵介，小倉加奈代，ベッドバハドゥールビスタ，高田豊雄：ダークネット観測におけるポート毎
の動的観測に関する一検討，コンピュータセキュリティシンポジウム 2015，3E4-1(USB) ，2015.10. 
9) 藤原貴正，王家宏，児玉英一郎，高田豊雄： RAID 技術を用いたオンラインストレージシステム，ネットワー




11) 坂松春香，小倉加奈代，Bhed Bahadur Bista，高田豊雄：サイトの安全性と重要度に応じたパスワード管理ツー
ルに関する検討，2016 年暗号と情報セキュリティシンポジウム 2016 予稿集，1F1-3(CD-ROM), 2016.1. 
12) 平川哲也，小倉加奈代，ベッドバハドゥールビスタ，高田豊雄：分散型 Slow HTTP DoS 攻撃に対する防御手法の












17) 平舘侑樹，細川靖，土井章男，高田豊雄：海女潜水体験システム「海女 via-WH」における海女 3D モデル水掻
き動作検出法の検討, 平成 27 年度 第 4回芸術科学会東北支部研究会, 27-04-02, pp.1-5, 2016.3. 
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省科学研究費，基盤研究(C)エンドユーザ保護のための包括的セキュリティ技術（課題番号:26330159），
2015 年度直接経費 1,000,000 円，2014.4.〜2017.3.（研究代表者） 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 

























1) IEEE Information Theory Society Japan Chapter Chair (2015.12 まで) 
2) IEEE Japan Chapter, Chapter Operation Committee Member (2015.12 まで) 
3) 電子情報通信学会情報理論研究専門委員会顧問 
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職名： 准教授 氏名： Bhed Bahadur Bista 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
専門英語 II，線形代数，統計学，基盤システム演習 B/C，基盤システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 










1) Shingo Sasaki, Kanayo Ogura, Bhed Bahadur Bista and Toyoo Takata:A Proposal of QoS-aware Power Saving 
Scheme for SDN-based Networks,18th International Conference on Network-Based Information Systems(NBis 
2015), pp.71-77, September 2-4, 2015. 
2) Bhed Bahadur Bista and Danda B. Rawat: A Robust Energy Efficient Epidemic Routing Protocol for Delay 
Tolerant Networks, The 11th IEEE International Conference on Green Computing and Communications (GreenCom 
2015), pp.290-296, December 11-13, 2015. 
3) Bhed Bahadur Bista and Danda B. Rawat: Energy Consumption and Performance of Delay Tolerant Network 
Routing Protocols under Different Mobility Models, IEEE 7th International Conference on Intelligent 
Systems, Modelling and Simulation (ISMS2016), pp.325-330, January 25-27, 2016. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 平川哲也，小倉加奈代，バハドゥール・ビスタ・ベッド，高田豊雄：分散型 Slow Read DoS 攻撃に対する防御手
法の提案，平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会，1D02(USB)，2015.8. 
2) 成田匡輝，鎌田恵介，小倉加奈代，ベッドバハドゥールビスタ，高田豊雄：ダークネット観測におけるポート毎





に関する検討，2016 年暗号と情報セキュリティシンポジウム 2016 予稿集，1F1-3(CD-ROM), 2016.1. 
5) 平川哲也，小倉加奈代，ベッドバハドゥールビスタ，高田豊雄：分散型 Slow HTTP DoS 攻撃に対する防御手法の
















2014 年度直接経費 円，2014.4.〜2017.3.（研究分担者） 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) Certificate of Completion on Excellent Plenary Speech and Contribution to 2016 The 5th International 





















1) Program Committee Member, The Ninth International Conference on Innovative Mobile and Internet Services 
in Ubiquitous Computing (IMIS-2015)  
2) Track Chair (Mobile and Vehicular Networks), 10th International Conference on Broadband and Wireless 
Computing, Communication and Applications (BWCCA 2015) 
3) Program Committee Member (Ad Hoc and Mesh Networks), IEEE AINA 2015, March, 
4) Program Chair:  International Conference, IEEA 2016, March 
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5) Plenary Speech: International Conference, IEEA 2016, March 
6) Reviewed 15 International Conference papers( AINA 2016, BWCCA 2015, IEEA2016) 
(f) その他 
1) IEEE Member 
2) IPSJ Member. 
 
[主な業績］ 
A Delay Tolerant Network (DTN) is mostly suitable where there is intermittent connection between 
communicating nodes such as wireless mobile ad hoc network nodes. In general, a message sending node in 
a DTN copies the message and transmits it to nodes which it encounters. A receiving node, if it is not the 
destination of the message, stores the message and transmits a copy of the message to nodes it encounters. 
The process continues until the message reaches its destination or its life time expires. Various DTN routing 
protocols have been proposed to reduce the number of copies and improve the delivery probability of messages. 
However, very few of them consider the energy constraint of mobile nodes in routing protocols. Mobile nodes 
specially smart phones, tablets, PCs etc are powered by batteries and energy is limited. It is essential 
to consider energy constraint also while designing routing protocols for DTNs. In this paper, we proposed 
a robust energy efficient Epidemic routing protocol. Our aim is to extend the life expectancy of a DTN by 
extending lives of nodes in DTN by reducing energy consumption and at the same time increase the delivery 
probability of messages. We have achieved this by considering nodes’ remaining energy and available free 
buffer for receiving copies of messages. Only a node with higher energy value than the sending node will 
receive a copy of the message and store it to send to other nodes or the destination node. The simulation 
results show that our proposed protocol extends the life of a DTN as well as improve the delivery probability 
of messages. Moreover, the results also show that the performance of the routing protocol is not affected 























1) Shingo Sasaki, Kanayo Ogura, Bhed Bahadur Bista and Toyoo Takata:A Proposal of QoS-aware Power Saving 
Scheme for SDN-based Networks,18th International Conference on Network-Based Information Systems(NBis 
2015), pp.71-77, 2015.9. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 立花聖也，小倉加奈代，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄：モーフィング技術を用いた変形 3次元モデル CAPTCHA
の提案，平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会，1D06(USB)，2015.8. 
2) 田中知樹，小倉加奈代，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄：三次元物体アニメーション CAPTCHA の有効性に関する
基礎的検討，平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会，1D05(USB)，2015.8. 
3) 平川哲也，小倉加奈代，バハドゥール・ビスタ・ベッド，高田豊雄：分散型 Slow Read DoS 攻撃に対する防御手
法の提案，平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会，1D02(USB)，2015.8. 
4) 成田匡輝，鎌田恵介，小倉加奈代，ベッドバハドゥールビスタ，高田豊雄：ダークネット観測におけるポート毎





に関する検討，2016 年暗号と情報セキュリティシンポジウム 2016 予稿集，1F1-3(CD-ROM), 2016.1. 
7) 平川哲也，小倉加奈代，ベッドバハドゥールビスタ，高田豊雄：分散型 Slow HTTP DoS 攻撃に対する防御手法の
















（課題番号:23243071），2015 年度直接経費 500,000 円，2011.4.〜2016.3.（研究分担者, 研究代表者: 楠見孝
教授（京都大学）） 
2) 文部科学省科学研究費，基盤研究(C)エンドユーザ保護のための包括的セキュリティ技術（課題番号:26330159），





















1) 盛岡大学：情報処理基礎 非常勤講師 
2) 盛岡大学：情報処理応用 非常勤講師 
3) 出前講義：人工知能って面白い！ 青森県立三沢高等学校(2015.6.27） 
4) 出前講義：コミュニケーション支援とエンタテインメントから人工知能を知ろう！ 青森県立大湊高等学校
(2015.7.9） 
5) 出前講義：情報セキュリティ入門 新潟県立新発田商業高等学校(2015.9.9) 
6) 出前講義：人工知能入門-身近なモノから人工知能を知ろう！ 岩手県立盛岡第四高等学校(2015.10.15) 
2.5 言語情報学講座 
60 
7) 出前講義：情報セキュリティ入門 北海道札幌藻岩高等学校(2015.10.30) 
8) 出前講義：情報セキュリティ入門 宮城県石巻西高等学校(2015.11.20) 
9) 講演講師：情報セキュリティ入門 岩手県高等学校教育研究メディア部会総会(2015.9.28) 
(d) 産学連携 
1) 盛岡 Value City 株式会社 MORIO-J ポータルサイト活性化（プロジェクト演習） 
(e) 学会などにおける活動 
1) 情報処理学会，人工知能学会，認知科学会，社会心理学会各会員 
2) 情報処理学会 論文誌査読委員 
3) 情報処理学会 ヒューマンコンピュータインタラクション研究会(SIG-HCI)幹事 
4) 人工知能学会 言語・音声理解と対話処理研究会(SIG-SLUD)専門委員 
5) エンタテインメントコンピューティング 2015 実行委員 
6) 第 23 回インタラクティブシステムとソフトウェアに関するワークショップ(WISS2015)チャット委員 
7) 第 20 回一般社団法人情報処理学会シンポジウム インタラクション 2016 財務委員長 
8) 論文査読：KES2015 1 本，情報処理学会論文誌 2本，ヒューマンインタフェース学会論文誌 1本，2015 年度日本
認知科学会第 32 回大会アブストラクト 3本，日本ソフトウェア科学会誌 2本，WISS2015 3 本 

































分散型 Slow HTTP DoS 攻撃に対する防御手法の提案 
Web サーバに対し長時間維持されるコネクションを大量に生成し，正当なクライアントの接続
を妨害する Slow HTTP DoS 攻撃は，単独の攻撃者により実施された場合と比較し，複数の攻撃
者により分散型 DoS 攻撃として実施された場合は効果的な防御が困難になる．  
本稿では，分散型 Slow HTTP DoS 攻撃に対し，接続元 IP アドレスと継続時間を基に防御する手
法を提案し，提案手法の有効性を検証する． 























藤原 貴正 RAID 技術を用いたセキュアオンラインストレージシステムに関する研究 
近年，ストレージ技術の進歩によりハードディスクの容量単価が大幅に安くなっており，ハー
ドディスク単体もテラバイトを超える時代になっている．これにより Google や Microsoft など




















1) Shingo Sasaki, Kanayo Ogura, Bhed Bahadur Bista and Toyoo Takata:A Proposal of QoS-aware Power Saving 
Scheme for SDN-based Networks,18th International Conference on Network-Based Information Systems(NBis 
2015), pp.71-77, 2015.9. 
2) 平川哲也，小倉加奈代，バハドゥール・ビスタ・ベッド，高田豊雄：分散型 Slow Read DoS 攻撃に対する防御手





に関する検討，2016 年暗号と情報セキュリティシンポジウム 2016 予稿集，1F1-3(CD-ROM), 2016.1. 
5) 平川哲也，小倉加奈代，ベッドバハドゥールビスタ，高田豊雄：分散型 Slow HTTP DoS 攻撃に対する防御手法の















1) 高橋啓伸，小倉加奈代，ベッド B.ビスタ，高田豊雄，第 78 回情報処理学会全国大会，学生奨励賞，画像局所特




 夏季ゼミ合宿 (8 月 29 日〜30 日, 大沢温泉 (花巻市)) 
 冬季ゼミ合宿 (2 月 6 日～2 月 7日, 国立岩手山青少年交流の家 (滝沢市)) 
 
 













キーワード： 分散システムのセキュリティ， ユビキタスコンピューティング， セマンティック Web, データマイ
ニング, センサネットワーク 
(b) 年度目標 
 学生の対外発表の促進 (東北支部大会等) 
 学生の主体性を重視し，かつ，学生間/学生・教員間の気軽な議論を促進する雰囲気づくり 
(c) 講座構成教員名 








 Web 上のリソースの知的な活用に関する研究 
 次世代 Web に関する研究 
 Linked Data に関する研究 
 災害直後に有用な緊急用コミュニケーションシステム 
(e) 在籍学生数 
博士(前期)：8名 (言語情報学講座(高田 I 研究室)に同じ)， 




















1) Jiahong Wang, Eiichiro Kodama, and Toyoo Takada: Identifying Relations between Frequent Patterns Mined 




1) 小林由真，王家宏，児玉英一郎，高田豊雄: MapReduce を用いたセキュアな頻出パターン抽出手法の提案，2015
年度人工知能学会全国大会論文集，3C4-4 (May 2015). 
2) 田中知樹，小倉加奈代，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: 三次元物体アニメーション CAPTCHA の有効性に関する
基礎的検討, 平成 27 年度 電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 1D05 (Aug. 2015). 
3) 立花聖也，小倉加奈代，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄:モーフィング技術を用いた変形 3 次元モデル CAPTCHA
の提案 , 平成 27 年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1D06 (Aug. 2015). 
4) 是川俊昭，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: Web 上のテキストを利用したキャラクター検索エンジンに関する考
察, 平成 27 年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1D12 (Aug. 2015). 
5) 舘本祥実，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: オノマトペの高精度な分類手法に関する考察, 平成 27 年度 電気関
係学会東北支部連合大会 講演論文集, 2D16 (Aug.2015). 
6) 浦邊 信太郎，児玉 英一郎，王家宏，高田 豊雄： コンポジットアプリケーションモデルにおけるセキュアな
フロントエンド連携手法の提案，コンピュータセキュリティシンポジウム 2015 (CSS2015)論文集 ，pp.140--147 
(Oct. 2015). 
7) 藤原貴正，王家宏，児玉英一郎，高田豊雄： RAID 技術を用いたオンラインストレージシステム，ネットワー




























1) 2015 BWCCA 
2) 2015 IEEE Asia Pacific Conference on Wireless and Mobile Technologies 
3) 2015 IEEE Inter. Conf. on Advanced Information Networking and Applications 
4) 2015 IEEE Global Comm. Conf. (GLOBECOM 2015), SAC - P2P Networking 
5) 2015 IEEE Inter. Conf. on Control, Electronics, Renewable Energy, and Comm. 
(f) その他 














職名： 講師 氏名： 児玉 英一郎 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
解析学，線形代数，基礎教養入門，キャリアデザイン I，キャリアデザイン II，学の世界入門，プロジェクト演習 I，










1) Jiahong Wang, Eiichiro Kodama, and Toyoo Takada: Identifying Relations between Frequent Patterns Mined 




1) 小林由真，王家宏，児玉英一郎，高田豊雄: MapReduce を用いたセキュアな頻出パターン抽出手法の提案，2015
年度人工知能学会全国大会論文集，3C4-4 (May 2015). 
2) 田中知樹，小倉加奈代，児玉英一郎，王 家宏，高田豊雄: 三次元物体アニメーション CAPTCHA の有効性に関す
る基礎的検討, 平成 27 年度 電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 1D05 (Aug. 2015). 
3) 立花聖也，小倉加奈代，児玉英一郎，王 家宏，高田豊雄:モーフィング技術を用いた変形 3次元モデル CAPTCHA
の提案 , 平成 27 年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1D06 (Aug. 2015). 
4) 是川俊昭，児玉英一郎，王 家宏，高田豊雄: Web 上のテキストを利用したキャラクター検索エンジンに関する
考察, 平成 27 年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1D12 (Aug. 2015). 
5) 舘本祥実，児玉英一郎，王 家宏，高田豊雄: オノマトペの高精度な分類手法に関する考察, 平成 27 年度 電気
関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 2D16 (Aug.2015). 
6) 浦邊 信太郎，児玉 英一郎，王 家宏，高田 豊雄： コンポジットアプリケーションモデルにおけるセキュアな
フロントエンド連携手法の提案，コンピュータセキュリティシンポジウム 2015 (CSS2015)論文集 ，pp.140--147 
(Oct. 2015). 
7) 藤原貴正，王家宏，児玉英一郎，高田豊雄： RAID 技術を用いたオンラインストレージシステム，ネットワー




















































田中 知樹 物体認識能力に着目した三次元物体アニメーション CAPTCHA の研究 
BOT による Web サービスの不正利用を防ぐために，ユーザが人間であることを証明する CAPTCHA
というテストが存在し，新しい種類の CAPTCHA が検討されている．本研究では，人間が 1 つの
物体を異なる角度から見た場合でも同一物体であると認識できる物体認識能力に着目し，三次
元物体を複数の角度から画像として保存したものから GIF アニメーションを生成する三次元物
体アニメーション CAPTCHA を提案した． 
























是川 俊昭 Web上のテキストを利用したキャラクター検索エンジンに関する研究 

















0.057，純度 0.929，F 値 47.1 であることを確認した． 
常木 翔太 センサの Linked Data の作成・公開支援環境に関する研究 
近年，Linked Data に関する研究が注目されている．しかし，センサ情報の Linked Data 化に
関してはあまり普及していない． Open Data が注目され，データの公開が進む中で，センサ情
報の公開も求められるが，Linked Data として公開することは，企業や一般の人にとって敷居
が高い．本研究では，センサの Linked Data の作成・公開支援環境のモデルの提案を行った．
(b) 博士(前期)論文概要 














藤原 貴正 RAID 技術を用いたセキュアオンラインストレージシステムに関する研究 
近年，ストレージ技術の進歩によりハードディスクの容量単価が大幅に安くなっており，ハー
ドディスク単体もテラバイトを超える時代になっている．これにより Google や Microsoft など
2.6 分散システム学講座 
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1) 小林由真，王家宏，児玉英一郎，高田豊雄: MapReduce を用いたセキュアな頻出パターン抽出手法の提案，2015
年度人工知能学会全国大会論文集，3C4-4 (May 2015). 
2) 田中知樹，小倉加奈代，児玉英一郎，王 家宏，高田豊雄: 三次元物体アニメーション CAPTCHA の有効性に関す
る基礎的検討, 平成 27 年度 電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 1D05 (Aug. 2015). 
3) 立花聖也，小倉加奈代，児玉英一郎，王 家宏，高田豊雄:モーフィング技術を用いた変形 3次元モデル CAPTCHA
の提案 , 平成 27 年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1D06 (Aug. 2015). 
4) 是川俊昭，児玉英一郎，王 家宏，高田豊雄: Web 上のテキストを利用したキャラクター検索エンジンに関する
考察, 平成 27 年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1D12 (Aug. 2015). 
5) 舘本祥実，児玉英一郎，王 家宏，高田豊雄: オノマトペの高精度な分類手法に関する考察, 平成 27 年度 電気
関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 2D16 (Aug.2015). 
6) 浦邊 信太郎，児玉 英一郎，王 家宏，高田 豊雄： コンポジットアプリケーションモデルにおけるセキュアな
フロントエンド連携手法の提案，コンピュータセキュリティシンポジウム 2015 (CSS2015)論文集 ，pp.140--147 
(Oct. 2015). 
7) 藤原貴正，王家宏，児玉英一郎，高田豊雄： RAID 技術を用いたオンラインストレージシステム，ネットワー
クシステム研究会，電子情報通信学会技術研究報告，Vol.115, No.368, pp.31--36 (Dec. 2015). 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
該当なし 
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2.6.4. その他の活動 
 夏季ゼミ合宿 (8 月 29 日〜30 日, 大沢温泉 (花巻市)) 
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2.7.2. 教員業績概要 


















1) Okamoto, A.: “Optimization technique for long-term breeding programs”, The 16th Asia Pacific Industrial 
Engineering and Management Systems Conference (APIEMS 2015), CD-ROM, #211, WA4-6, 2015/12. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 工藤大希，堀川三好，古舘達也，岡本東：BLE ビーコンを用いたエリア推定による屋内位置測位手法の提案，情
報処理学会第 78 回全国大会予稿集（3），pp.426-427, 2016/03 
2) 佐々木夏美，岡本東，堀川三好，情報技術を活用した商店街活性支援の提案，情報処理学会第 78 回全国大会予
稿集（4），pp.955-956, 2016/03 
3) 工藤大希，堀川三好，古舘達也，岡本東：近接ビーコンを利用した屋内位置測位手法の提案，情報処理学会第
77 回 MBL 研究会，2014-MBL-77，2015/11 
4) 堀川三好，古舘達也，工藤大希，岡本東：BLE 位置測位および PDR を用いたハイブリッド型屋内位置測位手法の
提案，情報処理学会第 76 回 MBL 研究会，2015-MBL-76，2015/10 
5) 古舘達也，堀川三好，工藤大希，岡本東：Bluetooth Low Energy ビーコンを用いた屋内位置測位に関する研究，
第 14 回情報科学技術フォーラム，講演論文集第 4分冊，pp.311-312，2015/9 
6) 佐々木夏美，岡本東，堀川三好：ソーシャルメディアを用いた商店街に関する投稿収集サイトの運用について，



































8) Bluetooth を利用した位置測位技術の提案（株式会社 E 社） 







Optimization technique for long-term breeding programs 
(Okamoto, A.: “Optimization technique for long-term breeding programs”, The 16th Asia Pacific Industrial Engineering 
and Management Systems Conference (APIEMS 2015), CD-ROM, #211, WA4-6, 2015/12) 
Several decision support tools ware developed to reduce inbreeding coefficient and to improve of production 
in cattle breeding program. Especially, minimization of inbreeding is very important in small scale selection 
Journal of Faculty of Software and Information Sience 2015 
 77
programs. However, a strategy, that makes optimal selection to minimize of inbreeding in a generation, may 
not produce optimal result in long-term selection. Therefore, selection from support tool cannot apply 
without modification on the basis of experience. In this study, a mathematical model of breeding programs 
was constructed to examine effect of long-term breeding. Then, optimization techniques were developed, and 

























1) Chihiro Hayashi, Hisashi Yamamoto, Masaaki Oba, Mitsuyoshi Horikawa：A Study on the Optimization of Seat 
Setting In the Production Seat Booking System, The 23rd International Conference on Production Research 
(ICPR23), CD-ROM, 2015/8 
2) Chihiro Hayashi, Hisashi Yamamoto, Masaaki Ohba and Mitsuyoshi Horikawa,：A study on the seat setting 
of the Production Seat Booking System for Make-To-Stock Manufacturing Process, The 16th Asia Pacific 
Industrial Engineering and Management Systems Conference(APIEMS2015), pp.899-906, 2015/12 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 工藤大希，堀川三好，古舘達也，岡本東：BLE ビーコンを用いたエリア推定による屋内位置測位手法の提案，情
報処理学会第 78 回全国大会予稿集（3），pp.426-427, 2016/03 
2) 千葉崇，植竹俊文，堀川三好：スマートグラスによる行動計測と BLE 位置測位を用いた屋内ガイドシステムの構
築，情報処理学会第 78 回全国大会予稿集（3），pp.434-435, 2016/03 
3) 佐々木夏美，岡本東，堀川三好，情報技術を活用した商店街活性支援の提案，情報処理学会第 78 回全国大会予
稿集（4），pp.955-956, 2016/03 
4) 鳥居勇起，堀川三好，竹野健夫：時間的・空間的分析を取り入れた観光情報配信システムの提案，情報処理学会
第 78 回全国大会予稿集（4），pp.975-976, 2016/03 
5) 林千宏，山本久志，大場允晶，堀川三好：見込生産環境下における生産座席予約システムに関する研究，平成
27 年度第 6回横幹連合コンファレンス予稿集，pp.323-324，2015/12 
6) 工藤大希，堀川三好，古舘達也，岡本東：近接ビーコンを利用した屋内位置測位手法の提案，情報処理学会第
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77 回 MBL 研究会，2014-MBL-77，2015/11 
7) 千葉崇，植竹俊文，堀川三好：スマートグラスと BLE 位置測位を用いた屋内ガイドシステムの提案，日本経営工
学会 2015 年秋季大会予稿集，pp.204-205，2015/11 
8) 林千宏，山本久志，大場允晶，堀川三好：A study on the seat setting of the production seat booking system 
for make-to-stock manufacturing process，日本経営工学会 2015 年度秋季研究発表大会予稿集，pp.92-93，
2015/11 
9) 堀川三好：第 6次産業と ICT 活用，第 46 回横幹技術フォーラム「第 6 次産業への取り組み-複数システムの連携
による価値構築-」，講演資料，2015/11 
10) 堀川三好，古舘達也，工藤大希，岡本東：BLE 位置測位および PDR を用いたハイブリッド型屋内位置測位手法の
提案，情報処理学会第 76 回 MBL 研究会，2015-MBL-76，2015/10 
11) 古舘達也，堀川三好，工藤大希，岡本東：Bluetooth Low Energy ビーコンを用いた屋内位置測位に関する研究，




日本経営工学会 2015 年春季大会予稿集，pp.136-137，2015/5 
14) 林千宏，山本久志，大場允晶，堀川三好：生産座席枠システムにおける座席枠設定の最適化に関する研究―見込


























1) いわて善隣塾（NPO 善隣館と共催） 









8) Bluetooth を利用した位置測位技術の提案（株式会社 E 社） 










BLE 位置測位および PDR を用いたハイブリッド型屋内位置測位手法の提案 
※BLE 位置測位および PDR を用いたハイブリッド型屋内位置測位手法の提案（情報処理学会第 76 回 MBL 研究会，2015-MBL-76，2015/10）の「はじめに」より抜粋 
屋内位置測位は，GPS を用いる位置測位と併用して屋内外シームレス位置測位を実現することにより，観光ガイド
/ナビゲーション，高齢者/障がい者の行動支援，災害時の避難誘導および O2O 分野における応用展開が期待されて
いる．様々な屋内位置測位手法が提案されているが，現状においては Wi-Fi/BLE（Bluetooth Low Energy）の受信信




ャイロ，地磁気等の各種センサを用いる PDR を併用したハイブリッド型位置測位を提案する．まず，複数の BLE ビ
ーコンの受信信号強度の変位から移動方位や移動距離を求める移動変位推定と累積測位誤差を基準地点で補正する
基準地点推定を併せ持つ BLE 位置測位手法を提案する．その特徴として，端末の保持姿勢や性能および壁などの障
害物による影響が小さく，また BLE ビーコンを比較的少ない配置で実現できる点が挙げられる．次に，BLE 位置測位





























































報処理学会第 78 回全国大会予稿集，pp.-, 2016/03 
2) 千葉崇，植竹俊文，堀川三好：スマートグラスによる行動計測と BLE 位置測位を用いた屋内ガイドシステムの構
築，情報処理学会第 78 回全国大会予稿集，pp.-, 2016/03 
3) 佐々木夏美，岡本東，堀川三好，情報技術を活用した商店街活性支援の提案，情報処理学会第 78 回全国大会予
稿集，pp.-, 2016/03 
4) 鳥居勇起，堀川三好，竹野健夫：時間的・空間的分析を取り入れた観光情報配信システムの提案，情報処理学会
第 78 回全国大会予稿集，pp.-, 2016/03 
5) 工藤大希，堀川三好，古舘達也，岡本東：近接ビーコンを利用した屋内位置測位手法の提案，情報処理学会第
77 回 MBL 研究会，2014-MBL-77，2015/11 
6) 千葉崇，植竹俊文，堀川三好：スマートグラスと BLE 位置測位を用いた屋内ガイドシステムの提案，日本経営工
学会 2015 年秋季大会予稿集，pp.204-205，2015/11 
7) 古舘達也，堀川三好，工藤大希，岡本東：Bluetooth Low Energy ビーコンを用いた屋内位置測位に関する研究，




日本経営工学会 2015 年春季大会予稿集，pp.136-137，2015/5 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 鳥居勇起，情報処理学会第 78 回全国大会学生奨励賞，2016/03 
2) 千葉崇，情報処理学会第 78 回全国大会学生奨励賞，2016/03 
3) 工藤大希，情報処理学会・MBL 研究会，第 77 回研究会奨励発表賞，2015/11 
4) 古舘達也，日本経営工学会 2015 年春季大会 Best Presentation Award 受賞，2015/5 
5) 古舘達也，工藤大希，岩手県立大学学長奨励賞，2016/3 









する技術企画型ベンチャーである．2016 年 2 月時点で，複数の公共交通インフラにおける屋内ナビゲーションの
位置測位技術として採用されるなど，学生ベンチャー企業のスタートアップとして，順調な滑り出しをしている．
（2）起業までの流れ 
屋内位置測位技術の開発は，教員と起業学生の研究活動として取り組まれてきた．きっかけは，2012 年 9 月に
地域の IT 企業である株式会社 E 社（以後，E 社）が開発した BLE（Bluetooth Low Energy）ビーコンの有効活用
について，検討依頼があったことである．その後，研究グループで屋内位置測位に研究領域を定め，3件の特許申
請をした．併せて E社とハードウェア（BLE ビーコン）の開発について，株式会社 D社（以後，D 社）とソフトウ
ェア（屋内ナビゲーション）の開発について共同研究を契約した．こうした中，BlueIPU は，研究グループが開発
した大学所有の知的財産を活用し，屋内位置測位ライブラリを企業へ提供するベンチャーとして，大学に隣接す
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2.8.2. 教員業績概要 


















1) Takeo, Takeno, Mitsumasa Sugawara, Masaaki Ohba: Price Setting Strategies of Small Scale Trader for 




2) 竹野健夫，植竹俊文：かんばんを用いたロス検知における収容数の影響，日本経営工学会 2016 年秋季大会予稿
集，pp.294-295，2015/11 
3) 鳥居勇起，堀川三好，竹野健夫：時間的・空間的分析を取り入れた観光情報配信システムの提案，情報処理学会
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職名： 講師 氏名： 植竹 俊文 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
情報システム基礎論 1/2，統合情報システム学 1，学の世界入門，プロジェクト演習Ⅰ/Ⅱ，情報システム演習 1/2，




















2) 竹野健夫，植竹俊文：かんばんを用いたロス検知における収容数の影響，日本経営工学会 2016 年秋季大会予稿
集，pp.294-295，2015/11 
3) 千葉崇，植竹俊文，堀川三好：スマートグラスと BLE 位置測位を用いた屋内ガイドシステムの提案，日本経営工
学会 2015 年秋季大会予稿集，pp.204-205，2015/11 
4) 千葉崇，植竹俊文，堀川三好：スマートグラスによる行動計測と BLE 位置測位を用いた屋内ガイドシステムの構


































9) Bluetooth を利用した位置測位技術の提案（株式会社 ERi） 
(e) 学会などにおける活動 
1) 日本経営診断学会東北部会事務局(2012 年度-) 
2) 日本経営診断学会東北部会研究発表会 司会１件 
3) 情報文化学会 学会誌 査読 1件 
4) 日本経営工学会全国大会 座長１件 






































































報処理学会第 78 回全国大会予稿集，pp.-, 2016/03 
2) 鳥居勇起，堀川三好，竹野健夫：時間的・空間的分析を取り入れた観光情報配信システムの提案，情報処理学会





1) 鳥居勇起，情報処理学会第 78 回全国大会学生奨励賞，2016/03 







































査読付き学術論文 1 件（/教員）以上，国際会議発表 1 件(/教員)以上，情報システム開発及び現場での実証実験 1
件以上，学生による全国大会・研究会等での発表を１件（/4 年生以上の学生）以上とする． 
(c) 講座構成教員名 
佐々木 淳，高木 正則，山田 敬三 
(d) 研究テーマ 
 情報通信技術（ICT）の地域社会への応用 







職名： 教授 氏名： 佐々木 淳 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 





1) 講義「情報システム構築学 II」におけるネットワーク型学習支援システム “CollabTest”の活用および外部講
師の活用 
2) 講義「情報システム評価特論」における外部講師の活用（システムの信頼性向上方法） 
3) 講座ゼミ夏合宿「卒業研究中間報告会」（岩手県葛巻町 グリーンテージくずまき，8/24－25） 








1) Jun SASAKI, Shizune TAKAHASHI, Li SHUANG, Issei KOMATSU, Keizo YAMADA and Masanori TAKAGI, “Finding 
Target Users Interested in Regional Areas using Online Advertising and Social Network Services”, 
Intelligent Software Methodologies, Tools and Techniques (14th International Conference, SoMeT2015), 
Springer Communications in Computer and Information Science Vol.532, pp.203-215(2015.9)   
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 菅原歩，吉田遼太郎，山田敬三，高木正則，佐々木淳，“生活習慣病改善支援システムの提案”,平成 27 年度電
気関係学会東北支部連合大会，1D07（2015.8） 
2) 高橋靜音，山田敬三，高木正則，佐々木淳，“写真・チェックインデータを用いた旅行者分布特性の可視化”, 平
成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会，1D08(2015.8)  
3) 咲山拓哉，山田敬三，高木正則，佐々木淳, “項目反応理論を用いた意外性のある観光地推薦システムの考察”,
平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会,1D09(2015.8) 
4) 漆原翔也，佐々木淳，山田敬三，高木正則, “グラフィックツールを用いた小学校向けグラフ教材作成環境” ,
平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会,1H02(2015.8)  
5) 村上潤紀，高木正則，山田敬三，佐々木淳, “農地モニタリングシステムにおける欠損データの補完方法の検
討” ,平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会,1H10(2015.8) 
6) 高橋亮，高木正則，佐々木淳，山田敬三, “農業体験学習の授業外学習を促進する観察日記システムの提案” ,
平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会,1H11(2015.8) 
7) 平野竜，高木正則，山田敬三，佐々木淳,“農業ビッグデータを活用した学習教材作成支援システムの提案” ,
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平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会, 1H12(2015.8) 
8) 大信田侑里, 高木正則,山田敬三,佐々木淳,“グループ学習におけるファシリテータ支援システムの評価”，第
40 回教育システム情報学会全国大会,A6-1（2015.9） 
9) 福坂祥基，高木正則，山田敬三，佐々木淳,“問題自動生成機能を利用した作問支援の効果”，第 40 回教育シス
テム情報学会全国大会,C3-2(2015.9) 
10) 井上裕之,高木正則,山田敬三,佐々木淳,“学習者特性に着目した適応型作問学習支援システムの開発と評価”，
第 40 回教育システム情報学会全国大会,E5-2(2015.9) 
11) 佐々木匠,井上裕之,高木正則,山田敬三，佐々木淳,“問題に含まれる誤り発見能力向上のためのアドバイス生成




法の設計”,第 14 回情報科学技術フォーラム(FIT2015),O-060(2015.9) 
14) Jun Sasaki and Yuko Murayama,“ A Study on Medical Support System in Multiple Hospitals for a Large Tsunami 
Disaster”, Workshop on Disaster and Emergency Management, 招待講演（2015.11） 
15) 佐々木淳，“ISCRAMBeyond Early: Decision Support for Improved Typhoon Warning Systems の紹介”，第 5
回災害コミュニケーションシンポジウム，ISCRAM セッション，(2017.12) 
16) Yuko Murayama, Jun Sasaki, Daisuke Nishioka, “Experiences in emergency response at the Great East Japan 
Earthquake and Tsunami”, 49th Hawaii International Conference on System Sciences (HICSS-49),(2016.1)
17) 山田敬三，西野香澄（ケイヒン株式会社），高木正則，佐々木淳, “多人数のための飲食店決定支援システムに
おける嗜好推定手法の提案”, 第 8 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム
(DEIM2016),H3-1(2016.3) 
18) 咲山拓哉，山田敬三，佐々木淳，高木正則,“項目反応理論を用いた観光地分類手法の提案”, 第 8 回データ工
学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM2016),P5-5(2016.3) 
19) 平野竜，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“圃場で撮影された人感センサ検知画像への農作業情報自動付与機能
の開発と評価”，情報処理学会第 78 回全国大会，5N-03（2016.3） 
20) 古川瀬知，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“GPS と歩数計を用いた放牧牛の運動量測定手法の提案”，情報処
理学会第 78 回全国大会，7U-05（2016.3） 
21) 林貴史，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“項目分析結果に基づく作問支援システムの開発”， 情報処理学会
第 78 回全国大会，3ZA-01（2016.3） 
22) 福坂祥基，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“過去問題をリソースとした問題自動生成機能の開発と評価”，情
報処理学会第 78 回全国大会，3ZA-02（2016.3） 
23) 中野有莉，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“学習者の理解度と学習状況に応じた個別指導支援システムの提案”，
情報処理学会第 78 回全国大会，4ZA-05（2016.3） 
24) 澤里耕太郎，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“学習ログの可視化と自己評価・相互評価による振り返り支援シ
ステムの提案”，情報処理学会第 78 回全国大会，4ZA-06（2016.3） 
25) 佐々木匠，井上裕之，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“作問演習における相互評価を支援する誤り発見能力向
上支援システムの開発と評価”，情報処理学会第 78 回全国大会，6ZA-07（2016.3） 
26) 内田祐貴，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“就職活動を意識した目標設定と振り返り支援システム”,情報処




会第 78 回全国大会，3ZD-08（2016.3） 
28) 菅原歩，吉田遼太郎，山田敬三，高木正則，佐々木淳，“生活習慣病予防支援システムの提案”，情報処理学会













1) 高等教育推進会議 メンバー 
2) アイーナキャンパス連絡調整会議 メンバー 
(b) 学部/研究科の委員会 
1) 学部教務部会 部会長 
2) 教務委員会委員長 
3) 研究科専攻主任（基盤情報コース） 








1) 岩手県立病院医療情報化推進委員会 委員（岩手県医療局） 
2) 平成 27 年度 市町村中堅職員能力向上研修 講師（岩手県市町村会，8/31 実施） 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) （株）イグノス 取締役 
(c) 一般教育 
1) アイーナキャンパス事業「IPU 情報システム塾」の企画・開催（塾長） 
(d) 産学連携 
1) 岩手県医療福祉情報化コンソーシアム「ポラーノ広場」副会長兼事務局：総会・記念講演会の開催等(6/18) 
2) 岩手県情報サービス産業協会「第 4回 IISA テクニカルカンファレンス」開催協力（11/25,マリオス） 
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(e) 学会などにおける活動 
1） IEEE 会員（IEEE SMC 会員） 
2） 電子情報通信学会 会員 
3） 情報処理学会 会員 
4） 電気学会 会員 
5） 日本医療情報学会 会員 
6） 社会情報学会 会員 
7） 情報システム学会 会員 
8） 日本福祉介護情報学会 会員 
9） 論文査読：SoMeT 2015（4 編）,IEA/AIE 2016（3 編） 
(f) その他 
1) ふるさと回帰センターにおける相談会に参加し，雫石南畑コテージむら管理センターと TV 会議などを実施した．
（東京都千代田区，12/5） 
2) 災害コミュニケーションシンポジウムに参加した．（12/26，東京電機大学） 



















ての県立病院は岩手県医療局が統括管理している．東日本大震災後の 2011 年 3 月 14 日 における岩手県立病院の被災状
況を表１に示す（岩手県医療局提供資料に基づき佐々木が再整理した）． 表１において，患者を収容可能な病床を有す
る病院を“Main hospital”と示している．“トリアージ数” とは被災現場で患者に付けられたタグで，黒 (B)は死亡, 
赤 (R)は重篤, 黄色 (Y)は重症, 緑(G)は軽症を意味している． “?”は情報が取れなかったことを示す．４つの病院は
大津波によって完全に破壊されたと想定された．しかし，ID=19 の病院は近隣の完全に破壊された病院の多くの患者を
受け入れて支援を行ったため本来の機能がしばらく発揮できない“Functional damaged”（機能不全）という状態であ
ることが分かった．著者は 2 名の医師にヒアリング調査を行ったがその 1 つは“Functional damaged”という状態にあ
2.9 情報システム構築学講座 
98 
った病院（ID=14）の医師，もう 1 つは内陸部にあり被災した病院の支援を行った病院（ID=4）の医師である．表１の 






図１は 2011 年の東日本大震災時における岩手県立病院の状態を図示したものである．○で囲まれた数字は表 1 の病院
ID を示す．ID=15, 18, 20 は完全に破壊された病院 ID=14, 17, 19 は“Functional damaged”の状態にあった病院であ
る．岩手県立病院は大きく２つのグループに分けられる．１つは内陸にある病院，もう１つは沿岸にある病院である．
これら２つのグループは北上山地によって分離されており，深刻なコミュニケーションギャップがある． 







DMAT 数 状況 備考 
1 685 Not used 157 0 Main hospital 
2 0 Not used 5 0 
3 0 Not used 0 0 
4 434 Y:18 78 1 Main hospital Interviewed 
5 68 R:2,Y:4,G:1 0 0 Main hospital 
6 199 Not used 12 1 Main hospital 
7 0 Not used 0 0 
8 351 R:8, Y:1, G:42 80 0 Main hospital 
9 145 Not used 3 0 Main hospital 
10 315 Not used 64 0 Main hospital 
11 393 Not used ? 0 Main hospital 
12 114 
R:4, Y:22, G:26, ?: 
20 
59 0 Main hospital 
Collaboration 
13 81 Not used 0 0 Functional damaged 
14 489 
R:33, Y: 83, G:177, 
B:9 
20 8 Functional damaged Interviewed 
15 70 ? ? ? Completely damaged 
16 0 Not used 0 0 
17 272 R:4, Y:22, G:97 30 7 Functional damaged 
18 60 ? ? ? Completely damaged 
 
19 387 ? ? ? Functional damaged 
 
20 60 ? ? ? Completely damaged 
 
21 342 
R:9, Y:16, G:10, 
B:2 
41 2 Seacoast area 
 
22 289 Not used 40 1 Main hospital 
23 325 Not used 36 0 Main hospital 
24 105 0 5 0 Main hospital 
25 0 0 0 0 
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くための広いスペースや記録するツールが必要である．   
3.2. 患者の輸送  
震災後，日本だけでなく世界中から多くの DMAT (Disaster Medical Assistance Team) が到着した．日本では，すべ




なかった．実は，岩手県医療局でもその災害の期間において 19 チーム（合計 83 名）もの DMAT がヒアリングをした病院
（ID=14）に到着したことを知らなかった．東日本大震災直後には，患者をより設備の整った病院に搬送するため，沿岸
地域の多くの患者が救急車やヘリコプターによって内陸部の病院に輸送された．表 2は 2011 年 3 月 11 日から 3月 31 日
までの間に沿岸地域の病院から内陸部の病院に輸送された患者の数を示す．表 2 から，沿岸地域の 3つの病院（ID = 14, 






表 2 岩手県立病院間の患者輸送数（2011 年 3 月 11 日から 3月 31 日まで，ヒアリング調査をした病院 ID=4 が提供した
資料を基に佐々木が再整理） 
 













とんどは 2011 年 3 月に救急車によって行われていたことがわかる． 
これらの結果から，救急車やヘリコプターによる患者の輸送は災害直後に大量に集中的に行う必要があるといえる．
 




図 3 ヒアリングをした沿岸の病院（ID=13）から内陸部の病院に輸送された患者数の推移 
〈提供された資料を基に佐々木が作成〉 
  
Inland-area  hospital ID 
1 2 4 5 6 8 9 12 23 
Seacoast-are
a hospital ID 
14 3       15 6 3 29   
15 2   4 4           
17 16   68 1 56 17 6     
18                   
19 33 11 5             
20                 6 
Total 54 11 77 5 71 23 9 29 6 
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3.3. 医療・保健支援 
文献[6]によると，東日本大震災において，傷害者は 6,121 人，死者または行方不明者は 19,824 人であり，傷害者の
割合は 0.31 と低い数値であった．これに対し，1995 年の阪神淡路大震災においては，傷害者 43,792 人，死者・行方不
明者 6,437 人，傷害者の割合は 6.8，2004 年のインド洋津波においては，傷害者 8.457 人，死者・行方不明者 8,393 人，
傷害者の割合は 1.01 であった．東日本大震災のように大規模津波災害の場合，直後には多くの死者・行方不明者が出た
ため医療機関としてはなすすべがなかったといえる．  










ぐための長期間的な医療・保健支援が重要であることがわかった．    
 
 

































る緊急医療サービス（Emergency Medical Services：EMS) が提案されている．日本では被災地の患者だけでなく住民の




(a) 今回の患者搬送モデル         (b) 提案するモデル 
図 5 医療・保健支援ネットワークの提案 
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5. まとめ 













[1] Okada Norio, Yoshio Kajitani, Peijun Shi, and Hirokazu Tatano: The 2011 Eastern Japan Great Earthquake 
Disaster: Overview and Comments, Int. J. Disaster Risk Sci.2011, 2 (1):34-42 
[2] Yuko Murayama: Issues in Disaster Communications, Journal of Information Processing, Vol.22, No.4, 
558-565(Oct. 2014) 
[3] Hiroko Wilensky: Twitter as a Navigator for Stranded Commuters during the Great East Japan Earthquake, 
Proceedings of the 11th International ISCRAM Conference-University Park, Pennsylvania, USA, (May 2014) 
[4] Bartel Van De Walle, Murry Turoff, Starr Roxanne Hilts edited: Information System for Emergency Management, 
AMIS, M.E. Sharpe, Inc. ISBN 978-0-7656-2134-4 (2010) 
[5] Emergency Medical Information System (Japanese), URL (Sep. 9, 2015) https://www.wds.emis.go.jp/ 
[6] Akira Fuse and Hiroyuki Yokota: Lessons Learned from the Japan Earthquake and Tunami, 2011, J Nippon Med, 
2012; 79(4) 
[7] Tatsuo Aoki, Yoshihiro Fukumoto, Satoshi Yasuda, Yasuhiko Sakata, Kenta Ito, Jun Takahashi, Satoshi Miyata, 
Ichiro Tsuji, and Hiroaki Shimokawa: The Great East Japan Earthquake Disaster and cardiovascular disease, 
European Heart Journal (2012)33,2796-2803 
[8] Shinsuke Yamada, Masakazu Hanagama, Seiichi Kobayashi, Hikari Satou, Shinsaku Tokuda, Kaijun Niu, Masaru 
Yanai: The impact of the 2011 Great East Japan Earthquake on hospitalization for respiratory disease in a rapidly 
aging society: a retrospective descriptive and cross-sectional study at the disaster base hospital in Ishinomaki, 
BMJ Open 2013;3:e000865.doi:10.1136/bmjopen-2012-000865 
[9] Susumu Ogawa, Mikihito Ishiki, Kazuhiro Nako, Masashi Okamura, Miho Senda, Takuya Sakamoto, Sadayoshi Ito: 
Effects of the Great East Japan Earthquake and huge tsunami on glycaemic control and blood pressure in patients 
with diabetes mellitus, BMJ Open2012;2:e000830.doi:10.1136/ bmjopen-2012-000830 
[10] Takashi Takahashi, Mieko Goto, Haruno Yoshida, Hiroyuki Sumino, Hidenori Matsui: Infectious Disease after 
the 2011 Great East Japan Earthquake, Journal of Experimental and Clinical Medicine, 2012; 4(1):20-23 
[11] Jonathan Leor, W. Kenneth Poole, and Robert A. Kloner: SUDDEN CARDIAC DEATH TRIGGERED BY AN EARTHQUAKE, 
the New England Jounal of Medicine 
[12] Masaru Nohara: Impact of the Great East Japan Earthquake and tsunami on health, medical care and public 
2.9 情報システム構築学講座 
104 
health systems in Iwate Prefecture, Japan, 2011, WPSAR Vol.2, No.4, 2011 
[13] SS-MIX URL (Oct. 2nd, 2015): http://www.ss-mix.org/consE/ 
[14] Benjamin Schooley, Abdulla Murad, Yousef Abed, Thomas Horan: A mHealth System for Patient Handover in 







Journal of Faculty of Software and Information Sience 2015 
 105
 








1) 情報基礎数学Ａ，Ｂ，Ｃで eラーニング教材を活用した反転授業を実践した． 
2) 情報基礎数学Ａ，Ｂ，Ｃで毎回の授業終了時に授業に関する Web アンケート（Google フォームを活用）を行い，
次回授業開始時にアンケート結果に対するフィードバックをした． 
3) 情報基礎数学Ａ，Ｂ，Ｃで毎回の授業終了時に実施する確認テストで 4 点未満（10 点満点）の学生を対象に，
学習支援コーナーで授業後に補習を実施した． 
4) 情報基礎数学Ａ，Ｂ，Ｃで毎回の授業の欠席者にメールを送信し，授業外に学習支援コーナーで補習を実施した．





8) 講座ゼミ夏合宿「卒業研究中間報告会」を開催した．（岩手県葛巻町 ふれあい宿舎 グリーンテージ，2015.8.24
－8.25） 




1) 大学 e ラーニング協議会・日本リメディアル教育学会（監修），大学における e ラーニング活用実践集：大学に





理学会情報教育シンポジウム 2015 論文集，pp.95-98，2015.8（最優秀デモポスター賞） 
2) 井上裕之，高木正則：適応型作問学習支援システムによる学習効果の分析，情報処理学会情報教育シンポジウム
2015 論文集，pp.157-164，2015.8 
3) Jun SASAKI, Shizune TAKAHASHI, Li SHUANG, Issei KOMATSU, Keizo YAMADA and Masanori TAKAGI: Finding Target 
Users Interested in Regional Areas using Online Advertising and Social Network Services, Intelligent 
Software Methodologies, Tools and Techniques (14th International Conference, SoMeT2015), Springer 







3) 菅原歩, 吉田遼太郎, 山田敬三, 高木正則, 佐々木淳：生活習慣病改善支援システムの提案，平成 27 年度電気
関係学会東北支部連合大会講演論文集，1D07，2015.8 
4) 高橋靜音, 山田敬三, 高木正則, 佐々木淳：写真・チェックインデータを用いた旅行者分布特性の可視化，平成
27 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集，1D08，2015.8 
5) 咲山拓哉, 山田敬三, 高木正則, 佐々木淳：項目反応理論を用いた意外性のある観光地推薦システムの考察，平
成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集，1D09，2015.8 
6) 漆原翔也, 佐々木淳, 山田敬三, 高木正則：グラフィックツールを用いた小学校向けグラフ教材作成環境，平成
27 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集，1H02，2015.8 
7) 村上潤紀, 高木正則, 山田敬三, 佐々木淳：農地モニタリングシステムにおける欠損データの補完方法の検討，
平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集，1H10，2015.8 





会第 40 回全国大会講演論文集，pp.171-172，2015.9 
11) 林貴史，高木正則，山田敬三，佐々木淳：テスト理論に基づいた作問アドバイス生成システムの開発，教育シス
テム情報学会第 40 回全国大会講演論文集，pp.195-196，2015.9 
12) 井上裕之，高木正則，山田敬三，佐々木淳：学習者特性に着目した適応型作問学習支援システムの開発と評価，
教育システム情報学会第 40 回全国大会講演論文集，pp.349-350，2015.9 
13) 大信田侑里，高木正則，山田敬三，佐々木淳：グループ学習におけるファシリテータ支援システムの評価，教育
システム情報学会第 40 回全国大会講演論文集，pp.365-366，2015.9 
14) 佐々木匠，井上裕之，高木正則，山田敬三，佐々木淳：問題に含まれる誤り発見能力向上のためのアドバイス生
成機能の提案，教育システム情報学会第 40 回全国大会講演論文集，pp.389-390，2015.9 
15) 山田敬三・高木正則・佐々木淳・星遼平,遺伝的アルゴリズムを用いた短角牛の種牛割り当て支援手法の設計”,








開発と評価，情報処理学会第 78 回全国大会講演論文集，pp.267-268，2016.3 
20) 古川瀬知，高木正則，山田敬三，佐々木淳：GPS を用いた放牧牛の運動量測定手法の検討，情報処理学会第 78
回全国大会講演論文集，pp.441-442，2016.3 
21) 林貴史，高木正則，山田敬三，佐々木淳，項目分析結果に基づく作問支援システムの開発，情報処理学会第 78




理学会第 78 回全国大会講演論文集，pp.633-634, 2016.3 
23) 大信田侑里，高木正則，河合直樹，鈴木雅実，木村寛明：発話情報を用いたグループ学習における貢献度推定手
法の評価，情報処理学会第 78 回全国大会講演論文集，pp.651-652，2016.3 
24) 工藤瑞己，高木正則，張諾，鈴木雅実，木村寛明：グループ学習時の映像分析に基づく協調学習者間の特徴行動
の抽出，情報処理学会第 78 回全国大会講演論文集，pp.653-654，2016.3 
25) 中野有莉，高木正則，山田敬三，佐々木淳：学習者の理解度と学習状況に応じた個別指導支援システムの提案，
情報処理学会第 78 回全国大会講演論文集，pp.657-658，2016.3 
26) 澤里耕太郎，高木正則，山田敬三，佐々木淳：学習ログの可視化と自己評価・相互評価による振り返り支援シス
テムの提案，情報処理学会第 78 回全国大会講演論文集，pp.659-670，2016.3 
27) 佐々木匠，井上裕之，高木正則，山田敬三，佐々木淳：作問演習における相互評価を支援する誤り発見能力向上
支援システムの開発と評価，情報処理学会第 78 回全国大会講演論文集，pp.693-694，2016.3 
28) 内田祐貴，高木正則，山田敬三，佐々木淳：就職活動を意識した目標設定と振り返り支援システム，情報処理学
会第 78 回全国大会講演論文集，pp.707-708，2016.3 
29) 高橋靜音，佐々木淳，高木正則，山田敬三：写真・チェックインデータを用いた旅行者分析手法の評価，情報処
理学会第 78 回全国大会講演論文集，pp.983-984，2016.3 
30) 菅原歩，吉田遼太郎，山田敬三，高木正則，佐々木淳：生活習慣病予防支援システムの提案，情報処理学会第
78 回全国大会講演論文集，pp.993-994，2016.3 
31) 市川 尚，高木正則：e ラーニングを活用したリメディアル教育の実践，大学 e ラーニング協議会総会・フォー
ラム 2015 概要集，pp.12-13，2016.3 
(e) 研究費の獲得 
1) 平成 27 年度いわてものづくり・ソフトウェア融合テクノロジーセンター研究費，「農業ビッグデータを活用した
学習教材作成支援システムの研究開発」，1,500,000 円，研究代表者 





究代表者 村山優子），2,500,000 円（プロジェクト全体），研究分担者 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 





















1) アイーナキャンパス事業「IPU 情報システム塾」の企画・運営 
(d) 産学連携 
1) スマートフォンを利用した反転学習に関する研究（KDDI 研究所との共同研究） 
2) もりおか検定 Web クイズシステムの開発と運用（盛岡商工会議所） 
3) リンゴの生育観察支援システムの開発と活用（岩手県紫波町役場，紫波町立赤沢小学校） 
(e) 学会などにおける活動 
1) 情報処理学会コンピュータと教育研究会 幹事 
2) 教育システム情報学会第 40 回全国大会 大会委員会 幹事（大会運営企業担当） 
3) 教育システム情報学会第 40 回全国大会 奨励賞審査委員 
4) e ラーニング協議会 幹事（監査担当） 
5) 情報処理学会情報教育シンポジウム（SSS2015） プログラム委員会 副委員長 
6) 情報処理学会情報教育シンポジウム（SSS2015） 査読（5編） 
7) 情報処理学会情報教育シンポジウム（SSS2015） セッション 4（情報教育） 座長 
8) 電気関係学会平成 27 年度東北支部大会 実行委員会 委員 
9) IEEE International Conference on System Science and Engineering, Session Chair(System Planning(1), 
Energy Saving Systems(1), and System Management in Disastrous Hazard Environment(1)) 
10) The 2015 4th ICT International Student Project Conference(ICT-ISPC 2015), Technical Program Committee 
Member (Reviewed One Paper) 
11) 2nd International KES Conference on Smart Education and E-Learning(KES-SEEL-15), International Program 
Committee Member 
12) 情報処理学会コンピュータと教育研究会第 130 回研究発表会 現地委員 
13) 情報処理学会コンピュータと教育研究会第 130 回研究発表会 招待講演 司会進行 
14) 情報処理学会コンピュータと教育研究会第 131 回研究発表会 一般セッション（5） 座長 
15) 情報処理学会コンピュータと教育研究会第 133 回研究発表会 一般セッション（1） 座長 
16) 教育システム情報学会 2015 年度第 4回研究会 会場担当 
17) 電子情報通信学会論文誌 査読（2編） 
18) 教育システム情報学会論文誌（英文誌） 査読（1編） 
19) 情報処理学会論文誌（英文） 査読（1編） 
(f) その他 
該当なし 




1． 数学プレイスメント・テストの開発と CBT でのテスト実施 





目を先行して 1 年次に履修できるようになる．合格しなかった学生は 1 年次に数学系基礎科目（3 科目の一部また
は全て）を履修する．表 1 に数学プレイスメント・テストの概要を示す．  
表 1 数学プレイスメント・テストの概要 
テスト対象科目 出題数 時間 出題範囲 合格基準 上位科目
情報基礎数学 A 30 問 40 分 正負の数，比例と反比例，平面図形，連立方程式，2次方程
式，三角関数，指数関数，2次関数，数列 
70 点以上 解析学
情報基礎数学 B 20 問 40 分 場合の数，順列，組合せ，確率 65 点以上 統計学
情報基礎数学 C 20 問 40 分 命題と証明，集合と論理，ベクトル 70 点以上 線形代数
 数学プレイスメント・テストは PC のディスプレイ
に表示される問題の答えを入力することで行う CBT









数学プレイスメント・テストは毎年入学式の前日に実施される．教室は PC が 96 台設置されているパソコン教室
2部屋を利用している．各教室には試験監督として教員がそれぞれ 2名配置され，学生には計算用紙が配布される．











図 1 テスト開始画面 
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表 2 平成 25 年度から平成 28 年度までの数学プレイスメント・テストの結果 
 
2． 数学リメディアル教育の実践[1] 
 数学プレイスメント・テスト不合格者を対象とした数学リメディアル教育科目「情報基礎数学 A～C」を平成 25
年度から開講した．情報基礎数学の科目概要を表 3に示す．各科目は全 15 回の授業で構成され，第 15 回目の授業
時に期末試験を実施する．期末試験の結果，情報基礎数学の単位を取得できなかった学生は夏休みや春休みに実施
される集中講義を履修して単位取得を目指すことになる．  
表 3 情報基礎数学の科目概要 
科目名 学習範囲 上位科目 開講時期 教員数 TA 数 
履修者数 
H25 H26 H27 
情報基礎数学 A 三角関数，指数・対数関数，
数列，極限，微分，積分 
解析学 1 年前期 2 名 8 名 74 名 70 名 64 名 
情報基礎数学 B 場合の数，順列，組合せ，確
率，基本的な統計量 
統計学 1 年後期 2 名 8 名 78 名 87 名 71 名 
情報基礎数学 C 集合と論理，ベクトル，行列 線形代数 1 年前期 2 名 8 名 75 名 88 名 60 名 
各回の授業では，共通基盤教育システム「CIST-Solomon」を活用し，学生は eラーニング教材を活用して学習す
る．eラーニング教材を活用した情報基礎数学の授業方法として，以下の 3つの授業方法を考案した．  
(1) 授業中に eラーニング教材で自学自習する方法（eラーニング） 
(2) 授業前に eラーニング教材で予習する方法（反転授業） 
(3) 作問演習と個人面談を取り入れた方法（作問/面談） 
 平成 25 年度から平成 27 年度までの授業実践の概要を表 4 に示す．また，第 15 回授業時に実施した期末試験の
結果を表 5に示す． 
表 4 授業実践の概要 
科目 年度 
授業方法 
e ラーニング 反転授業 作問/面談 その他 
情報基礎数学 A 
H25 14 回 0 回 0 回 0 回 
H26 1 回 11 回 1 回 1 回 
H27 1 回 11 回 1 回 1 回 
情報基礎数学 B 
H25 0 回 9 回 4 回 1 回 
H26 0 回 9 回 4 回 1 回 
H27 0 回 9 回 4 回 1 回 
情報基礎数学 C 
H25 10 回 0 回 3 回 1 回 
H26 1 回 8 回 3 回 2 回 
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表 5 期末試験の結果 
科目 年度 試験 最高点 最低点 平均点 標準偏差 
情報基礎数学 A 
H25 
プレ 67 0 51.0 17.2 
期末 100 25 81.7 17.4 
H26 
プレ 67 0 53.6 15.8 
期末 100 40 79.1 15.9 
H27 
プレ 67 23 57.3 10.7 
期末 100 30 79.8 15.7 
情報基礎数学 B 
H25 
プレ 60 0 38.4 16.6 
期末 100 35 73.6 14.6 
H26 
プレ 60 0 39.0 16.1 
期末 100 35 73.2 13.6 
H27 
プレ 60 5 42.4 14.0 
期末 100 45 71.5 13.3 
情報基礎数学 C 
H25 
プレ 65 10 46.1 15.3 
期末 100 35 81.5 14.5 
H26 
プレ 65 5 45.4 16.3 
期末 100 55 82.6 10.5 
H27 
プレ 65 10 45.5 16.4 
期末 100 30 75.0 16.2 
 期末試験は各科目 20 問出題され，試験時間は 60 分であった．いずれの科目も数学プレイスメント・テストの平
均点よりも期末試験の平均点のほうが約 30 点向上した．情報基礎数学 A では，e ラーニングで自学自習した平成
25 年度よりも反転授業を実践した平成 26 年度，27 年度のほうが，最低点が高くなり，標準偏差が小さくなった．
情報基礎数学 B では，平成 25 年度，26 年度ともにほぼ同様に授業を実施したため，プレイスメント・テストと期
末試験の結果に大きな違いは見られなかった．情報基礎数学 Cでは，e ラーニングで自学自習した平成 25 年度に比
べ反転授業を実践した平成 26 年度のほうが期末試験の平均点が高く，標準偏差が小さくなった．しかし，平成 26
年度と同様に反転授業を実践した平成 27 年度の期末試験の結果は平成 25 年度の結果よりも平均点が下がり，標準
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5) 村上潤紀，高木正則，山田敬三，佐々木淳, “農地モニタリングシステムにおける欠損データの補完方法の検討” ,
平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会,1H10(2015.8) 
6) 高橋亮，高木正則，佐々木淳，山田敬三, “農業体験学習の授業外学習を促進する観察日記システムの提案” ,
平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会,1H11(2015.8) 
7) 平野竜，高木正則，山田敬三，佐々木淳,“農業ビッグデータを活用した学習教材作成支援システムの提案” ,
平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会, 1H12(2015.8) 
8) 大信田侑里, 高木正則,山田敬三,佐々木淳,“グループ学習におけるファシリテータ支援システムの評価”，第
40 回教育システム情報学会全国大会,A6-1（2015.9） 
9) 福坂祥基，高木正則，山田敬三，佐々木淳,“問題自動生成機能を利用した作問支援の効果”，第 40 回教育シス




第 40 回教育システム情報学会全国大会,E5-2(2015.9) 
11) 佐々木匠,井上裕之,高木正則,山田敬三，佐々木淳,“問題に含まれる誤り発見能力向上のためのアドバイス生成




法の設計”,第 14 回情報科学技術フォーラム(FIT2015),O-060(2015.9) 
14) 山田敬三，西野香澄（ケイヒン株式会社），高木正則，佐々木淳, “多人数のための飲食店決定支援システムに
おける嗜好推定手法の提案” , 第 8 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム
(DEIM2016),H3-1(2016.3) 
15) 咲山拓哉，山田敬三，佐々木淳，高木正則,“項目反応理論を用いた観光地分類手法の提案”, 第 8 回データ工
学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM2016),P5-5(2016.3) 
16) 平野竜，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“圃場で撮影された人感センサ検知画像への農作業情報自動付与機能
の開発と評価”，情報処理学会第 78 回全国大会，5N-03（2016.3） 
17) 古川瀬知，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“GPS と歩数計を用いた放牧牛の運動量測定手法の提案”，情報処理




処理学会第 78 回全国大会，3ZA-02（2016.3） 
20) 中野有莉，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“学習者の理解度と学習状況に応じた個別指導支援システムの提案”，
情報処理学会第 78 回全国大会，4ZA-05（2016.3） 
21) 澤里耕太郎，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“学習ログの可視化と自己評価・相互評価による振り返り支援シ
ステムの提案”，情報処理学会第 78 回全国大会，4ZA-06（2016.3） 
22) 佐々木匠，井上裕之，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“作問演習における相互評価を支援する誤り発見能力向
上支援システムの開発と評価”，情報処理学会第 78 回全国大会，6ZA-07（2016.3） 
23) 内田祐貴，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“就職活動を意識した目標設定と振り返り支援システム”,情報処理
学会第 78 回全国大会，7ZA-05（2016.3） 
24) 高橋靜音，佐々木淳，高木正則，山田敬三，“SNS データを用いた観光エリア特性表示システム”，情報処理学会



























1) アイーナキャンパス事業「IPU 情報システム塾」の企画・運営 
(d) 産学連携 
1) いわて短角牛の放牧計画支援システムの開発（岩手県農業研究センター 畜産研究所） 
(e) 学会などにおける活動 
1) The 28th International Conference on Industrial, Engineering & Other Applications of Applied Intelligent 
Systems(IEA/AIE2016)，査読 2編 
2) 電子情報通信学会 会員 
3) 情報処理学会 会員 
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期分散環境での相互評価を入学前教育に導入し，実践結果からその効果を評価する． 














































理学会情報教育シンポジウム 2015 論文集，pp.95-98，2015.8 
2) 井上裕之，高木正則：適応型作問学習支援システムによる学習効果の分析，情報処理学会情報教育シンポジウム
2015 論文集，pp.157-164，2015.8 
3) 菅原歩, 吉田遼太郎, 山田敬三, 高木正則, 佐々木淳：生活習慣病改善支援システムの提案，平成 27 年度電気
関係学会東北支部連合大会講演論文集，1D07，2015.8 
4) 高橋靜音, 山田敬三, 高木正則, 佐々木淳：写真・チェックインデータを用いた旅行者分布特性の可視化，平成
27 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集，1D08，2015.8 
5) 咲山拓哉, 山田敬三, 高木正則, 佐々木淳：項目反応理論を用いた意外性のある観光地推薦システムの考察，平
成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集，1D09，2015.8 
6) 漆原翔也, 佐々木淳, 山田敬三, 高木正則：グラフィックツールを用いた小学校向けグラフ教材作成環境，平成
27 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集，1H02，2015.8 
7) 村上潤紀, 高木正則, 山田敬三, 佐々木淳：農地モニタリングシステムにおける欠損データの補完方法の検討，
平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集，1H10，2015.8 





会第 40 回全国大会講演論文集，pp.171-172，2015.9 
11) 林貴史，高木正則，山田敬三，佐々木淳：テスト理論に基づいた作問アドバイス生成システムの開発，教育シス
テム情報学会第 40 回全国大会講演論文集，pp.195-196，2015.9 
12) 井上裕之，高木正則，山田敬三，佐々木淳：学習者特性に着目した適応型作問学習支援システムの開発と評価，
教育システム情報学会第 40 回全国大会講演論文集，pp.349-350，2015.9 
13) 大信田侑里，高木正則，山田敬三，佐々木淳：グループ学習におけるファシリテータ支援システムの評価，教育
システム情報学会第 40 回全国大会講演論文集，pp.365-366，2015.9 
14) 佐々木匠，井上裕之，高木正則，山田敬三，佐々木淳：問題に含まれる誤り発見能力向上のためのアドバイス生




開発と評価，情報処理学会第 78 回全国大会講演論文集，pp.267-268，2016.3 
17) 古川瀬知，高木正則，山田敬三，佐々木淳：GPS を用いた放牧牛の運動量測定手法の検討，情報処理学会第 78
回全国大会講演論文集，pp.441-442，2016.3 
18) 林貴史，高木正則，山田敬三，佐々木淳，項目分析結果に基づく作問支援システムの開発，情報処理学会第 78




理学会第 78 回全国大会講演論文集，pp.633-634, 2016.3 
20) 大信田侑里，高木正則，河合直樹，鈴木雅実，木村寛明：発話情報を用いたグループ学習における貢献度推定手
法の評価，情報処理学会第 78 回全国大会講演論文集，pp.651-652，2016.3 
21) 工藤瑞己，高木正則，張諾，鈴木雅実，木村寛明：グループ学習時の映像分析に基づく協調学習者間の特徴行動
の抽出，情報処理学会第 78 回全国大会講演論文集，pp.653-654，2016.3 
22) 中野有莉，高木正則，山田敬三，佐々木淳：学習者の理解度と学習状況に応じた個別指導支援システムの提案，
情報処理学会第 78 回全国大会講演論文集，pp.657-658，2016.3 
23) 澤里耕太郎，高木正則，山田敬三，佐々木淳：学習ログの可視化と自己評価・相互評価による振り返り支援シス
テムの提案，情報処理学会第 78 回全国大会講演論文集，pp.659-670，2016.3 
24) 佐々木匠，井上裕之，高木正則，山田敬三，佐々木淳：情報処理学会第 78 回全国大会講演論文集，pp.693-694，
2016.3 
25) 内田祐貴，高木正則，山田敬三，佐々木淳：就職活動を意識した目標設定と振り返り支援システム，情報処理学
会第 78 回全国大会講演論文集，pp.707-708，2016.3 
26) 高橋靜音，佐々木淳，高木正則，山田敬三：写真・チェックインデータを用いた旅行者分析手法の評価，情報処











ン，9/13 啄木ふるさとマラソン，11/1 スポニチ前沢マラソン） 




































職名： 教授 氏名： 渡邊 慶和 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
社会と情報，情報システム基礎論 II，戦略情報システム学，情報システム演習 I/II，情報システムゼミ A/B，卒業
研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 















の開発，”情報処理学会 第 78 回全国大会，1ZD-09，2016 年 3 月． 
2) 佐藤祐太，渡邊慶和，南野謙一，後藤裕介，“ある地域におけるガソリンスタンドの広告宣伝支援システムの開
発研究，”経営情報学会 2015 年秋季全国研究発表大会，ポスターセッション K1-15，2015 年 11 月． 
3) 佐藤竜一，渡邊慶和，後藤裕介，南野謙一，“情報システムを活用したブラックバイト対策支援，” 経営情報学
会 2015 年秋季全国研究発表大会，ポスターセッション K1-16，2015 年 11 月． 
4) 田屋祥平，渡邊慶和，後藤裕介，南野謙一，“スキー場利用客の類別化と ICT サービス提供の可能性，” 経営情
報学会 2015 年秋季全国研究発表大会，ポスターセッション K1-17， 2015 年 11 月． 
5) 後藤裕介，葛巻沙文，藤原雄太，中原歌織，南野謙一，渡邊慶和，“発表意欲向上と発表への自己認識修正の観
点による表現力の学習支援システムの検討，”日本教育工学会研究報告集 JSET15-4，pp.43-48，2015 年 10 月．
6) 後藤裕介，佐々木康平，南野謙一，渡邊慶和，“自身の価値観を考慮する情報サービス産業人材のキャリア学習
ゲーム，” 計測自動制御学会 システム・情報部門 第 9 回社会システム部会研究会，ポスターセッション，2015
年 8 月． 
7) 高橋義明，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“震災復興過程の CFW プログラムの効果に地域特性が及ぼす影響の
分析，” 計測自動制御学会 システム・情報部門 第 9 回社会システム部会研究会，ポスターセッション，2015
年 8 月． 
8) 佐々木優太，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“全国版水稲早期警戒情報伝達システムの開発，”平成 27 年度電
気関係学会東北支部連合大会，2015 年 8 月． 
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9) 渋谷凪沙，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“全国版早期警戒・栽培支援のためのポータルシステムの開発” 平
成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会，2015 年 8 月． 
10) 後藤裕介，千田健太，南野謙一，渡邊慶和，“震災復興過程の CFW プログラム経験則の成立条件分析，”2015 年
度人工知能学会全国大会，2G4-OS-25a-5，2015 年 5 月． 
11) 後藤裕介，安藤健人，南野謙一，渡邊慶和，“仮設住宅支援員事業の ICT スキル学習における e-learning の効果





























2) 経営情報学会 情報システム研究方法論研究部会主査 
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職名： 准教授 氏名： 後藤裕介 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
基礎教養入門，キャリアデザイン I，キャリアデザイン II，情報システム基礎論 I，起業論，情報システム演習 I/II，
情報システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
組織システム分析特論 I，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
基礎教養入門，キャリアデザイン Iにおける外部企業との連携教育の企画・運営を行った．キャリアデザイン TF と









1) Y. Goto, K. Sasaki, K. Minamino, Y. Watanabe, “Career Learning Game in the IT Service Industry Considering 
Players’ Values,” The 46th Conference of International Simulation and Gaming Association (ISAGA 2015), 
Poster Session, pp.6-P-126-127, 2015(July)  
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 市川尚，後藤裕介，松田浩一，羽倉淳，大根田秀雄，上野新滋，“ソフトウェア情報学的アプローチによる問題
解決方法を学ぶキャリア科目の試み，” 計測自動制御学会 システム・情報部門 第 10 回社会システム部会研究
会，ポスターセッション，2016 年 3 月． 
2) 佐々木優太，渋谷凪沙，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“全国版水稲早期警戒・栽培支援システム AMATERAS
の開発，”情報処理学会 第 78 回全国大会，1ZD-09，2016 年 3 月． 
3) 佐藤祐太，渡邊慶和，南野謙一，後藤裕介，“ある地域におけるガソリンスタンドの広告宣伝支援システムの開
発研究，”経営情報学会 2015 年秋季全国研究発表大会，ポスターセッション K1-15，2015 年 11 月． 
4) 佐藤竜一，渡邊慶和，後藤裕介，南野謙一，“情報システムを活用したブラックバイト対策支援，” 経営情報学
会 2015 年秋季全国研究発表大会，ポスターセッション K1-16，2015 年 11 月． 
5) 田屋祥平，渡邊慶和，後藤裕介，南野謙一，“スキー場利用客の類別化と ICT サービス提供の可能性，” 経営情
報学会 2015 年秋季全国研究発表大会，ポスターセッション K1-17， 2015 年 11 月． 
6) 後藤裕介，葛巻沙文，藤原雄太，中原歌織，南野謙一，渡邊慶和，“発表意欲向上と発表への自己認識修正の観
点による表現力の学習支援システムの検討，”日本教育工学会研究報告集 JSET15-4，pp.43-48，2015 年 10 月．
7) 後藤裕介，佐々木康平，南野謙一，渡邊慶和，“自身の価値観を考慮する情報サービス産業人材のキャリア学習
ゲーム，” 計測自動制御学会 システム・情報部門 第 9 回社会システム部会研究会，ポスターセッション，2015




8) 高橋義明，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“震災復興過程の CFW プログラムの効果に地域特性が及ぼす影響の
分析，” 計測自動制御学会 システム・情報部門 第 9 回社会システム部会研究会，ポスターセッション，2015
年 8 月． 
9) 佐々木優太，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“全国版水稲早期警戒情報伝達システムの開発，”平成 27 年度電
気関係学会東北支部連合大会，2015 年 8 月． 
10) 渋谷凪沙，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“全国版早期警戒・栽培支援のためのポータルシステムの開発” 平
成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会，2015 年 8 月． 
11) 後藤裕介，千田健太，南野謙一，渡邊慶和，“震災復興過程の CFW プログラム経験則の成立条件分析，”2015 年
度人工知能学会全国大会，2G4-OS-25a-5，2015 年 5 月． 
12) 後藤裕介，安藤健人，南野謙一，渡邊慶和，“仮設住宅支援員事業の ICT スキル学習における e-learning の効果
分析，”日本経営工学会 2015 年春季大会，pp.6-7，2015 年 5 月． 
13) Y. Murayama, J. Sasaki, D. Nishioka, M. Takagi, Y. Goto, S. Usami, S. Inoue, and S. Iwata, “Survey on 
How People Reacted for Emergency Response at the Great East Japan Earthquake and Tsunami,” The 12th 
International Conference on Information Systems for Crisis Response and Management, Poster Session, 
Kristiansand, 2015(May) 
(e) 研究費の獲得 
1) 科学研究費補助金 若手研究（B）「応急仮設住宅団地における有効なキャッシュ・フォー・ワークの研究」 
研究代表者 直接経費 500,000 円 
2) 公益財団法人 科学技術融合振興財団 調査研究助成「自身の価値観と能力を考慮した情報サービス産業人材の
キャリア学習ゲームの研究」 研究代表者 助成金額 220,000 円 
3) 岩手県立大学 東日本大震災津波からの復興加速化プロジェクト研究「東日本大震災に学ぶ岩手県内における津
波防災情報処理システムの構築」 研究実施者 総額 5,000,000 円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) 受賞：平成27年度経営科学系研究部会連合協議会 データ解析コンペティション データ2部門優秀賞（selection 
rate:3%, 上位 4/118），チーム「ブラックサンド＋」“商品のローテーションクラスタリングに基づくエージェ
ントベースシミュレーション，”2016 年 3 月． 
2) 受賞：平成27年度データ解析コンペティション 日本経営工学会経営情報部門 データ2部門最優秀賞（selection 
rate:8%, 1/12），チーム「ブラックサンド＋」“商品のローテーションクラスタリングに基づくエージェントベ
ースシミュレーション，”2016 年 3 月． 
3) 解説：後藤裕介，“エージェントベース・シミュレーション研究の動向，”経営システム，Vol.25，No.4，pp.223-228，
2016 年 1 月． 
4) 報道：盛岡タイムス 2016 年 2 月 5 日(金)7 面「課題解決にシステム提案 県立大ソフトウェア情報学部 国体機
運へ応用も」プロジェクト演習報道（TF として企画・運営） 
5) 報道：岩手日報 2016 年 2 月 4 日(木) 29 面「学生考案盛り上げ策 県立大発表会」プロジェクト演習報道（TF
として企画・運営） 























1) 大船渡市越喜来地区住民を対象としたタブレット PC 教室の開催（全 5回） 
2) 水沢高校 SSH「サイエンス・アクセス」講師（震災復興の様子をコンピュータで予想しよう！） 
(d) 産学連携 
1) FUJITSU ユニバーシティとのキャリアデザイン Iにおける産学連携教育 
2) 早稲田大学 理工学研究所「次世代 e-learning に関する研究」招聘研究員 
3) 早稲田大学 プロジェクト研究所（社会シミュレーション研究所） 招聘研究員 
(e) 学会などにおける活動 
1) 招待講演：後藤裕介，“被災地の課題解決と e-learning，”言語文化教育学会 2015 年度定例シンポジウム
「e-learning の現状とこれから」， 2015 年 7 月． 
2) 学会運営：経営情報学会，理事（総務），〜2015 年 6 月 
3) 学会運営：経営情報学会，電子選挙 TF，〜2016 年 3 月 
4) 国際会議運営：SICE Annual Conference 2015, Area Editor 
5) 国際会議運営：The 9th International Workshop on Agent-based Approach in Economic and Social Complex 
Systems, 2015, Program Committee Member 
6) 国際会議運営：The 9th International Workshop on Agent-based Approach in Economic and Social Complex 
Systems, 2015, Organizing Committee Member 
7) 研究部会：日本経営工学会 ICT を用いた教育・学習とその地域社会への貢献研究プロジェクト， 主査 
8) 研究部会：計測自動制御学会 システム・情報部門 社会システム部会，幹事 
9) 研究部会：人工知能学会 経営課題に AI を！ビジネス・インフォマティクス研究会，幹事 
10) 研究部会：経営情報学会 ICT と教育研究部会，幹事 
11) 研究会運営：人工知能学会 SIG-BI 第 4 回研究会，2016 年 3 月，実行委員長 





13) 研究会運営：計測自動制御学会 システム・情報部門 第 9回社会システム部会研究会，2015 年 8 月，実行委員
14) セッション運営：第 29 回人工知能学会全国大会 オーガナイズドセッション「経営課題に AI を！」オーガナイ
ザ 
15) 座長：計測自動制御学会 システム・情報部門 第 10 回社会システム部会研究会，2016 年，セッション座長 
16) 査読：システム制御情報学会，1本 
17) 査読：The 9th International Workshop on Agent-based Approach in Economic and Social Complex Systems：
4 本 
(f) その他 
1) 撮影協力：岩手日報 2016 年 3 月 1 日(火)18 面「みんなのチカラで！希望郷いわて国体・大会盛り上げシリー




平成 27 年度経営科学系研究部会連合協議会 データ解析コンペティションにおいて，複数チェーンを対象とした
ID-POS データを利用して，特定店舗において導入されていない新商品の導入効果を予想するシミュレーションを行
った．全体の成果発表において，参加 118 チームの上位 4チームに選ばれた． 
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職名： 講師 氏名： 南野謙一 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
離散数学，戦略情報システム学，学の世界入門，プロジェクト演習 I/II，情報システム演習 B/C， 
情報システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
組織システム分析特論 II，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III，ソフトウェア情報学研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 











の開発，”情報処理学会 第 78 回全国大会，1ZD-09，2016 年 3 月． 
2) 佐藤祐太，渡邊慶和，南野謙一，後藤裕介，“ある地域におけるガソリンスタンドの広告宣伝支援システムの開
発研究，”経営情報学会 2015 年秋季全国研究発表大会，ポスターセッション K1-15，2015 年 11 月． 
3) 佐藤竜一，渡邊慶和，後藤裕介，南野謙一，“情報システムを活用したブラックバイト対策支援，” 経営情報学
会 2015 年秋季全国研究発表大会，ポスターセッション K1-16，2015 年 11 月． 
4) 田屋祥平，渡邊慶和，後藤裕介，南野謙一，“スキー場利用客の類別化と ICT サービス提供の可能性，” 経営情
報学会 2015 年秋季全国研究発表大会，ポスターセッション K1-17， 2015 年 11 月． 
5) 後藤裕介，葛巻沙文，藤原雄太，中原歌織，南野謙一，渡邊慶和，“発表意欲向上と発表への自己認識修正の観
点による表現力の学習支援システムの検討，”日本教育工学会研究報告集 JSET15-4，pp.43-48，2015 年 10 月．
6) 後藤裕介，佐々木康平，南野謙一，渡邊慶和，“自身の価値観を考慮する情報サービス産業人材のキャリア学習
ゲーム，” 計測自動制御学会 システム・情報部門 第 9 回社会システム部会研究会，ポスターセッション，2015
年 8 月． 
7) 高橋義明，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“震災復興過程の CFW プログラムの効果に地域特性が及ぼす影響の
分析，” 計測自動制御学会 システム・情報部門 第 9 回社会システム部会研究会，ポスターセッション，2015
年 8 月． 
8) 佐々木優太，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“全国版水稲早期警戒情報伝達システムの開発，”平成 27 年度電
気関係学会東北支部連合大会，2015 年 8 月． 
9) 渋谷凪沙，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“全国版早期警戒・栽培支援のためのポータルシステムの開発” 平
成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会，2015 年 8 月． 
10) 後藤裕介，千田健太，南野謙一，渡邊慶和，“震災復興過程の CFW プログラム経験則の成立条件分析，”2015 年
2.10 組織情報システム学講座 
130 
度人工知能学会全国大会，2G4-OS-25a-5，2015 年 5 月． 
11) 後藤裕介，安藤健人，南野謙一，渡邊慶和，“仮設住宅支援員事業の ICT スキル学習における e-learning の効果
分析，”日本経営工学会 2015 年春季大会，pp.6-7，2015 年 5 月． 
(e) 研究費の獲得 
1) 平成２６年度農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業 実用技術開発ステージ 研究題目「変動気象に対応可
能な水稲高温障害早期警戒・栽培支援システムの開発」（研究代表者：中央農業総合研究センター・渡邊朋也），
2016 年度（再委託：南野）：5,700,000 円 
2) 平成 26 年度攻めの農林水産業の実現に向けた革新的技術緊急展開事業「東北日本海側多雪地域における畜産と
の地域内連携を特徴とした低コスト大規模水田輪作体系の実証」（研究代表者：東北農業研究センター・持田秀


















































(a) GoogleMap 利用等による気象情報に基づく栽培管理技術 




応するために，生育モデルタイプ（パラメトリック DVR 法，ノンパラメトリック DVR 法，有効積算気温法）の雛型
を選び，それにパラメータを設定することで追加できるようにした（各県の生育モデルには，直播栽培（乾田直播
栽培，湛水直播栽培）と移植栽培があり，それぞれにパラメトリック DVR 法，ノンパラメトリック DVR 法，有効積
算気温法の 3 通りが存在する）． 
(b) 気象情報に基づく無人ヘリによる適期防除と減農薬栽培 













































































地域特性が CFW プログラム効果に与える影響のシミュレーション分析 
キャッシュ・フォー・ワーク(CFW)プログラムの設計において明らかになっている経験則に対し













































の開発，”情報処理学会 第 78 回全国大会，1ZD-09，神奈川，2016 年 3 月． 
2) 佐藤祐太，渡邊慶和，南野謙一，後藤裕介，“ある地域におけるガソリンスタンドの広告宣伝支援システムの開
発研究，”経営情報学会 2015 年秋季全国研究発表大会，ポスターセッション K1-15，沖縄，2015 年 11 月． 
3) 佐藤竜一，渡邊慶和，後藤裕介，南野謙一，“情報システムを活用したブラックバイト対策支援，” 経営情報学
会 2015 年秋季全国研究発表大会，ポスターセッション K1-16，沖縄，2015 年 11 月． 
4) 田屋祥平，渡邊慶和，後藤裕介，南野謙一，“スキー場利用客の類別化と ICT サービス提供の可能性，” 経営情
報学会 2015 年秋季全国研究発表大会，ポスターセッション K1-17，沖縄，2015 年 11 月． 
5) 高橋義明，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“震災復興過程の CFW プログラムの効果に地域特性が及ぼす影響の
分析，” 計測自動制御学会 システム・情報部門 第 9回社会システム部会研究会，ポスターセッション，東京，
2015 年 8 月． 
6) 佐々木優太，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“全国版水稲早期警戒情報伝達システムの開発，”平成 27 年度電
気関係学会東北支部連合大会，岩手，2015 年 8 月． 
7) 渋谷凪沙，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“全国版早期警戒・栽培支援のためのポータルシステムの開発” 平
成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会，岩手，2015 年 8 月． 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
該当なし 




日時：2016 年 2 月 11 日（木）～12 日（金） 
合宿場所：温泉民宿かわの（安比高原） 



















1)  社会ニーズを反映した情報システム教育研究 
社会情報システムの教育研究は,社会生活が抱える諸課題と不可分である.地域の行政や団体と連携しながら, 
社会のニーズや課題をテーマとした実践的な情報システムの教育研究を行う. 













阿部 昭博, 市川 尚, 富澤 浩樹 
(d) 研究テーマ 
 多様なユーザに配慮した地域情報システムの分析・設計・開発・評価 
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2.11.2. 教員業績概要 













1) 観光情報学会(編)：観光情報学入門，近代科学社 2015.5 （第 13.3 節「文化観光における情報の役割とその将
来展望」担当） 







1) 萬 直之，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：リピータを考慮した観光プラン立案システムの開発と考察，観光情報
学会第 12 回全国大会講演論文集，1A-1，2015.6 
2) 蘭 天陽，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：留学生の観光意向調査と情報支援の可能性，観光情報学会第 12 回全
国大会講演論文集，1A-4，2015.6 








7) 工藤 彰，狩野 徹，阿部昭博：ウェアラブルデバイスを活用したユニバーサルツーリズム安心システムの検討，
情報処理学会第 78 回全国大会講演論文集，2E-03, 2016.3 
8) 照井実咲，富澤浩樹，市川 尚，阿部昭博：新聞見出し分析に基づく震災資料検索支援機能の開発，情報処理学




の検討，情報処理学会第 78 回全国大会講演論文集，2ZC-05, 2016.3 
10) 小田嶋優斗，富澤浩樹，市川 尚，阿部昭博：SNS およびスマートフォンを活用した市民参加型調査支援システ
ムの開発，情報処理学会第 78 回全国大会講演論文集，2ZD-02, 2016.3 
11) 上田翔磨，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：オープンデータを活用した広域観光支援システムの基礎検討，情報
処理学会第 78 回全国大会講演論文集，3ZD-06, 2016.3 
12) 蘭 天陽，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：留学生のニーズを考慮した観光支援システムの開発，情報処理学会第
78 回全国大会講演論文集，3ZD-07, 2016.3 
13) 萬 直之，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：震災情報を考慮した観光情報提供システムに関する考察，情報処理学
会第 78 回全国大会講演論文集，5ZD-05, 2016.3 
(e) 研究費の獲得 


























1） 北上コンピュータアカデミー「平成 27 年度卒業研究発表会」審査員 2016.2 
(c) 一般教育 
1） いわて「観光と情報」人材育成講座「情報視点による観光デザイン」講師 2015.12 
Journal of Faculty of Software and Information Sience 2015 
 139


































































4) 市川 尚，高木正則：e ラーニングを活用したリメディアル教育の実践，大学 e ラーニング協議会総会・フォー
ラム 2015 概要集，pp.12-13，2016.3 
5) 高橋 暁子，根本 淳子，市川 尚，竹岡 篤永，井ノ上 憲司，鈴木 克明：ID 基礎力養成に向けた相互評価力チ
ェックツールの試作．日本教育工学会 第 31 回全国大会（電気通信大学）発表論文集，pp.893-894，2015.9 
6) 根本 淳子，市川 尚，竹岡 篤永，高橋 暁子，鈴木 克明：教材設計支援のためのジョブエイドの動向調査．日
本教育工学会研究報告集（JSET15-5），pp.149-152，2015.12 
7) 萬 直之，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：リピータを考慮した観光プラン立案システムの開発と考察，観光情報
学会第 12 回全国大会講演論文集，1A-1，2015.6 




10) 蘭 天陽，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：留学生を対象としたグループ観光支援システムの提案，情報処理学会




会第 78 回全国大会講演論文集，3ZB-01, 2016.3 
12) 野呂孝佑，市川 尚，富澤浩樹，阿部昭博：数学の問題解決型授業における授業設計と実施を支援するシステム
の検討，情報処理学会第 78 回全国大会講演論文集，2ZC-05, 2016.3 
13) 小田嶋優斗，富澤浩樹，市川 尚，阿部昭博：SNS およびスマートフォンを活用した市民参加型調査支援システ
ムの開発，情報処理学会第 78 回全国大会講演論文集，2ZD-02, 2016.3 
14) 上田翔磨，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：オープンデータを活用した広域観光支援システムの基礎検討，情報
処理学会第 78 回全国大会講演論文集，3ZD-06, 2016.3 
15) 蘭 天陽，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：留学生のニーズを考慮した観光支援システムの開発，情報処理学会第
78 回全国大会講演論文集，3ZD-07, 2016.3 
16) 萬 直之，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：震災情報を考慮した観光情報提供システムに関する考察，情報処理学
会第 78 回全国大会講演論文集，5ZD-05, 2016.3 
(e) 研究費の獲得 
1) JSPS 科学研究費補助金 基盤研究(C) 課題番号 26350281，研究代表者，910,000 円 
2) JSPS 科学研究費補助金 基盤研究(B) 課題番号 00275992，研究分担者，300,000 円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) 報道：岩手日報 2016 年 2 月 4日 29 面「学生考案盛り上げ策 県立大発表会」（キャリアデザイン TF） 



















2) 酒田光陵高校への教育支援（eラーニング TF） 











4) 看護理工学会第 4回学術集会企画委員 
5) 日本教育メディア学会 2015 年度第１回研究会（東北学院大学）開催担当，2015.6 
6) 日本教育工学会第 31 回全国大会トークセッション登壇／SIG セッション（SIG-07）コーディネータ，2015.9 
7) 日本教育工学会研究会 JSET15-4（岩手県立大学）開催担当，2015.10 
8) 日本教育工学会 SIG-07 インストラクショナルデザイン第 1回ワークショップコーディネータ，2015.10 
9) 観光情報学会いわて観光情報学研究会第 14 回例会の開催（岩手県立大学宮古キャンパス），2016.2 
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1) 萬 直之，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：リピータを考慮した観光プラン立案システムの開発と考察，観光情報
学会第 12 回全国大会講演論文集，1A-1，2015.6 




4) 蘭 天陽，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：留学生を対象としたグループ観光支援システムの提案，情報処理学会
研究報告，2015-GN-96，pp.1-8，2015.10 
5) 富澤浩樹，大西律子：観光まちづくりボランティア学習プログラムの試験的運用－活動に必要な基礎力養成を目









会第 78 回全国大会講演論文集，3ZB-01，2016.3 
10) 野呂孝佑，市 川尚，富澤浩樹，阿部昭博：数学の問題解決型授業における授業設計と実施を支援するシステム
の検討，情報処理学会第 78 回全国大会講演論文集，2ZC-05，2016.3 
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11) 小田嶋優斗，富澤浩樹，市川 尚，阿部昭博：SNS およびスマートフォンを活用した市民参加型調査支援システ
ムの開発，情報処理学会第 78 回全国大会講演論文集，2ZD-02，2016.3 
12) 上田翔磨，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：オープンデータを活用した広域観光支援システムの基礎検討，情報
処理学会第 78 回全国大会講演論文集，3ZD-06，2016.3 
13) 蘭 天陽，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：留学生のニーズを考慮した観光支援システムの開発，情報処理学会第
78 回全国大会講演論文集，3ZD-07，2016.3 
14) 萬 直之，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：震災情報を考慮した観光情報提供システムに関する考察，情報処理学











3) 岩手日報：震災資料のアーカイブ作成へ 県立大・県立図書館，2015.11.27 


















1) 戸田市民大学認定講座「生涯学習サポーター養成講座」講師，2016.2（全 2回） 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) パルシステム生活協同組合連合会「地域リーダー養成研修」講師，2015.9-2016.2（全 5回） 
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(c) 一般教育 







































題分析を行い，特に SNS に着目して Twitter との連携を行い，調査支援と利用促進のための改
善を行った．  
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富士井 友寛 スマートフォンによる観光周遊履歴の収集・分析とまちづくりへの応用 
 これまで，当研究室では GPS や QR コードアクセスから周遊データの取得を行う観光まちづく





皆川 武蔵 プロジェクト型学習における eポートフォリオシステムの開発 
個人が自分自身の学びを見つめ, その進捗を確認し, 振り返るためのエビデンスを共有する
ことを支援するためにポートフォリオが注目されており, これを電子的に管理するものが e 
ポートフォリオである. 本研究では, e ポートフォリオのオープンソース Mahara を拡張してプ











1) 萬 直之，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：リピータを考慮した観光プラン立案システムの開発と考察，観光情報
学会第 12 回全国大会講演論文集，1A-1，2015.6 
2) 蘭 天陽，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：留学生の観光意向調査と情報支援の可能性，観光情報学会第 12 回全
国大会講演論文集，1A-4，2015.6 
3) 蘭 天陽，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：留学生を対象としたグループ観光支援システムの提案，情報処理学会
研究報告，2015-GN-96, pp.1-8，2015.10 
4) 萬 直之：震災情報を考慮した観光情報提供システムについて，観光情報学会いわて観光情報学第 14 回研究会，
岩手県立大学宮古短期大学部，2016.2 
5) 照井実咲，富澤浩樹，市川 尚，阿部昭博：新聞見出し分析に基づく震災資料検索支援機能の開発，情報処理学
会第 78 回全国大会講演論文集，3ZB-01, 2016.3 
6) 野呂孝佑，市川 尚，富澤浩樹，阿部昭博：数学の問題解決型授業における授業設計と実施を支援するシステム
の検討，情報処理学会第 78 回全国大会講演論文集，2ZC-05, 2016.3 
7) 小田嶋優斗，富澤浩樹，市川 尚，阿部昭博：SNS およびスマートフォンを活用した市民参加型調査支援システ
ムの開発，情報処理学会第 78 回全国大会講演論文集，2ZD-02, 2016.3 
8) 上田翔磨，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：オープンデータを活用した広域観光支援システムの基礎検討，情報
処理学会第 78 回全国大会講演論文集，3ZD-06, 2016.3 
9) 蘭 天陽，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：留学生のニーズを考慮した観光支援システムの開発，情報処理学会第
78 回全国大会講演論文集，3ZD-07, 2016.3 
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10) 萬 直之，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：震災情報を考慮した観光情報提供システムに関する考察，情報処理学
会第 78 回全国大会講演論文集，5ZD-05, 2016.3 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 萬 直之，情報処理学会第 78 回全国大会学生奨励賞，2016 年 3 月 
2) 佐藤 亮，岩手県立大学ソフトウェア情報学研究科長賞，2016 年 3 月 
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2.12.2. 教員業績概要 
職名： 准教授 氏名： Prima Oky Dicky Ardiansyah 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 









書籍タイトル：「ドライバー状態の検知・推定技術と運転支援・自動運転への応用」，第３章第 11 節 運転者の視線・
頭部姿勢情報の計測と運転支援システムへの応用の執筆を担当，株式会社技術情報協会出版，2016 年 5 月に刊行予




1) Imabuchi,T., Prima, O.D.A., Ito,H., Visible Spectrum Eye Tracking for Safety Driving Assistance, The 
9th International Conference on Industrial, Engineering & Other Applications of Applied Intelligent 
Systems, 2016. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 堀田 健仁, 富沢 貴大, 起田 貴成, Prima, O.D.A., 伊藤 久祥, HMD 型アクティブ視野検査機器の開発, ヒュ
ーマンインタフェースシンポジウム, 2015 年 9 月 3日. 
2) 宮原 崇志, Prima,O.D.A., 伊藤 久祥, 即時利用可能なまばたきスイッチインタフェースの開発, ヒューマン
インタフェースシンポジウム, 2015 年 9 月 3日. 
3) 今渕 貴志, Prima,O.D.A., 伊藤 久祥, 頭部姿勢変動に対応した可視光カメラによる非接触型視線計測システ
ム, ヒューマンインタフェースシンポジウム, 2015 年 9 月 3日. 
4) 今渕貴志,落合貴之,堀江友祐,Prima,O.D,A.,伊藤久祥，共同注意が計測可能なモバイル視線計測システムの開
発, FIT2015 第 14 回情報科学技術フォーラム, 2015 年 9 月 15 日. 
5) 富沢貴大，今渕貴志，蛇穴祐稀，Prima,O.D.A.，伊藤久祥，顔向きに依存しない顔表情認識システムの開発，第
78 回全国大会，情報処理学会，2016． 
6) 高井健太郎，Prima,O.D.A.，伊藤久祥，温泉施設の温水組み上げポンプの無人監視装置の開発，第 78 回全国大
会，情報処理学会，2016． 
7) 起田貴成，堀江友祐，Prima,O.D.A.，伊藤久祥，共同注視可能なメガネ型視線計測機器の開発，第 78 回全国大
会，情報処理学会，2016． 
(e) 研究費の獲得 




















1) 研究成果の出展：きたかみ・かねがさきテクノメッセ 2015（2015 年 10 月 2 日〜4日） 
2) 地域イノベ成果報告書 
 (c) 一般教育 
1) 高校生に対する出前講義，オープンキャンパスでの模擬講義 
(d) 産学連携 
1) 研究成果の出展：産学官連携フェア 2015 みやぎ（2015 年 12 月 9 日） 
(e) 学会などにおける活動 
1) 論文査読：日本感性工学会英文誌，1件 














図 1(a)に Humphrey 視野検査で用いる計測機器を示す．被計測者は視野計測機器の画面上の固視点を凝視した状




























































1) Imabuchi,T., Prima, O.D.A., Ito,H., Visible Spectrum Eye Tracking for Safety Driving Assistance, The 
9th International Conference on Industrial, Engineering & Other Applications of Applied Intelligent 
Systems, 2016. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 堀田 健仁, 富沢 貴大, 起田 貴成, Prima, O.D.A., 伊藤 久祥, HMD 型アクティブ視野検査機器の開発, ヒュ
ーマンインタフェースシンポジウム, 2015 年 9 月 3日. 
2) 宮原 崇志, Prima,O.D.A., 伊藤 久祥, 即時利用可能なまばたきスイッチインタフェースの開発, ヒューマン
インタフェースシンポジウム, 2015 年 9 月 3日. 
3) 今渕 貴志, Prima,O.D.A., 伊藤 久祥, 頭部姿勢変動に対応した可視光カメラによる非接触型視線計測システ
ム, ヒューマンインタフェースシンポジウム, 2015 年 9 月 3日. 
4) 今渕貴志,落合貴之,堀江友祐,Prima,O.D,A.,伊藤久祥，共同注意が計測可能なモバイル視線計測システムの開
発, FIT2015 第 14 回情報科学技術フォーラム, 2015 年 9 月 15 日. 
5) 富沢貴大，今渕貴志，蛇穴祐稀，Prima,O.D.A.，伊藤久祥，顔向きに依存しない顔表情認識システムの開発，第
78 回全国大会，情報処理学会，2016． 
6) 高井健太郎，Prima,O.D.A.，伊藤久祥，温泉施設の温水組み上げポンプの無人監視装置の開発，第 78 回全国大
会，情報処理学会，2016． 





















































 本システムにおいては，タブレット端末で可能な限り高速に読み上げ音声を認識する必要があり，現在 OS に
内蔵されている音声認識 API を利用することは困難である．そこで，認識可能な音声を日本語の 5 母音に限定し，
MFCC ケプストラムを特徴量として算出して類似度を計算する手法を採用した．マイクロホンからの音声はサン
プリング周波数 44100Hz，フレーム長 1024（約 23ms），フレーム周期 512（約 12ms）のデータとして処理を行っ
ている． 








図 1. 簡易視野狭窄検査システムの概要 



























































機器を小型 PC で実装し，複数人の視線を重合表示するために 2点の赤外線光をスクリーンのコ
ーナーに設置し，注視点を自動的に推定できる方法を実現する． 



























































1) 堀田 健仁, 富沢 貴大, 起田 貴成, Prima, O.D.A., 伊藤 久祥, HMD 型アクティブ視野検査機器の開発, ヒュ
ーマンインタフェースシンポジウム, 2015 年 9 月 3日. 
2) 宮原 崇志, Prima,O.D.A., 伊藤 久祥, 即時利用可能なまばたきスイッチインタフェースの開発, ヒューマン
インタフェースシンポジウム, 2015 年 9 月 3日. 
3) 今渕 貴志, Prima,O.D.A., 伊藤 久祥, 頭部姿勢変動に対応した可視光カメラによる非接触型視線計測システ
ム, ヒューマンインタフェースシンポジウム, 2015 年 9 月 3日. 
4) 今渕貴志,落合貴之,堀江友祐,Prima,O.D,A.,伊藤久祥，共同注意が計測可能なモバイル視線計測システムの開
発, FIT2015 第 14 回情報科学技術フォーラム, 2015 年 9 月 15 日. 
5) 富沢貴大，今渕貴志，蛇穴祐稀，Prima,O.D.A.，伊藤久祥，顔向きに依存しない顔表情認識システムの開発，第
78 回全国大会，情報処理学会，2016． 
6) 高井健太郎，Prima,O.D.A.，伊藤久祥，温泉施設の温水組み上げポンプの無人監視装置の開発，第 78 回全国大
会，情報処理学会，2016． 







1） テレビ取材対応：NHK 盛岡「おばんですいわて」（2015 年 11 月 25 日） 
 
 














キーワード：ネバー・ダイ・ネットワーク，マルチメディア通信プロトコル，Internet of Things，超高速無線 LAN，
QoS，感性情報処理，感情認識，Augmented Reality, Tele-Immersion 技術 
(b) 年度目標 
 JGN-X を基盤とした先端的ネットワーク技術研究の推進 




 これまでの研究室内の就職率 100％を維持する 
(c) 講座構成教員名 
柴田 義孝，戴 瑩，橋本 浩二 
(d) 研究テーマ 
 ギガビットネットワークを基盤としたやわらかい次世代インターネット技術の研究 
























1) Tomoyuki Ishida, Tsubasa Ando, Noriki Uchida, Yoshitaka Shibata, “Development of Zoo Guide Smartphone 
AR Application for Foreign Tourists Visiting Japan”, IT CoNvergence PRActice, (INPRA), Vol.3, No.3, 
pp. 18-35, 2015. 
2) Tomoyuki Ishida, Kazuhiro Takahagi, Misaki Iyobe, Kaoru Sugita, Noriki Uchida, Yoshitaka Shibata, 
“Construction of a Disaster Information Common Platform”, IT CoNvergence PRActice (INPRA), Vol.3, No.4, 
pp. 1-18, 2015. 
3) Kazuhiro Takahagi, Tomoyuki Ishida, Akira Sakuraba, Kaoru Sugita, Noriki Uchida, Yoshitaka Shibata, 
“Construction of a Mega Disaster Crisis Management System”, Journal of Internet Services and 
Information Security, (JISIS), Vol.5, No.4, pp. 20-40, 2015. 
4) 橋本浩二，白崎博生，柴田義孝，“中継機能とミキシング機能の分散構成による適合型会議通話システム”，情報
処理学会論文誌，Vol.56，No．5，pp．1398-1416，平成 27 年 5月． 
5) 橋本浩二，柴田義孝，“複数ビデオソースの動的な構成を可能とするライブ中継用ミキサ”，情報処理学会論文誌，
Vol．57，No．1，pp．1-15，平成 28 年 1月． 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Go Hirakawa, Kenta Ito, Phyu Phyu Kywe, Yoshitaka Shibata, “Road-to-Vehicle Communication using CoMoSE 
for Road Surface Freezing Information System”, The 9th International Conference on Complex, Intelligent, 
and Software Intensive Systems, (CISIS2015), pp. 238-241, Jul. 2015. 
2) Kenta Ito, Go Hirakawa, Yoshikazu Arai, Yoshitaka Shibata, “A Road Condition Sharing System Using 
Vehicle-to-Vehicle Communication in Various Communication Environment”, The 9th International 
Conference on Complex, Intelligent, and Software Intensive Systems, (CISIS2015), pp. 242-249, Jul. 2015.
3) Tsubasa Ando, Tomoyuki Ishida, Noriki Uchida, Yoshitaka Shibata, “Proposal of the Digital Contents 
Management System based on Position Information Initiate Fusion of AR Technology and Sensor Technology”, 
The 9th International Conference on Innovative Mobile and Internet Services in Ubiquitous Computing 2015, 
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(IMIS2015), pp. 141-146, Jul. 2015. 
4) Noriki Uchida, Go Hirakawa, Yoshikazu Arai, Tomoyuki Ishida, Yoshitaka Shibata, Best Paper Award, 
“IEEE802.11 based Vehicle-to-Vehicle Delay Tolerant Networks for Road Surveillance System in Local 
Areas”, The 9th International Conference on Innovative Mobile and Internet Services in Ubiquitous 
Computing 2015, (IMIS2015), pp. 28-33, Jul. 2015. 
5) Goshi Sato, Noriki Uchida, Norio Shiratori, Yoshitaka Shibata, “Performance Analysis of Never Die 
Network based on Software Defined Disaster Resilient System”, The 18th International Conference on 
Network-Based Information Systems, (NBiS2015), pp. 64-70, Sep. 2015. 
6) Yosuke Kikuchi, Yoshitaka Shibata, “Mobile Cloud Computing on Delay Tolerant Network Protocol”, The 
18th International Conference on Network-Based Information Systems, (NBiS2015), pp. 206-211, Sep. 2015.
7) Noriki Uchida, Goshi Sato, Yoshitaka Shibata, Norio Shiratori, “Proposal of Connectivity Support Methods 
with Autonomous Flight Wireless Nodes for Never Die Network”, The 18th International Conference on 
Network-Based Information Systems, (NBiS2015), pp. 387-392, Sep. 2015. 
8) Kenta Ito, Go Hirakawa, Yoshikazu Arai, Yoshitaka Shibata, “A Road Alert Information Sharing System 
with Multiple Vehicles Using Vehicle-to-Vehicle Communication Considering Various Communication Network 
Environment”, The 18th International Conference on Network-Based Information Systems, (NBiS2015), pp. 
365-370, Sep. 2015. 
9) Shinya Kitada, Go Hirakawa, Goshi Sato, Noriki Uchida, Yoshitaka Shibata, “DTN Based MANET for Disaster 
Information Transport by Smart Devices”, The 18th International Conference on Network-Based Information 
Systems, (NBiS2015), pp. 26-31, Sep. 2015. 
10) Kazuhiro Takahagi, Tomoyuki Ishida, Akira Sakuraba, Kaoru Sugita, Noriki Uchida, Yoshitaka Shibata, 
“Proposal of the Disaster Information Transmission Common Infrastructure System intended to Rapid 
Sharing of Information in a time of Mega Disaster”, The 10th International Workshop on Network-based 
Virtual Reality and Tele-existence, (INVITE2015), pp. 505-510, Sep. 2015. 
11) Go Hirakawa, Goshi Sato, Kenji Hisazumi, Yoshitaka Shibata, “Data gathering system for recommender 
system in tourism”, The 10th International Workshop on Network-based Virtual Reality and Tele-existence, 
(INVITE2015), pp. 521-525, Sep. 2015. 
12) Satoshi Noda, Yu Ebisawa, Yasuo Ebara, Tomoyuki Ishida, Koji Hashimoto, Yoshitaka Shibata, “Application 
of Tiled Display Environment for High Presence Informal Communication”, The 10th International Workshop 
on Network-based Virtual Reality and Tele-existence, (INVITE2015), pp. 536-541, Sep. 2015. 
13) Akira Sakuraba, Yasuo Ebara, Tomoyuki Ishida, Yoshitaka Shibata, “A Design of Interface Device for 
Counter Disaster GIS on Ultra High Definition Tiled Display Environment”, The 10th International 
Workshop on Network-based Virtual Reality and Tele-existence, (INVITE2015), pp. 542-547, Sep. 2015.
14) Masaya Yamazaki, Kazuhiro Takahagi, Tomoyuki Ishida, Kaoru Sugita, Noriki Uchida, Yoshitaka Shibata, 
“Proposal of Information Acquisition Method utilizing CCN in a time of Large Scale Natural Disaster”, 
The 5th International Workshop on Multimedia, Web and Virtual Reality Technologies and Applications, 
(MWVRTA2015), pp.614-650, Nov. 2015. 
15) Noriki Uchida, Kenta Ito, Go Hirakawa, Yoshikazu Arai, Yoshitaka Shibata, “Vehicle-to-Vehicle Delay 
Tolerant Networks with Area of Interest for Road Surveillance System”, The 10th International Conference 
on Broadband and Wireless Computing, Communication and Applications, (BWCCA2015), pp. 466-471, Nov. 2015.
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16) Kenta Ito, Go Hirakawa, Goshi Sato, Yoshitaka Shibata, “SDN Based Road Condition Monitoring System for 
ITS”, The 10th International Conference on Broadband and Wireless Computing, Communication and 
Applications, (BWCCA2015), pp. 163-168, Nov. 2015. 
17) Tsuyoshi Takahashi, Yoshitaka Shibata, Satoshi Imata, Nobuo Suzuki, “Evaluation of Wake-on-Demand 
Accurate Activation and in-Vehicle Wireless Connecation Control”, The 10th International Conference 
on Broadband and Wireless Computing, Communication and Applications, (BWCCA2015), pp. 143-149, Nov. 2015.
18) Yoshitaka Shibata, Noriki Uchida, Norio Shiratori, “A Resilient Network and Information Management 
System for Large Scale Disaster”, The 8th International Workshop on Disaster and Emergency Information 
Network Systems, (IWDENS2016), pp. 655-660, Mar. 2016. 
19) Goshi Sato, Noriki Uchida, Norio Shiratori, Yoshitaka Shibata, “Research on Never Die Network for 
Disaster Prevention based on OpenFlow and Cognitive Wireless Technology”, The 30th IEEE International 
Conference on Advanced Information Networking and Applications, (AINA2016), pp. 370-375, Mar. 2016.
20) Kenta Ito, Go Hirakawa, Yoshitaka Shibata, “Experimentation of V2X Communication in Real Environment 
for Road Alert Information Sharing System”, The 30th IEEE International Conference on Advanced 
Information Networking and Applications, (AINA2016), pp. 711-716, Mar. 2016. 
21) Noriki Uchida, Kazuo Takahata, Yoshitaka Shibata, Norio Shiratori, “Proposal of Vehicle-to-Vehicle 
based Delay Tolerant Networks with Adaptive Array Antenna Control Systems”, The 8th International 
Workshop on Disaster and Emergency Information Network Systems, (IWDENS2016), pp.649-654, Mar. 2016.
22) Masaki Otomo, Noriki Uchida, Yoshitaka Shibata, “Mobile Cloud Computing by in-Vehicle Servers based 
on Delay Tolerant Network Protocol”, The 8th International Workshop on Disaster and Emergency 
Information Network Systems, (IWDENS2016), pp. 661-666, Mar. 2016. 
23) Hiroaki Yuze, Shinichi Nabeta, Yuji Ito, Hiroshi Kosaka, Yoshitaka Shibata, “Improvement of Autonomous 
Anti-disaster Base Station by Combination of Satellite and Wireless Networks”, The 8th International 
Workshop on Disaster and Emergency Information Network Systems, (IWDENS2016), pp. 667-672, Mar. 2016.
24) Kazuhiro Takahagi, Tomoyuki Ishida, Noriki Uchida, Yoshitaka Shibata, “Proposal of a Common 
Infrastructure System for Real-Time Disaster Information Transmission”, The 8th International Workshop 
on Disaster and Emergency Information Network Systems, (IWDENS2016), pp.673-676, Mar. 2016. 
25) 伊藤健太，平川 剛，新井義和，柴田義孝，“車車間通信を用い多様な通信環境を想定した道路情報共有システ
ム”，FIT2015（第 14 回情報科学技術フォーラム），pp．71-76，平成 27 年 9月． 
26) 伊藤健太，平川剛，新井義和，柴田義孝，“V2X 通信を用いた道路注意情報共有システム，第 23 回マルチメディ
ア通信と分散処理ワークショップ，(DPSWS2015)，p．47-52，平成 27 年 10 月． 
27) 北田真也，佐藤剛至，内田法彦，平川剛，柴田義孝，“DTN プロトコルを用いたスマート端末によるマルチホッ
プネットワークの実現方法”，第 23 回マルチメディア通信と分散処理ワークショップ，(DPSWS2015)，pp．23-29，
平成 27 年 10 月． 
28) 佐藤剛至，内田法彦，白鳥則郎，柴田義孝，“SDN 技術に基づく災害に強いネバー・ダイ・ネットワークシステ




チャルリアリティ学会，第 27 回テレイマージョン技術研究会，平成 27 年 11 月． 
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2) 戸川和晃，佐藤剛至，橋本浩二，柴田義孝，“自然災害発生時における回線利用状況を考慮した資源適合型ネッ
トワークシステム”，情報処理学会第 78 回全国大会，7T-06，pp．3-325～326，平成 28 年 3月． 
3) 菊池亮，橋本浩二，柴田義孝，“ヘッドマウントディスプレイとスマートデバイスを用いた飛行ロボットの操作
方法の提案，情報処理学会第 78 回全国大会，7X-06，4-225～226，平成 28 年 3月． 
4) 及川光貴，橋本浩二，柴田義孝，“個人の歩行レベルを考慮した災害時避難経路推薦システム”，情報処理学会第
78 回全国大会，5ZD-03，4-1003～1004，平成 28 年 3月． 
5) 古口 眞，柴田義孝，橋本浩二，“ウェアラブルデバイスを用いた 非常時体調管理システム”，情報処理学会第
78 回全国大会，4ZD-02，4-987～988，平成 28 年 3月． 
6) 佐々木 健，橋本浩二，柴田義孝，“災害弱者を考慮した避難共助アプリケーション”，情報処理学会第 78 回全
国大会，5ZD-04，4-1005～1006，平成 28 年 3月． 
7) 佐々木克海，平川剛，橋本浩二，柴田義孝，“ビーコンを利用した拡張現実による観光情報提供システム”，情報
処理学会第 78 回全国大会，3ZD-03，4-973～974，平成 28 年 3月． 
8) 菅原大志，柴田義孝，橋本浩二，“観光情報提供を基盤とした避難経路提示システム”，情報処理学会第 78 回全
国大会，5ZD-02，4-1001～1002，平成 28 年 3月． 
9) 村上琢哉，柴田義孝，橋本浩二，“AR 技術を用いた世界遺産橋野高炉跡観光及び学習支援システム”，情報処理
学会第 78 回全国大会，3ZD-01，4-969～470，平成 28 年 3 月． 
10) 谷崎弘貴，柴田義孝，橋本浩二，佐藤剛至，伊藤健太，“路車間通信を用いた観光地誘導システム”，情報処理学
会第 78 回全国大会，2U-05，3-355～356，平成 28 年 3月． 
(e) 研究費の獲得 
1) 総務省 戦略的情報通信研究開発推進事業(SCOPE)，“準静電界センシングによる路面状態推定技術を利用した交
通問題対策の研究開発”，（研究代表者：岩手県立大学 新井義和），4,369,000 円 
2) 日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究（A）,“災害に強いグリーン指向ネバーダイ・ネットワークの基
盤研究”，（研究代表者：早稲田大学 白鳥則郎），2,530,000 円 
3) 日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究（B）,“大規模災害時の劣悪通信環境で繋がる次世代ネバー・ダ
イ・ネットワークとその応用”，（研究代表者：岩手県立大学 柴田義孝），5,500,000 円 
4) 企業との共同研究，10,591,060 円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) Noriki Uchida, Go Hirakawa, Tomoyuki Ishida, Yoshikazu Arai, Yoshitaka Shibata, The 9th International 
Conference on Innovative Mobile and Internet Services in Ubiquitous Computing 2015, (IMIS2015), Best 
Paper Award, “IEEE802.11 based Vehicle-to-Vehicle Delay Tolerant Networks for Road Surveillance 
System in Local Areas” Jul. 2015. 
2) 戸川和晃，佐藤剛至，橋本浩二，柴田義孝，情報処理学会第 78 回全国大会学生奨励賞，“自然災害発生時に























8） 岩手県 ICT 利活用促進委員会座長 
9） 岩手県北上ものづくりネットワーク運営委員 
10） 岩手県山田町 ICT 復興街づくり検討会座長 
11） 岩手県盛岡市広域振興協議会委員 
12） 岩手県滝沢市 IPU イノベーションセンター運営協議会委員 
13） 岩手県滝沢市イノベーションパーク企画委員会委員 
14） 岩手県遠野市 IPU による街づくり検討委員会座長 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) いわてケーブルテレビジョン,「さんさ踊り中継プロジェクト」,平成 27 年 8 月 1日～8月４日． 
(c) 一般教育 
1) 高度技術者養成講習会講師，岩手県立大学地域連携本部主催，「クラウドの構築実習」，平成 27 年 8月 27 日～28
日． 
2) 岩手県立大学公開講座・宮古キャンパス講座「地方創生フォーラム」「宮古で暮らす，未来をつくる」，パネリス
ト，岩手県立大学宮古短期大学部，平成 27 年 11 月 29 日． 
(d) 産学連携 
1） いわて ICT フェア 2015 ～ICT によって目指す復興，地域活性化～ にて研究成果展示，「災害時も使えるネバ ・ー
ダイ・ネットワークの提案」，いわて県民情報交流センター（アイーナ）8階 804 会議室，平成 27 年 5月 27 日
(e) 学会などにおける活動 
1) IEEE AINA2016 国際会議 アウォード委員長 
2) IEEE AINA2016 国際会議セッション座長 
3) IEEE IWDENS2016 国際ワークショップ プログラム委員長 
4) IEEE IWDENS2016 国際ワークショップセッション 座長 
5) NBIS2015 国際ワークショップ インターナショナルリエイゾン委員長 
6) INVITE2015 国際ワークショップ プログラム委員長 
7) INVITE2015 国際ワークショップセッション座長 
8) CISIS2015 国際会議インターナショナルアドバイザリーボードメンバー 
9) CISIS2015 国際会議セッション座長 
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10) BWCCA2015 国際会議インターナショナルアドバイザリーボードメンバー 
11) 日本 VR 学会 Tele-Immersion 研究会幹事 
(f) その他 
1） 北上川上流総合水防演習にて Never Die Network 災害情報システムの出展及び全方位カメラを搭載したバルーン
実験，国土交通省 東北地方整備局主催，盛岡市北上川上流河川敷 国道 4号南大橋下流右岸，平成 27 年 5月 24
日． 
2） これからの観光と防災学習を支援するコンテンツ配信システム発表会，宮古市宮古市田老総合事務所及び岩手県
立大学アイーナキャンパス学習室 1，平成 27 年 6月 11 日～12 日． 
3） 電波利用促進セミナー2015 in 九州，「無線通信網を活用した新たなネットワークシステムの研究開発について」
－地方創生に向けて－，博多バスターミナル 9Ｆ大ホール，総務省九州総合通信局主催，平成 27 年 6月 26 日．
4） 電気関係学会東北支部連合大会，企業企画セッション 次世代モビリティ技術（1）「モビリティを考慮した観光
コンテンツ背信システムの提案」，企業企画セッション 次世代モビリティ技術（2）座長，岩手県立大学，306
講義室，平成 27 年 8 月 27 日． 
5） 平成 27 年度岩手県立大学研究成果発表会研究成果発表会 いわてものづくり・ソフトウェア融合テクノロジーセ
ンター（i-MOS），「多様な車載センサーによる路面状態推定技術を利用した車載型道路状況収集転送システムの
実用化研究」，プラザおでって（盛岡市観光文化交流センター），平成 27 年 9 月 10 日． 
6） 平成 28 年度科学研究費助成事業の応募に係る学内説明会にて講演，「審査委員から見た採択される科研費の申請
書とは」，岩手県立大学 共通講義棟 101 講義室，平成 27 年 9月 24 日． 
7） 第 7 回 DTN とその未来に関するワークショップ，“自動無線給電システムにおける画像認識による自律移動ノー
ド制御法と DTN 応用システムに関する提案”，別府国際コンベンションセンター(大分県別府市)，平成 25 年 11
月 20 日～21 日. 
8） 第 8 回地域防災情報シンポジウム，基調講演「岩手での地域防災情報化推進へ向けて」，滝沢市 IPU 第二イノベ
ーションセンターホール，平成 28 年 3月 4日． 
9） 平成 27 年度，文部科学省「次世代モビリティ創出事業 地域イノベ成果報告会」，北上市さくらホール，平成 28







至った．滝沢市 IPU 第 2 イノベーションセンター開所 2 年目に伴い，滝沢市と連携して 22 社と昨年度の 17 社を上
回る企業誘致と就業人数として 140 名の実績を挙げることが出来た． 
教育としては，学部および大学院の講義，演習，ゼミナールを担当し，情報環境デザイン学講座配属 47 名（うち
大学院 8名，卒研生 12 名）を指導した．また大学院講義｛情報ネットワーク特論｝の講義ノートを英文化し，講義
もすべて英語で実施した．また大学院研究科の主指導および副指導含めて 12 名の指導を行った．また大学院生１名
を，国際交流として Upper Austria 大学に 2週間の派遣を行った． 
研究業績としては，国際 Journal を 3 件（査読有り），国内論文誌を 2 件（査読有り），国際国内会議発表を 27 件





産学連携としては，県内企業と本研究室の共同研究成果である Never Die Network の試作機を，国際フロンティア
産業メッセ 2015（神戸市）および Embedded Technology 2015(パシフィコ横浜)および ICT フェア in いわて 2015
デモ展示をして県内外に示すことができた． 
地域連携としては，8 月 1 日～4 日にいわてケーブルテレビジョンと共同で「さんさ踊り」祭りの実況中継放送と
Internet 配信を行った．また 2月 23 日には，岩手県宮古市田老において“三陸の観光を考える検討会”の一環とし
て“ICT による学ぶ防災教育システム”を開発し，デモンストレーションを行い，地域の情報化に貢献した．さらに，





Journal of Faculty of Software and Information Sience 2015 
 169
 















1) Ying Dai, “Measuring the quality of semi-subjective training data and its application in the inference 






























1) Elsevier reviewer 
2) 岩手県立大学が協催した IEEE ICISCE 2015 の technical program committee chair 
3) Editorial board member of the American journal of computation, communication and control. 
4) Reviewer of international journal of computing & digital systems. 
5) Reviewer of the journal of systemics, cybernetics, and informatics 






れ，研究成果を論文でまとめて，IEEE SMC 2015 の国際会議に発表した．ほかに，国際会議の technical program 











また，学部の授業や演習に共用するソフト matlab をシステム演習室に使えるための license server の立ち上げ
と，toolbox の更新などに力を入れた． 
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1) 橋本浩二, 白崎博生, 柴田義孝, "中継機能とミキシング機能の分散構成による適合型会議通話システム", 情
報処理学会論文誌, Vol.56, No.5, pp.1398-1416, May, 2015. 
2) 橋本浩二, 柴田義孝, "複数ビデオソースの動的な構成を可能とするライブ中継用ミキサ", 情報処理学会論文
誌, Vol.57, No.1, pp.1-15, Jan., 2016. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Satoshi Noda, Yu Ebisawa, Yasuo Ebara, Tomoyuki Ishida, Koji Hashimoto, Yoshitaka Shibata, "Application 
of Tiled Display Environment for High Presence Informal Communication", The 10th International Workshop 
on Network-based Virtual Reality and Tele-existence (INVITE2015), pp. 536-541, Sep. 2015. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 戸川和晃，佐藤剛至，橋本浩二，柴田義孝，"自然災害発生時における回線利用状況を考慮した資源適合型ネッ
トワークシステム"，情報処理学会第 78 回全国大会，7T-06，pp．3-325～326，平成 28 年 3月． 
2) 菊池亮，橋本浩二，柴田義孝，"ヘッドマウントディスプレイとスマートデバイスを用いた飛行ロボットの操作
方法の提案"，情報処理学会第 78 回全国大会，7X-06，4-225～226，平成 28 年 3月． 
3) 及川光貴，橋本浩二，柴田義孝，"個人の歩行レベルを考慮した災害時避難経路推薦システム"，情報処理学会第
78 回全国大会，5ZD-03，4-1003～1004，平成 28 年 3月． 
4) 古口眞，柴田義孝，橋本浩二，"ウェアラブルデバイスを用いた 非常時体調管理システム"，情報処理学会第 78
回全国大会，4ZD-02，4-987～988，平成 28 年 3月． 
5) 佐々木健，橋本浩二，柴田義孝，"災害弱者を考慮した避難共助アプリケーション"，情報処理学会第 78 回全国
大会，5ZD-04，4-1005～1006，平成 28 年 3月． 
6) 佐々木克海，平川剛，橋本浩二，柴田義孝，"ビーコンを利用した拡張現実による観光情報提供システム"，情報
処理学会第 78 回全国大会，3ZD-03，4-973～974，平成 28 年 3月． 
7) 菅原大志，柴田義孝，橋本浩二，"観光情報提供を基盤とした避難経路提示システム"，情報処理学会第 78 回全




学会第 78 回全国大会，3ZD-01，4-969～470，平成 28 年 3 月． 
9) 谷崎弘貴，柴田義孝，橋本浩二，佐藤剛至，伊藤健太，"路車間通信を用いた観光地誘導システム"，情報処理学
会第 78 回全国大会，2U-05，3-355～356，平成 28 年 3月． 
(e) 研究費の獲得 
1) 日本学術振興会 平成 27 年度科学研究費補助金 基盤研究(C)（課題番号：15K00427），研究課題名：時間の経過
に伴い変化する多数のビデオを合成配信可能なライブ中継システムの新規開発，平成 27～29 年度 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) 特願 2015-222914 (出願日：2015 年 11 月 13 日), 発明者：橋本浩二, "会議通話システム及びそれに用いられる
バックエンドシステム" 






















1) 電子情報通信学会 通信ソサエティ インターネットアーキテクチャ研究会 専門委員 















































佐々木 克海 ビーコンを利用した拡張現実による観光情報提供システム 
観光資源は日本経済の重要な資源のひとつであり，旅行者数は年々増加傾向にある．また，観
光者のニーズの多様化や個性化の傾向があり，AR やビーコンなど ICT を利用した新しい観光が
展開されている．AR とビーコンを組み合わせた観光システムの例は少ない．ビーコンは局所的
な情報を提供できるためロケーションベースの AR と親和性が高い．本研究では，ビーコンの情
報を利用した AR による観光情報提供システムを提案する． 
 
佐々木 健 災害弱者を考慮した避難共助アプリケーションの研究 



































村上 琢哉 AR 技術を用いた世界遺産橋野高炉跡観光及び学習支援システム 































1) Kenta Ito, Go Hirakawa, Yoshikazu Arai Yoshitaka Shibata, “A Road Condition Sharing System Using 
Vehicle-to-Vehicle Communication in Various Communication Environment”, The 9th International 
Conference on Complex, Intelligent, and Software Intensive Systems, (CISIS2015), pp. 242-249, Jul. 2015.
2) Goshi Sato, Noriki Uchida, Norio Shiratori, Yoshitaka Shibata, “Performance Analysis of Never Die 
Network based on Software Defined Disaster Resilient System”, The 18th International Conference on 
Network-Based Information Systems, (NBiS2015), pp. 64-70, Sep. 2015. 
3) Kenta Ito, Go Hirakawa, Yoshikazu Arai, Yoshitaka Shibata, “A Road Alert Information Sharing System 
with Multiple Vehicles Using Vehicle-to-Vehicle Communication Considering Various Communication Network 
Environment”, The 18th International Conference on Network-Based Information Systems, (NBiS2015), pp. 
365-370, Sep. 2015. 
4) Shinya Kitada, Go Hirakawa, Goshi Sato, Noriki Uchida, Yoshitaka Shibata, “DTN Based MANET for Disaster 
Information Transport by Smart Devices”, The 18th International Conference on Network-Based Information 
Systems, (NBiS2015), pp. 26-31, Sep. 2015. 
5) Akira Sakuraba, Yasuo Ebara, Tomoyuki Ishida, Yoshitaka Shibata, “A Design of Interface Device for 
Counter Disaster GIS on Ultra High Definition Tiled Display Environment”, The 10th International 
Workshop on Network-based Virtual Reality and Tele-existence, (INVITE2015), pp. 542-547, Sep. 2015.
6) Kenta Ito, Go Hirakawa, Goshi Sato and Yoshitaka Shibata, “SDN Based Road Condition Monitoring System 
for ITS”, The 10th International Conference on Broadband and Wireless Computing, Communication and 
Applications, (BWCCA2015), pp. 163-168, Nov. 2015. 
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7) Goshi Sato, Noriki Uchida, Norio Shiratori and Yoshitaka Shibata, “Research on Never Die Network for 
Disaster Prevention based on OpenFlow and Cognitive Wireless Technology”, The 30th IEEE International 
Conference on Advanced Information Networking and Applications, (AINA2016), pp. 370-375, Mar. 2016.
8) Kenta Ito, Go Hirakawa and Yoshitaka Shibata, “Experimentation of V2X Communication in Real Environment 
for Road Alert Information Sharing System”, The 30th IEEE International Conference on Advanced 
Information Networking and Applications, (AINA2016), pp. 711-716, Mar. 2016. 
9) Masaki Otomo, Noriki Uchida and Yoshitaka Shibata, “Mobile Cloud Computing by in-Vehicle Servers based 
on Delay Tolerant Network Protocol”, The 8th International Workshop on Disaster and Emergency 
Information Network Systems, (IWDENS2016), pp. 661-666, Mar. 2016. 
10) 伊藤健太，平川 剛，新井義和，柴田義孝，“車車間通信を用い多様な通信環境を想定した道路情報共有システ
ム”，FIT2015（第 14 回情報科学技術フォーラム），pp．71-76，平成 27 年 9月． 
11) 伊藤健太，平川剛，新井義和，柴田義孝，“V2X 通信を用いた道路注意情報共有システム，第 23 回マルチメディ
ア通信と分散処理ワークショップ，(DPSWS2015)，p．47-52，平成 27 年 10 月． 
12) 北田真也，佐藤剛至，内田法彦，平川剛，柴田義孝，“DTN プロトコルを用いたスマート端末によるマルチホッ
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平成 27 年 10 月． 
13) 佐藤剛至，内田法彦，白鳥則郎，柴田義孝，“SDN 技術に基づく災害に強いネバー・ダイ・ネットワークシステ
ムの開発と評価”，第 23 回マルチメディア通信と分散処理ワークショップ，(DPSWS2015)，pp．1-8，平成 27 年
10 月． 
14) 戸川和晃，佐藤剛至，橋本浩二，柴田義孝，“自然災害発生時における回線利用状況を考慮した資源適合型ネッ
トワークシステム”，情報処理学会第 78 回全国大会，7T-06，pp．3-325～326，平成 28 年 3月． 
15) 菊池亮，橋本浩二，柴田義孝，“ヘッドマウントディスプレイとスマートデバイスを用いた飛行ロボットの操作
方法の提案，情報処理学会第 78 回全国大会，7X-06，4-225～226，平成 28 年 3月． 
16) 及川光貴，橋本浩二，柴田義孝，“個人の歩行レベルを考慮した災害時避難経路推薦システム”，情報処理学会第
78 回全国大会，5ZD-03，4-1003～1004，平成 28 年 3月． 
17) 古口 眞，柴田義孝，橋本浩二，“ウェアラブルデバイスを用いた 非常時体調管理システム”，情報処理学会第
78 回全国大会，4ZD-02，4-987～988，平成 28 年 3月． 
18) 佐々木 健，橋本浩二，柴田義孝，“災害弱者を考慮した避難共助アプリケーション”，情報処理学会第 78 回全
国大会，5ZD-04，4-1005～1006，平成 28 年 3月． 
19) 佐々木克海，平川剛，橋本浩二，柴田義孝，“ビーコンを利用した拡張現実による観光情報提供システム”，情報
処理学会第 78 回全国大会，3ZD-03，4-973～974，平成 28 年 3月． 
20) 菅原大志，柴田義孝，橋本浩二，“観光情報提供を基盤とした避難経路提示システム”，情報処理学会第 78 回全
国大会，5ZD-02，4-1001～1002，平成 28 年 3月． 
21) 村上琢哉，柴田義孝，橋本浩二，“AR 技術を用いた世界遺産橋野高炉跡観光及び学習支援システム”，情報処理
学会第 78 回全国大会，3ZD-01，4-969～470，平成 28 年 3 月． 
22) 谷崎弘貴，柴田義孝，橋本浩二，佐藤剛至，伊藤健太，“路車間通信を用いた観光地誘導システム”，情報処理学
会第 78 回全国大会，2U-05，3-355～356，平成 28 年 3月． 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 戸川和晃，情報処理学会第 78 回全国大会学生奨励賞，“自然災害発生時における回線利用状況を考慮した資源
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2.14.2. 教員業績概要 
















1) Nor Athiyah Abdullah, et al.: Questionnaire Testing: Identifying Twitter User's Information Sharing 
Behavior during Disasters (Preprint), 情報処理学会論文誌, Vol.56, No.12, pp.1882-7764  (2015). 
2) 中野 裕貴, 西岡 大, 齊藤 義仰, 村山 優子: 気象に基づく服装情報算出のための寒冷馴化に関する調査, 情
報処理学会論文誌, Vol.56, No.12, pp.2265-2274 (2015). 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Murayama，Y．et al.:  Survey on how people reacted at emergency response at the Great East Japan Earthquake 
and Tsunami ， The 12th International Conference on Information Systems for Crisis Response and 
Management(ISCRAM2015) ポスター発表(2015).  
2) Saito, Y. and Murayama, Y.: Implementation and Evaluation of a Road Information Sharing Scheme with a 
Still-Picture Internet Broadcasting System, International Workshop on Informatics (IWIN2015), pp.87-92 
(2015). 
3) Nakano,Y., Nishioka,D., Saito, Y. and Murayama, Y.: A Study on the Clothes Recommendation for a Cold 
Region of Japan, Proc. of HICSS-49, pp.436-443 (2016). 
4) Murayama, Y., Sasaki, J.and Nishioka, D.: Experiences in Emergency Response at the Great East Japan 
Earthquake and Tsunami, Proc. of HICSS-49: pp.146-151 (2016). 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 村山，佐々木，高木，西岡：岩手県における災害情報処理に関する調査研究の紹介, 情報処理学会研究報告セキ
ュリティ心理学とトラスト（SPT）,2015-SPT-13(1),1-5, pp. 2188-8671 (2015).  
2) 渡邊, 中野, 西岡, 村山：災害情報共有に向けた観光情報倉庫の実装，マルチメディア，分散，協調とモバイル
(DICOMO2015)シンポジウム論文集, pp. 1173 – 1179 (2015).  
3) 齊藤 義仰, 中野 裕貴, 西岡 大, 高橋 幹, 村山 優子: 安全運転支援のための運転者の感情に基づくヒヤリハ
ットマップ自動作成システムの実装と評価, DICOMO2015 シンポジウム, pp.491-498 (2015). 
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4) 石井 創一朗, 西岡 大, 齊藤 義仰, 村山 優子: 太陽光発電を用いた復興ウォッチャーシステムの実装と SNS
を用いた復興ウォッチャーサービスの提案と実装, DICOMO2015 シンポジウム, pp.750-756 (2015). 
5) 畠山 智裕, 齊藤 義仰, 西岡 大, 村山 優子: アクションゲーム動画における視聴者コメントを用いた動画広
告配信システムの実装と評価, DICOMO2015 シンポジウム, pp.1382-1387 (2015). 
6) 中野 裕貴, 西岡 大, 齊藤 義仰, 村山 優子: 気象情報を用いた服装情報提示システムの実装, DICOMO2015 シ
ンポジウム, pp.1823-1828 (2015). 
7) Nor Athiyah Abdullah , et al.: Factors Related to Twitter User's Decision Making of Information Spreading 
















流を平成 20 年度より開始毎年実施してきたが，平成 26 年度に引き続き平成 27 年度は，オーストリアのアッパ
ーオーストリア科学応用大学で同様のプログラムを実施した． 
 ボランティアベースで，金曜日 18:00 以降に研究ミーティングを開催．どの学年でも参加可能だが，ほとんど
は，3年生以上の有志の学生である．自分たちの関る研究や興味をもつ分野の紹介を行う．研究指向型教育の実
践である． 
 平成 24 年度より被災地に無人販売の商店を出すサービスを行って来た．宮古市赤前小学校仮設住宅で始め，現





1) 総務省 情報通信審議会 専門委員 
2) 総務省 評価委員 
3) 文部科学省 科学技術動向研究センター「科学技術専門家ネットワーク」専門調査委員 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) 情報処理推進機構(IPA) 情報セキュリティ関連事業審議委員会 委員 
(c) 一般教育 










5) 国際情報処理連合(IFIP) Vice President 
6) 国際情報処理連合(IFIP)TC-11 Chair(委員長) 
7) IFIP SEC2015, IFIP TM2015，PST2015 等数多くの国際会議のプログラム委員 




















応用について研究を進めた.   
2 は, 様々な形のインターネット放送について実践的に研究する. 個人放送やインタラクティブなインタフェー
スを利用した放送技術の課題に取り組んだ.   
3 は, インターネット上での紙媒体と電子媒体の融合によるコミュニケーション基盤の構築に関する研究である.
アクセス制御やトラストの観点からの課題についても研究を進めた.  










 8 では, 被災地や組織内の商店サービスの運用を通し, 実践的な研究を行った． 
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システム演習Ⅰ/Ⅱ，メディアシステムゼミ A/B，卒業研究・卒業制作 A/B 
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1) 中野 裕貴, 西岡 大, 齊藤 義仰, 村山 優子: 気象に基づく服装情報算出のための寒冷馴化に関する調査, 情
報処理学会論文誌, Vol.56, No.12, pp.2265-2274 (2015). 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Yoshia Saito and Yuko Murayama: Implementation and Evaluation of a Road Information Sharing Scheme with 
a Still-Picture Internet Broadcasting System, International Workshop on Informatics (IWIN2015), pp.87-92 
(2015). 
2) Yuki Nakano, Dai Nishioka, Yoshia Saito, Yuko Murayama: A Study on the Clothes Recommendation for a Cold 
Region of Japan, Hawaii International Conference on System Sciences (HICSS-49), (2016) 
3) Yuki Nakano, Yoshia Saito, Dai Nishioka, Yuko Murayama: Towards a New Definition of the Clothing 
Information Value based on Cold Acclimation and Weather Information, The 2nd UASUA-IPU International 
Exchange Program, pp.1-2, (2015). 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 齊藤 義仰, 中野 裕貴, 西岡 大, 高橋 幹, 村山 優子: 安全運転支援のための運転者の感情に基づくヒヤリハ
ットマップ自動作成システムの実装と評価, DICOMO2015 シンポジウム, pp.491-498 (2015). 
2) 石井 創一朗, 西岡 大, 齊藤 義仰, 村山 優子: 太陽光発電を用いた復興ウォッチャーシステムの実装と SNS
を用いた復興ウォッチャーサービスの提案と実装, DICOMO2015 シンポジウム,  pp.750-756 (2015). 
3) 畠山 智裕, 齊藤 義仰, 西岡 大, 村山 優子: アクションゲーム動画における視聴者コメントを用いた動画広
告配信システムの実装と評価, DICOMO2015 シンポジウム, pp.1382-1387 (2015). 
4) 中野 裕貴, 西岡 大, 齊藤 義仰, 村山 優子: 気象情報を用いた服装情報提示システムの実装, DICOMO2015 シ
ンポジウム, pp.1823-1828 (2015). 
(e) 研究費の獲得 


























1) 情報処理学会 コンシューマデバイス＆システム研究グループ （CDS）運営委員会 運営委員 
2) 情報処理学会 コンシューマデバイス＆システム研究グループ （CDS）トランザクション編集委員会 副編集長
3) 国際ワークショップ CDS2015 Workshop Organizer 
4) マルチメディア，分散，協調とモバイル(DICOMO2015)シンポジウム プログラム委員 
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1) Abdullah, N. A., Nishioka, D., and Murayama, Y.: Questionnaire testing : Identifying Twitter user’s 
information sharing behavior during disasters, Journal of Information Processing IPSJ, Vol.24 No.1 
pp.20-28 (2016). 
2) 中野 裕貴, 西岡 大, 齊藤 義仰, 村山 優子: 気象に基づく服装情報算出のための寒冷馴化に関する調査, 情
報処理学会論文誌, Vol.56, No.12, pp.2265-2274 (2015). 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Yuki Nakano, Dai Nishioka, Yoshia Saito, Yuko Murayama: A Study on the Clothes Recommendation for a Cold 
Region of Japan, Hawaii International Conference on System Sciences (HICSS-49), pp.146-151(2016) 
2) Yuko Murayama, Jun Sasaki, Dai Nishioka: Experiences in Emergency Response at the Great East Japan 
Earthquake and Tsunami, Hawaii International Conference on System Sciences (HICSS-49), pp.436-443 
(2016). 
3) Yuko Murayama, Jun Sasaki, Dai Nishioka, Masanori Takagi, Yusuke Goto, Seiji Usami, Satoshi Inoue: Survey 
on how people reacted for emergency response at the Great East Japan Earthquake and Tsunami, The 12th 
International Conference on Information Systems for Crisis Response and Management(ISCRAM2015), poster 
(2015). 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) Abdullah, N.A., Nishioka, D., and Murayama, Y.: Factors related to Twitter user’s decision making of 
information spreading during disasters. Computer Security Symposium (CSS 2015), pp.624-630 (2015). 
2) 齊藤 義仰, 中野 裕貴, 西岡 大, 高橋 幹, 村山 優子: 安全運転支援のための運転者の感情に基づくヒヤリハ
ットマップ自動作成システムの実装と評価，マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム(DICOMO2015), 
pp.491-498 (2015). 
3) 石井 創一朗, 西岡 大, 齊藤 義仰, 村山 優子: 太陽光発電を用いた復興ウォッチャーシステムの実装と SNS
を用いた復興ウォッチャーサービスの提案と実装，マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム
(DICOMO2015), pp.750-756 (2015). 
4) 渡邊 泰史, 中野 裕貴, 西岡 大, 村山 優子:災害情報共有に向けた観光情報倉庫の実装，マルチメディア，分
散，協調とモバイルシンポジウム(DICOMO2015), pp.1173-1179 (2015). 
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5) Abdullah, N. A., Nishioka, D., and Murayama, Y.: Identifying Factors Related to Twitter User’s Decision 
Making to Spread Disaster Information. Multimedia, Distributed, Cooperative, and Mobile Symposium 
(DICOMO 2015), pp.1180-1185 (2015). 
6) 畠山 智裕, 齊藤 義仰, 西岡 大, 村山 優子: アクションゲーム動画における視聴者コメントを用いた動画広
告配信システムの実装と評価，マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム(DICOMO2015), pp.1382-1387 
(2015). 
7) 中野 裕貴, 西岡 大, 齊藤 義仰, 村山 優子: 気象情報を用いた服装情報提示システムの実装，マルチメディ
ア，分散，協調とモバイルシンポジウム(DICOMO2015), pp.1823-1828 (2015). 
8) 西岡大, 村山優子：オンラインショッピングにおける情報セキュリティ技術に関する安心感を図るための安心メ
ータの検討，マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム(DICOMO2015), pp.1829–1834 (2015). 
9) 村山 優子 , 佐々木 淳 , 高木 正則 , 西岡 大: 岩手県における災害情報処理に関する調査研究の紹介, 情報



























1） 情報処理学会 セキュリティ心理学とトラスト研究会（SPT） 運営委員会 運営委員 
2） 情報処理学会 コンピュータセキュリティ研究会（CSEC） 運営委員会 運営委員 
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3） 情報処理学会論文誌特集号編集委員 
4） マルチメディア，分散，協調とモバイル(DICOMO2015)シンポジウム プログラム委員 
5） 情報処理学会論文誌 査読 

























































谷藤 稜真 プリペイド型商店システムにおける商品注文機能の開発 

















よる限定された電力で長期的運用を図るために，低消費電力 PC の Raspberry Pi と，Arduino
制御によるシステム稼働時のみ PC が電力を消費する回路を作成した．さらに，ユーザからのフ


















Research on Decision-Making of Information Spreading during Disasters 
In this research, our goal is to help the user to make better decision with regard to 
information spreading behavior in social media. Better understanding of why people choose 
to spread information in social media is helpful to improve the usefulness of social media 
as an important disaster communication tool. We believed that everybody can play their 
role to reduce the negative impact of social media for future disaster. The principal 
aim of this research is to gain insight and understand the social media user’s information 














1) Nor Athiyah Abdullah, et al.: Questionnaire Testing: Identifying Twitter User's Information Sharing 
Behavior during Disasters (Preprint), 情報処理学会論文誌, Vol.56, No.12, pp.1882-7764  (2015). 
2) 中野 裕貴, 西岡 大, 齊藤 義仰, 村山 優子: 気象に基づく服装情報算出のための寒冷馴化に関する調査, 情
報処理学会論文誌, Vol.56, No.12, pp.2265-2274 (2015). 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) Nakano,Y., Nishioka,D., Saito, Y. and Murayama, Y.: A Study on the Clothes Recommendation for a Cold 
Region of Japan, Proc. of HICSS-49, pp.436-443 (2016). 
2) 渡邊, 中野, 西岡, 村山：災害情報共有に向けた観光情報倉庫の実装，マルチメディア，分散，協調とモバイル
(DICOMO2015)シンポジウム論文集, pp. 1173 – 1179 (2015).  
3) 石井 創一朗, 西岡 大, 齊藤 義仰, 村山 優子: 太陽光発電を用いた復興ウォッチャーシステムの実装と SNS
を用いた復興ウォッチャーサービスの提案と実装, DICOMO2015 シンポジウム, pp.750-756 (2015). 
4) 畠山 智裕, 齊藤 義仰, 西岡 大, 村山 優子: アクションゲーム動画における視聴者コメントを用いた動画広
告配信システムの実装と評価, DICOMO2015 シンポジウム, pp.1382-1387 (2015). 
5) 中野 裕貴, 西岡 大, 齊藤 義仰, 村山 優子: 気象情報を用いた服装情報提示システムの実装, DICOMO2015 シ
ンポジウム, pp.1823-1828 (2015). 
6) Nor Athiyah Abdullah , et al.: Factors Related to Twitter User's Decision Making of Information Spreading 
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2.14.4. その他の活動 


























岩手県宮古市赤前仮設住宅訪問の様子          岩手県宮古市田老総合事務所での 














キーワード： 画像モデル化, 画像圧縮, センサ応用, 福祉・教育支援，技能・わざの可視化 
(b) 年度目標 
講座における教育方針は，具体的テーマの早期取り組みによる実践力の向上としている．そのため，システム演
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2.15.2. 教員業績概要 













1) 亀田昌志, 川村和也, "離散コサイン変換と独立成分分析の基底を併用した静止画像符号化方式," 画像電子学




1) 小林知愛, 亀田昌志, プリマ オキ ディッキ アルディアンシャー, "オブジェクトの顕著性に基づく2重像を軽
減したアナグリフ画像の生成手法," 信学技報, IE2015-08, pp.1-6, 2015.8. 
2) 川村和也, 亀田昌志, "画像の種類に依存しない汎用的な ICA 基底に基づく画像符号化方式の提案,” 2015 年画
像符号化シンポジウム（PCSJ2015）, P-3-01, 2015.11. 
3) 宮崎春彦, 亀田昌志, "画像のサブバンド符号化におけるカラー静止画像に対する最適帯域分割,” 2015 年画像
符号化シンポジウム（PCSJ2015）, P-3-06, 2015.11. 
4) 石川雄大, 亀田昌志, "フラクタル次元を用いた画像質感の定量的評価手法の検討," 2015 年画像符号化シンポ
ジウム（PCSJ2015）, P-3-10, 2015.11. 
5) 鶴崎裕貴, 亀田昌志, プリマ オキ ディッキ アルディアンシャー, "Total Variation 正則化を用いた超解像に
おける鮮鋭な拡大画像作成のための最適パラメータ決定法," 2015 年映像メディア処理シンポジウム
（IMPS2015）, I-4-09, 2015.11. 
6) 佐藤圭，亀田昌志, "ケプストラム解析による JPEG 符号化画像におけるモスキートノイズの推定,” 映情メ学技
報, ME2016-27, pp.101-104, 2016.2. 
7) 宮崎春彦, 亀田昌志, "確率分布のクラスタリングに基づく Wavelet Packet 画像符号化の演算量削減法,”信学
技報, IE2015-113,pp.107-112,2016.2. 
8) 川村和也, 亀田昌志, "ICA-DCT ハイブリッド型符号化における処理コスト低減に関する検討,”信学技報, 
IE2015-1114,pp.113-118,2016.2. 
9) 小林知愛, 亀田昌志, プリマ オキ ディッキ アルディアンシャー, "オブジェクトの顕著性と局所変形に基づ
くアナグリフ画像の 2重像軽減手法," 信学技報, IE2015-120, pp.253-258, 2016.2. 
10) 漆原勝冴，亀田昌志, 大崎真, 武田利明, "症例画像を用いた色調変化解析による発赤の客観評価,”情報処理学
2.15 コンピュータグラフィックス学講座 
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会第 78 回全国大会, 4R-01, 2016.3. 
11) 佐伯哲也，亀田昌志, "画像復元型符号化に対する画質改善に有効な高域成分生成手法,”情報処理学会第 78 回
全国大会, 4R-02, 2016.3. 
12) 野澤麻衣，亀田昌志, "画像の曲線近似表現を用いたエッジの鮮鋭化,”情報処理学会第 78 回全国大会, 4R-04, 
2016.3. 












































 そこで，DCT と ICA における互いの欠点を補うことを目的として，入力画像を小ブロックに分割した後，グラデー




このとき，DCT と ICA の基底を併用することを前提として，各 ICA 基底に対して，それを DCT 基底群で置き換えたと
きの符号量低減に着目した基底選択用の定量的評価尺度 Replaceable Basis Score（RBS）を提案した．符号化レー
トが与えられた場合に，性能改善に必須な ICA 基底を RBS に基づいて決定し，DCT 基底を単独で使用する小ブロック
と，DCT および選ばれた ICA 基底を併用して使用する小ブロックに分類して符号化を行う ICA-DCT ハイブリッド型符
号化方式を開発した． 
 複数種類の画像に対して提案方式を適用した結果，いずれの画像においても DCT 基底を単独で使用するものから
の符号化性能の改善が確認され，特にエッジやテクスチャを多く含む画像において，より有効な符号化方式である
ことが明らかになった．また，ICA-DCT ハイブリッド型符号化方式では 2回の領域分割処理が必要であり，DCT ある
いは ICA 基底を小ブロックに適用したときの符号量を直接比較していたために，処理コストの観点で問題が残され
ていた．この問題に対して，各基底の結合係数における L0ノルムを比較して領域分割を行う方式を導入し，符号化
性能を劣化することなく，ICA-DCT ハイブリッド型符号化方式の処理コストを約 1/10 まで低減した． 
 























 作成されたアナグリフ画像に提案方式を適用することで，元の画像に比べて 2 重像を軽減した 2 次元画像を得る
ことができた．変換前後の画像を用いて主観評価実験を行った結果，3 次元画像としての立体情報はほぼ同じである
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職名： 講師 氏名： 松田 浩一 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
コンピュータシステム序論， ソフトウェア演習 A，システム演習 I，システム演習 II，メディアシステムゼミ A，


















1) 赤平かなえ，松田浩一, "平面的構造をもつ不可能立体の作成手法", 日本図学会, 2015 年度春季大会学術講演
論文集, pp. 43-46, 2015.05. 
2) 中塚智哉，松田浩一, "筋電位センサを用いた和太鼓の「脱力」技能分析に関する一考察", 人工知能学会, 第
29 回全国大会, 1L2-OS-15a-1, 2015.05. 
3) 松田浩一, "Scratch を用いた図形描画における試行錯誤の誘導に関する一検討", 日本図学会, 東北支部 2015
年度第 1回講演会, 2015.06. 
4) 赤平かなえ，松田浩一, "3 軸方向へ配置可能な不可能立体の作成手法", 日本図学会, 2015 年度秋季大会学術講
演論文集, pp. 127-130, 2015.11. 
5) 松田浩一, "Scratch の数値処理導入への活用", 日本図学会, 東北支部 2015 年度第 2回講演会, 2015.12. 
6) 赤平かなえ，松田浩一, "非直角のトリックを用いた不可能立体のモデリングインタフェースの検討", 情報処理
学会, 第 78 回全国大会, 2X-04, 2016.03. 
7) 深川麻里，松田浩一, 菅原昴太, "腰部の加速度を用いた歩行距離推定に関する一検討", 情報処理学会, 第 78
回全国大会, 1ZB-06, 2016.03. 
8) 菊地直樹，松田浩一, 小井田康明, "腰部の加速度を用いた地域伝統舞踊の動作分析に関する一検討", 情報処理
学会, 第 78 回全国大会, 4ZB-03, 2016.03. 
9) 市川尚, 後藤裕介, 松田浩一, 羽倉淳, 大根田秀雄, 上野新滋, "ソフトウェア情報学的アプローチによる問題
解決方法を学ぶキャリア科目の試み", SICE システム・情報部門 社会システム部会, 第 10 回社会システム部会
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研究会, ポスター発表, 2016.03. 
(e) 研究費の獲得 
1) 松田浩一（研究代表者）, "郷土芸能伝承のための「身体知」「印象」の抽出・可視化に関する研究", 科学研究
費補助金 基盤研究(C), 2014～2016, 1,500,000 円（2015 年度）. 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
















1) 社団法人 画像情報教育振興協会 協会委員 





























































自然画像と CG 画像を識別するときの注目箇所とその要因 






















深川 麻里 腰部の加速度を用いた歩行距離推定に関する一検討 





















JPEG 等で用いられる DCT は，エッジ領域等の画像の統計的性質が満たされないところで，圧縮
性能が低下することが知られている．それに対して，画像の局所的性質に対応した基底を導出
する独立成分分析（ICA）は，画像の局所的特徴を少ない符号量で保存することが可能である．
そこで，圧縮性能の観点で，画像の小ブロックを DCT が得意とするものと ICA が得意とするも
のに分類し，それぞれを DCT，ICA 基底を用いて符号化する方式を提案した．提案する符号化方
式の特徴は，ICA 基底を単独で使用するのではなく DCT 基底と併用することで，導出された ICA
基底群の冗長性を削減したことであり，その結果として使用する ICA 基底の数が制限され，JPEG
に相当する DCT 単独使用のものから符号化性能が改善された． 
小林知愛 オブジェクトの顕著性に基づく 2重像を軽減したアナグリフ画像の生成手法 
立体視画像を実現する一手法にアナグリフ画像がある．アナグリフ画像は両眼視差の原理に基
づいていることから，専用眼鏡を用いない場合には 2 重像として観察される．このアナグリフ



























1) 小林知愛, 亀田昌志, プリマ オキ ディッキ アルディアンシャー, "オブジェクトの顕著性に基づく2重像を軽
減したアナグリフ画像の生成手法," 信学技報, IE2015-08, pp.1-6, 2015.8. 
2) 川村和也, 亀田昌志, "画像の種類に依存しない汎用的な ICA 基底に基づく画像符号化方式の提案,” 2015 年画
像符号化シンポジウム（PCSJ2015）, P-3-01, 2015.11. 
3) 宮崎春彦, 亀田昌志, "画像のサブバンド符号化におけるカラー静止画像に対する最適帯域分割,” 2015 年画像
符号化シンポジウム（PCSJ2015）, P-3-06, 2015.11. 
4) 石川雄大, 亀田昌志, "フラクタル次元を用いた画像質感の定量的評価手法の検討," 2015 年画像符号化シンポ
ジウム（PCSJ2015）, P-3-10, 2015.11. 
5) 鶴崎裕貴, 亀田昌志, プリマ オキ ディッキ アルディアンシャー, "Total Variation 正則化を用いた超解像に
おける鮮鋭な拡大画像作成のための最適パラメータ決定法," 2015 年映像メディア処理シンポジウム
（IMPS2015）, I-4-09, 2015.11. 
6) 佐藤圭，亀田昌志, "ケプストラム解析による JPEG 符号化画像におけるモスキートノイズの推定,” 映情メ学技
報, ME2016-27, pp.101-104, 2016.2. 
7) 宮崎春彦, 亀田昌志, "確率分布のクラスタリングに基づく Wavelet Packet 画像符号化の演算量削減法,”信学
技報, IE2015-113,pp.107-112,2016.2. 
8) 川村和也, 亀田昌志, "ICA-DCT ハイブリッド型符号化における処理コスト低減に関する検討,”信学技報, 
IE2015-1114,pp.113-118,2016.2. 
9) 小林知愛, 亀田昌志, プリマ オキ ディッキ アルディアンシャー, "オブジェクトの顕著性と局所変形に基づ
くアナグリフ画像の 2重像軽減手法," 信学技報, IE2015-120, pp.253-258, 2016.2. 
10) 漆原勝冴，亀田昌志, 大崎真, 武田利明, "症例画像を用いた色調変化解析による発赤の客観評価,”情報処理学
会第 78 回全国大会, 4R-01, 2016.3. 
11) 佐伯哲也，亀田昌志, "画像復元型符号化に対する画質改善に有効な高域成分生成手法,”情報処理学会第 78 回
全国大会, 4R-02, 2016.3. 
12) 野澤麻衣，亀田昌志, "画像の曲線近似表現を用いたエッジの鮮鋭化,”情報処理学会第 78 回全国大会, 4R-04, 
2016.3. 
13) 赤間遙，亀田昌志, "自然画像とCG画像を識別するときの注目箇所とその要因,”情報処理学会第78回全国大会, 
4R-05, 2016.3.  
14) 赤平かなえ，松田浩一, "平面的構造をもつ不可能立体の作成手法", 日本図学会, 2015 年度春季大会学術講演
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論文集, pp. 43-46, 2015.05. 
15) 中塚智哉，松田浩一, "筋電位センサを用いた和太鼓の「脱力」技能分析に関する一考察", 人工知能学会, 第
29 回全国大会, 1L2-OS-15a-1, 2015.05. 
16) 赤平かなえ，松田浩一, "非直角のトリックを用いた不可能立体のモデリングインタフェースの検討", 情報処理
学会, 第 78 回全国大会, 2X-04, 2016.03. 
17) 深川麻里，松田浩一, 菅原昴太, "腰部の加速度を用いた歩行距離推定に関する一検討", 情報処理学会, 第 78
回全国大会, 1ZB-06, 2016.03. 
18) 菊地直樹，松田浩一, 小井田康明, "腰部の加速度を用いた地域伝統舞踊の動作分析に関する一検討", 情報処理
学会, 第 78 回全国大会, 4ZB-03, 2016.03. 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 








































































1) 猿舘朝, 布川博士，伊藤憲三, 携帯端末を利用した難聴者向け生活音サポートシステム, 日本感性工学会論文
誌, vol. 15, no. 1, pp. 97–105, 2016. 
2) Hideaki SUZUKI, Hiroshi NUNOKAWA, TSP model service design of fourth-generation electronic book, 
International Journal of Affective Engineering (日本感性工学会英文論文誌)採録決定 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Meguru Yamashita, Kiwamu Sato, Naohito Ogasawara, Hiroshi Nunokawa, The Analysis and Design of 
Collaborative Composition System, Proc. of International Symposium on Affective Science and Engineering 
2016 (ISASE 2016), Shinjuku, Japan, 22-23 March, 2016 
2) Iwao Kobayashi，Nami Nemoto，Kiwamu Sato，Kaito Watanabe，Hiroshi Nunokawa，Naohiro Ogasawara，Japanese 
Sentence Handwriting Learning System for Special Needs Education，ASSETS '15 Proceedings of the 17th 
International ACM SIGACCESS Conference on Computers & Accessibility，325-326，2015-10  
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 布川博士，佐藤究，小笠原直人，飲料自販機ビジネスにおけるルートマンの作業記録，情報処理学会，第 132
回 IS 研究発表会，情報システムと社会環境（IS）,2015-IS-132(10),pp.1-8，2015-06   
2) 猿舘朝, 布川博士，伊藤憲三, 携帯端末を利用した難聴者向け生活音サポートシステム(口頭発表), 日本感性工
学会大会，2016 ８月,文化学園大学    
3) 猿舘朝，布川博士，伊藤憲三 ：難聴者の生活スタイルとその生活音支援，情処研究会報告情報システムと社会
環境（IS）,2015-IS-133(7),1 - 6,2015-08-27    
4) 猿舘朝，布川博士，伊藤憲三：難聴者支援のためのスマートフォンアプリ，信学技報，115(100)，pp.37-42，
2015-6-18．    
5) 境澤直哉，佐藤究，小林巌，小笠原直人，布川博士，特別支援教育における書字学習支援アプリケーション「か
ける君（極）」と連携する個別指導管理支援システム，教育システム情報学会研究報告 Vol.20, 
no.4,pp.43-46,2015-11   
























1) 仙台応用情報学研究振興財団理事 研究主幹 
2) 東北情報サービス産業懇談会顧問 
3) 宮城県情報サービス産業協会参与 
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職名： 講師 氏名： 佐藤究 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
情報環境論，プログラム言語構造論 I/II，ソフトウェア演習 C，メディアシステム演習 I/II，メディアシステムゼ













1) Iwao Kobayashi，Nami Nemoto，Kiwamu Sato，Kaito Watanabe，Hiroshi Nunokawa，Naohiro Ogasawara，Japanese 
Sentence Handwriting Learning System for Special Needs Education，ASSETS '15 Proceedings of the 17th 
International ACM SIGACCESS Conference on Computers & Accessibility，325-326，2015-10 
2) Meguru Yamashita, Kiwamu Sato, Naohito Ogasawara, Hiroshi Nunokawa, The Analysis and Design of 
Collaborative Composition System, Proc. of International Symposium on Affective Science and Engineering 





































1) JSiSE_2015 年度第 5回研究会実行委員 





Japanese Sentence Handwriting Learning System for Special Needs Education 
 
Handwriting is a key challenge for students who receive special needs education (SNE). The use of information 
and communication technology (ICT) in education has become a hot topic worldwide recently. Particularly, 
tablet PCs have garnered much attention. Therefore, handwriting-related applications and software have been 
examined and used for such students [1]. Nevertheless, existing applications have several shortcomings: 
1) They are designed for learning to write characters and words, not sentences, which are prominent in school 
curriculum guidelines in Japan. 2) Writing is mainly done with fingers. Few products use writing implements. 
3) Most existing applications are self- instructional. Few or no studies have examined applications for 
individualized instruction, which is applied many times in SNE. 
This study assessed a Japanese handwriting system 1) for learning to write sentences, 2) for writing with 
a pen, and 3) for use with individualized instruction. 
 
The Analysis and Design of Collaborative Composition System 
 
Music is one of ways to express affective activities of human beings. Therefore, there are many researches 
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about music activities in the field of affective computing (Kansei Engineering). However, although most 
of those researches treat mainly the automatic generation of music using computer or the effects of music 
to human emotion or affective-cognitive, there are only few researches which deal with music composition 
as humans creative activities in the field of affective computing. It is desired to realize the system that 
can overcome drawbacks and support the collaborated music composition to exert specific creativity based 
on the human original affective activity In order to implement the system, we are investigating a research 
concerned with supporting creative and collaborative composition system by a plurality of persons. In this 
paper, we describe conditions and method for supporting creative collaborative composition based on the 









論 I/II，ソフトウェア演習 B，メディアシステム演習 I/II，メディアシステムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
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can overcome drawbacks and support the collaborated music composition to exert specific creativity based 
on the human original affective activity In order to implement the system, we are investigating a research 
concerned with supporting creative and collaborative composition system by a plurality of persons. In this 
paper, we describe conditions and method for supporting creative collaborative composition based on the 
analysis of human creativity and its application for the music creation.． 

















































1) 猿舘朝, 布川博士，伊藤憲三, 携帯端末を利用した難聴者向け生活音サポートシステム, 日本感性工学会論文
誌, vol. 15, no. 1, pp. 97–105, 2016. 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) Meguru Yamashita, Kiwamu Sato, Naohito Ogasawara, Hiroshi Nunokawa, The Analysis and Design of 
Collaborative Composition System, Proc. of International Symposium on Affective Science and Engineering 
2016 (ISASE 2016), Shinjuku, Japan, 22-23 March, 2016 
2) 猿舘朝, 布川博士，伊藤憲三, 携帯端末を利用した難聴者向け生活音サポートシステム(口頭発表), 日本感性工
学会大会，2016 ８月,文化学園大学    
3) 猿舘朝，布川博士，伊藤憲三 ：難聴者の生活スタイルとその生活音支援，情処研究会報告情報システムと社会
環境（IS）,2015-IS-133(7),1 - 6,2015-08-27    
4) 猿舘朝，布川博士，伊藤憲三：難聴者支援のためのスマートフォンアプリ，信学技報，115(100)，pp.37-42，



























 複数音声クエリの N-best 認識候補中の最良クエリ決定方式 
 色構造を考慮した野鳥の品種識別 
 音声対話に基づくユーザの興味推定を利用した音声対話情報提供システム 
 RGB 情報を用いた進化計算による背景領域除去 
 バレーボール動画におけるボール軌道の取得方法の検討 
 DNN の全出力確率系列 Posteriorgram を用いた STD の検索精度の向上 
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2.17.2. 教員業績概要 















1) 小嶋和徳, 澤村誠, 石亀昌明, 伊藤慶明: PSO とアクティブ探索を組み合わせたテンプレートマッチング, 画像
電子学会誌, Vol.44, No.3, pp.484--492, 2015-7. 
2) 伊藤慶明, 鳴海司朗, 大内一揮, 菅原翔太, 李時旭: 音声中の未知語の検索 語検出における音節バイグラムの
インデックス化方式, 電子情報通信学会論文 D, Vol. J99-D, No. 2, pp.178--187, 2016-2. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Kazuki Oouchi, Ryota Kon'no, Takahiro Akyu, Kazuma Konno, Kazunori Kojima, Kazuyo Tanaka, Shi-wook Lee, 
Yoshiaki Itoh: Evaluation of re-ranking by prioritizing highly ranked documents in spoken term detection, 
INTERSPEECH, pp.3675--3679, 2015-9, Dresden, Germany. 
2) Ryota Konno, Kazunori Kojima, Lee Shi-Wook, Kazuyo Tanaka, Yoshiaki Itoh: Rescoring by a Deep Neural 
Network for Spoken Term Detection, Asia-Pacific Signal and Information Processing Association APSIPA, 
4 pages, 2015-12. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 紺野良太, 小嶋和徳, 李時旭, 田中和世, 伊藤慶明: 音声中の検索語検出におけるフレームレベル状態系列間
照合方式, 電子情報通信学会技術研究報告, IEICE-SP2015-37, pp.7-12, 2015-07. 
2) 千田恭平, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 隣接セグメント特徴による野鳥の品種識別, 平成 27 年度電気関係学会東北支
部連合大会講演論文集, 1E04, 1 page, 2015-8. 
3) 菊池拓磨, 小嶋和徳, 伊藤慶明: バレーボール動画におけるサーブデータ抽出に関する研究, FIT2015 第 14 回
情報科学技術フォーラム, 第 1分冊, B-007, pp.183--184, 2015-9. 
4) 橋本拓観, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 運転中等に用いる音声対話継続システム, FIT2015 第 14 回情報科学技術フォ
ーラム, 第 2 分冊, E-026, pp.261--262, 2015-9. 
5) 千田恭平, 菊池拓磨, 伊藤慶明, 小嶋和徳: HLAC 特徴を用いた暴力シーンリアルタイム検出, FIT2015 第 14 回




本音響学会秋季研究発表会，1-Q-19，4 pages, 2015-9. 
7) 紺野良太, 李時旭, 田中和世, 小嶋和徳, 伊藤慶明: STD におけるフレームレベル状態系列間照合による検 索
精度向上, 日本音響学会秋季研究発表会, 1-Q-21，4 pages, 2015-9. 
8) 紺野良太, 小嶋和徳, 伊藤慶明: DNN 分布間距離より構築したサブワード/状態間音響距離の STD への適用, 日
本音響学会春季研究発表会, 1-R-10, 4 pages, 2016-3. 
9) 小原真人, 小嶋和徳, 伊藤慶明: DNN 出力確率系列 Posteriorgram との併用による STD 検索精度の向上, 日本
音響学会春季研究発表会, 1-R-11, 2 pages, 2016-3. 
10) 千田恭平, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 類似配色を考慮した野鳥の品種識別, 情報処理学会第 78 回全国大会, 1N-02, 
pp.2-199--200, 2016-3. 
11) 菊池拓磨, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 色ヒストグラムとパーティクルフィルタを用いたバレーボール追跡, 情報処
理学会第 78 回全国大会, 4N-04, pp.2-255--256, 2016-3. 
12) 橋本拓観, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 興味推定による自動車内音声対話情報提供システム, 情報処理学会第 78 回全
国大会, 6Q-04, pp.2-519--520, 2016-3. 
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省科学研究費 平成 27 年 基盤研究 C 「DNN を用いた音声による音声の検索の高精度・高速・低資源
システムの実現」研究代表者として研究費 176 万円 
2) 文部科学省科学研究費 平成 27 年 基盤研究 C 「異種音声単位と複数言語を用いた高分解能音声特徴空間の
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(e) 学会などにおける活動 
1) 2010 年～現在音声ドキュメント処理ワーキンググループ副主査 
2) 平成 21 年度～平成 26 年度 日本音響学会東北支部会計幹事補佐，会計幹事, 庶務幹事補佐, 庶務幹事，監査役
3) 人工知能学会 評議員，査読委員 























職名： 講師 氏名： 小嶋和徳 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 










1) 小嶋和徳, 澤村誠, 石亀昌明, 伊藤慶明: PSOとアクティブ探索を組み合わせたテンプレートマッチング, 画像
電子学会誌, Vol.44, No.3, pp.484--492, 2015-7. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Kazuki Oouchi, Ryota Kon'no, Takahiro Akyu, Kazuma Konno, Kazunori Kojima, Kazuyo Tanaka, Shi-wook Lee, 
Yoshiaki Itoh: Evaluation of re-ranking by prioritizing highly ranked documents in spoken term detection, 
INTERSPEECH, pp.3675--3679, 2015-9, Dresden, Germany. 
2) Ryota Konno, Kazunori Kojima, Lee Shi-Wook, Kazuyo Tanaka, Yoshiaki Itoh: Rescoring by a Deep Neural 
Network for Spoken Term Detection, Asia-Pacific Signal and Information Processing Association APSIPA, 
4 pages, 2015-12. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 紺野良太, 小嶋和徳, 李時旭, 田中和世, 伊藤慶明: 音声中の検索語検出におけるフレームレベル状態系列間
照合方式, 電子情報通信学会技術研究報告, IEICE-SP2015-37, pp.7-12, 2015-07. 
2) 千田恭平, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 隣接セグメント特徴による野鳥の品種識別, 平成 27 年度電気関係学会東北支
部連合大会講演論文集, 1E04, 1 page, 2015-8. 
3) 菊池拓磨, 小嶋和徳, 伊藤慶明: バレーボール動画におけるサーブデータ抽出に関する研究, FIT2015 第 14 回
情報科学技術フォーラム, 第 1分冊, B-007, pp.183--184, 2015-9. 
4) 橋本拓観, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 運転中等に用いる音声対話継続システム, FIT2015 第 14 回情報科学技術フォ
ーラム, 第 2 分冊, E-026, pp.261--262, 2015-9. 
5) 千田恭平, 菊池拓磨, 伊藤慶明, 小嶋和徳: HLAC 特徴を用いた暴力シーンリアルタイム検出, FIT2015 第 14 回
情報科学技術フォーラム, 第 3分冊, H-021, pp.175--176, 2015-9. 
6) 紺野良太, 李時旭, 田中和世, 小嶋和徳, 伊藤慶明: STD におけるフレームレベル状態系列間照合による検 索
精度向上, 日本音響学会秋季研究発表会, 1-Q-21，4 pages, 2015-9. 
7) 紺野良太, 小嶋和徳, 伊藤慶明: DNN 分布間距離より構築したサブワード/状態間音響距離の STD への適用, 日
本音響学会春季研究発表会, 1-R-10, 4 pages, 2016-3. 
8) 小原真人, 小嶋和徳, 伊藤慶明: DNN 出力確率系列 Posteriorgram との併用による STD 検索精度の向上, 日本
音響学会春季研究発表会, 1-R-11, 2 pages, 2016-3. 
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9) 千田恭平, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 類似配色を考慮した野鳥の品種識別, 情報処理学会第 78 回全国大会, 1N-02, 
pp.2-199--200, 2016-3. 
10) 菊池拓磨, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 色ヒストグラムとパーティクルフィルタを用いたバレーボール追跡, 情報処
理学会第 78 回全国大会, 4N-04, pp.2-255--256, 2016-3. 
11) 橋本拓観, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 興味推定による自動車内音声対話情報提供システム, 情報処理学会第 78 回全











































 Leap Motion を利用したジェスチャ認識に関する検討 
赤外線を利用して手の指の位置情報を取得可能な Leap Motion を利用し，手話の指文字を識別する手法につい
て検討し，識別精度の向上を図った． 



















DNN の全出力確率系列 Posteriorgram を用いた STD の検索精度の向上 
本研究では，音声クエリを用いて音声ドキュメント中からの検出を行う SQ-STD について，従
来手法で候補を絞り込んだ後に，上位の候補に対して DeepNeuralNetwork の出力確率系列で
ある Posteriogram を利用して再照合することで精度の向上を図った． 
佐藤 槙介 
 
Leap Motion と機械学習を用いた指文字認識に関する研究 
本研究では，手話において新語や固有名詞などの表現のために使用される指文字について，















































複数音声クエリの N-best 認識候補中の最良クエリ決定方式 
本研究では，複数音声クエリの N-best 認識候補中の最良クエリ決定方式を提案した．ユーザが

























1) Kazuki Oouchi, Ryota Kon'no, Takahiro Akyu, Kazuma Konno, Kazunori Kojima, Kazuyo Tanaka, Shi-wook Lee, 
Yoshiaki Itoh: Evaluation of re-ranking by prioritizing highly ranked documents in spoken term detection, 
INTERSPEECH, pp.3675--3679, 2015-9, Dresden, Germany. 
2) Ryota Konno, Kazunori Kojima, Lee Shi-Wook, Kazuyo Tanaka, Yoshiaki Itoh: Rescoring by a Deep Neural 
Network for Spoken Term Detection, Asia-Pacific Signal and Information Processing Association APSIPA, 
4 pages, 2015-12. 
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3) 紺野良太, 小嶋和徳, 李時旭, 田中和世, 伊藤慶明: 音声中の検索語検出におけるフレームレベル状態系列間
照合方式, 電子情報通信学会技術研究報告, IEICE-SP2015-37, pp.7-12, 2015-07. 
4) 千田恭平, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 隣接セグメント特徴による野鳥の品種識別, 平成 27 年度電気関係学会東北支
部連合大会講演論文集, 1E04, 1 page, 2015-8. 
5) 菊池拓磨, 小嶋和徳, 伊藤慶明: バレーボール動画におけるサーブデータ抽出に関する研究, FIT2015 第 14 回
情報科学技術フォーラム, 第 1分冊, B-007, pp.183--184, 2015-9. 
6) 橋本拓観, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 運転中等に用いる音声対話継続システム, FIT2015 第 14 回情報科学技術フォ
ーラム, 第 2 分冊, E-026, pp.261--262, 2015-9. 
7) 千田恭平, 菊池拓磨, 伊藤慶明, 小嶋和徳: HLAC 特徴を用いた暴力シーンリアルタイム検出, FIT2015 第 14 回
情報科学技術フォーラム, 第 3分冊, H-021, pp.175--176, 2015-9. 
8) 紺野良太, 李時旭, 田中和世, 小嶋和徳, 伊藤慶明: STD におけるフレームレベル状態系列間照合による検 索
精度向上, 日本音響学会秋季研究発表会, 1-Q-21，4 pages, 2015-9. 
9) 紺野良太, 小嶋和徳, 伊藤慶明: DNN 分布間距離より構築したサブワード/状態間音響距離の STD への適用, 日
本音響学会春季研究発表会, 1-R-10, 4 pages, 2016-3. 
10) 小原真人, 小嶋和徳, 伊藤慶明: DNN 出力確率系列 Posteriorgram との併用による STD 検索精度の向上, 日本
音響学会春季研究発表会, 1-R-11, 2 pages, 2016-3. 
11) 千田恭平, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 類似配色を考慮した野鳥の品種識別, 情報処理学会第 78 回全国大会, 1N-02, 
pp.2-199--200, 2016-3. 
12) 菊池拓磨, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 色ヒストグラムとパーティクルフィルタを用いたバレーボール追跡, 情報処
理学会第 78 回全国大会, 4N-04, pp.2-255--256, 2016-3. 
13) 橋本拓観, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 興味推定による自動車内音声対話情報提供システム, 情報処理学会第 78 回全
国大会, 6Q-04, pp.2-519--520, 2016-3. 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 千田恭平，FIT2015 第 14 回情報科学技術フォーラム，FIT 奨励賞，HLAC 特徴を用いた暴力シーンリアルタイム



















Goutam Chakraborty，馬淵 浩司，松原 雅文 
(d) 研究テーマ 
 E-learning システムにおける学習効果向上を目指した多肢選択問題の自動生成 
 眼球運動の解析による視聴者の熟練度の分類 
 否認防止機能を備えた安全な医療情報共有システム 
 e ラーニングシステムにおけるヒント提示機能の提案 
 並列化 ACO のグループ数と移住する蟻の数に対する解の収束についての検討 



























1) Goutam Chakraborty, Robert Kozma, Tadahiko Murata, Qiangfu Zhao, "Awareness in Brain, Society, and 
Beyond", IEEE System, Man, & Cybernatics Magazine, vol.1, no.3, July 2015, pp. 8-16. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Goutam Chakraborty, Shigeki Horie, Shigeki Horie, Zbigniew Kokosiniski,   "Minimizing Sensors for System 
Monitoring –A Case Study with EEG Signals,"  IEEE Cybernatics Conference, pp. 206-211, Gdynia, Poland, 
June, 2015. 
2) T. P. Hong, L. I. Huang, W. Y. Lin, Y. Y. Liu, G. Chakraborty, "Dynamic migration in multiple ant colonies," 
IEEE Cybernatics Conference, pp. 146-150, Gdynia, Poland, June, 2015. 
3) Chayanon Sub-r-pa; G. Chakraborty, "Dynamic distribute route recommendation system for multiple 
destinations," IEEE 12th. International Conference on Electrical Engineering/Electronics, Computer, 
Telecommunications and Information Technology (ECTI-CON), pp. 1-5, Hua Hin, Thailand, June, 2015. 
4) M. Matsuhara, T. Sugawara, G. Chakraborty, H. Mabuchi, "An efficient image-aware Kana-Kanji conversion 
algorithm for Twitter on mobile phones," IEEE 7th International Conference on Awareness Science and 
Technology (iCAST), pp. 49-54, Qinhuangdao, China, September, 2015. 
5) Goutam Chakraborty, "An Expert’s Selective Attention and Awareness Incorporating Expert’s Perception 
in Machine Learning," Position paper, IEEE 7th International Conference on Awareness Science and 
Technology (iCAST), pp. 49-54, Qinhuangdao, China, September, 2015. 
6) T. T. Yang, C. L. Chen and Goutam Chakraborty, "Medical information sharing system based on 
non-repudiation mechanism," International Conference on Innovation, Communication and Engineering, 
Xiangtan, Hunan, China, 23-28 October, 2015. 
7) Sayan Sen Sarma, G. Chakraborty, "Queuing model-based optimal traffic flow in a grid network" IEEE 
International Conference on Advanced Networks and Telecommuncations Systems (ANTS), Kolkata, India, 
December, 2015. 
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8) Takuya Kamiyama and Goutam Chakraborty, "Real-time Anomaly Detection of Continuously Monitored 
Bio-signals Like Electrocardiogram," Workshop on Time series data analysis and its application, 
International symposium of Japan Society of Artificial Intelligence, Tokyo, Japan, 16-18 Nov, 2015.
9) Horie Shigeki, Goutam Chakraborty, "Reduction of Probes by Selecting Cluster-Centers of EEG Signal and 
Eliminating Irrelevant Ones by Pareto GA," Workshop on Time series data analysis and its application, 
International symposium of Japan Society of Artificial Intelligence, Tokyo, Japan, 16-18 Nov, 2015.
10) Zong Han Wu, Goutam Charkraborty, "Analysis of eye-tracking data to classify the level of reading 
comprehension," Workshop on Time series data analysis and its application, International symposium of 
Japan Society of Artificial Intelligence, Tokyo, Japan, 16-18 Nov, 2015. 
11) Goutam Chakraborty and Shigeki Horie, "Towards an Efficient and Convenient Brain Computer Interface," 
American Association of Artificial Intelligence Spring Symposium, Palo Alto, California, USA, 21-23 
March, 2016. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 堀江繁貴，Goutam Chakraborty，馬淵浩司，松原雅文：”Pareto GA を用いた脳波測定時の電極数の削減”, 平
成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F01, August 2015. 
2) 上山拓也，Chakraborty Goutam，馬淵浩司，松原雅文：”周期的生体信号における異常検知に必要なパラメータ
の最適化”, 平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F04, August 2015. 
3) 松原雅文: “少数キーでの入力が可能な携帯端末向け Web 検索手法の有効性について” FIT2015 第 14 回情報科
学技術フォーラム講演論文集, E-023, pp.249-250, September 2015. （FIT 奨励賞受賞） 
4) 佐藤英輝，馬淵浩司，Goutam Chakraborty，松原 雅文: “E-learning システムにおける学習効果向上を目指し
た多肢選択問題の自動生成” 日本教育工学会研究会，15-4，B4，岩手県立大学，October 2015. 
5) 上山拓也，ゴウタム チャクラボルティ，馬淵浩司，松原雅文: “周期的生体信号からのリアルタイム異常検知” 
情報処理学会第 78 回全国大会，4Z-02，慶応大学（矢上キャンパス），March 2016. 
(e) 研究費の獲得 
























1) Key-note Address - Intl. Conf. on Advance Information Technology (AIT) 2014, 24-25 April, 2015, Taichung, 
Taiwan. 
2) Key-note Address - The 9th International Conference of Frontiers of Information Technology, Applications 
and Tools (FITAT), Dianli, China, 20-23July, 2015. 
3) Invited talk     - Workshop on Large Scale Comple Network Analysis, 19-20 December,India. 




1) International Program Committee  member 
① IEEE System, Man and Cybernatics Conference (SMC) 2015, Hong Kong, 9-12 October, 2015, 6th. 
International Conference on Pattern Recognition and Machine Intelligence (PReMI), Warsaw, Poland, 
30 June- 3 July, 2015. 
② IEEE Int. Conference on Advanced Network and Telecommunication Systems (ANTS), Kolkata, India, 15-18 
December, 2015, 
③ IEEE Int. Conference on Evolutionary Computation (CEC), Sendai, Japan, 25-28 May, 2015. 
④ IEEE Int. Conference on Awareness Science & Technology(iCAST), Qinhuangdao, China, 22-24 September, 
2015. 
⑤ IEEE International Conference on Sensor Technology (ICST), Auckland, NZ, 8-10, December, 2015. 
⑥ IEEE Cybernatics Conference, Gdynia (CYBCON), Poland, 24-26 June, 2015. 
⑦ International Conference of Information Science and Control Engineering (ICISCE), Shanghai, China, 
24-26 April, 2015. 
⑧ 8th. Asian Conference on Intelligent Information and Database Systems, Da Nang, Vietnam, 14-16 March, 
2016. 
⑨ IEEE Intl. Conference on Fuzzy Systems(FUZZ-IEEE), Istanbul, Turkey, 2-5 August, 2015. 
⑩ International Multidisciplinary Social Networks Conference (MISNC), Matsuyama, Japan, 1-3 September, 
2015. 
2) International Conference Chairs 
⑪ Advisory Chair: IEEE IEMCON 2015, 15-17 October, 2015, Vancouver, Canada. 
⑫ Steering Chair: IEEE Int. Conference on Awareness Science & Technology (iCAST), Qinhuangdao, China, 
22-24 September, 2015. 
⑬ Ph.D. Forum Chair: IEEE Int. Conference on Advanced Network and Telecommunication Systems (ANTS), 
Kolkata, India, 15-18 December, 2015. 
⑭ International Advisory Chair: The 9th International Conference of Frontiers of Information 
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Technology, Applications and Tools (FITAT), Dianli, China, 20-23July, 2015 
3) Membership 
a) IEEE senior member, 
b) IEEE Society membership: IEEE SMCS, IEEE CIS, IEEE VTS, IEEE COMSOC; 
c) ACM Senior Member, ACM life member 
4) IEEE Society Services 
a) IEEE SMC (system, man, Cybernatics) Society, Steering Chair of the Technical committee of Awareness 
Computing. http://www.ieeesmc.org/technicalcommittess/tc_ac.html 
b) IEEE SMC (system, man, Cybernatics) Society, Member of the Technical committee of Soft Computing. 
http://www.ieeesmc.org/technicalcommittess/tc_ac.html 
c) IEEE CIS (computational intelligence society) Awareness Computing Task Force steering committee 
member, Neural Network Technical Committee member http://cis.ieee.org/neural-networks-tc.html 
5) Journal editor 
a) Editor: Journal of intelligent sensors, 
b) Editor: Computer Science and Information System, A Technical Transaction of Cracow Uni. of Technology, 
Poland. 
c) Steering Committee member, IEEE tran. On affective computing,  
http://www.computer.org/portal/web/tac/edboard;jsessionid=8ca74403b4cb0e06edc10bcbd78f 
6) JOURNAL PAPER Review 
⑮ Neural Computing and Applications (NCAA), Springer. 
⑯ Journal of Web Engineering. 
⑰ ACM Transactions on Information Systems. 
⑱ International Journal of Machine Learning and Cybernetics (JMLC) 
⑲ Neurocomputing. 
⑳ IEEE System, Man, and Cybernatics 







The research work done during the year 2015 are the following: 
1) Clustering of multivariate time series - experiments with EEG signals towards identifying P300 event 
related potential. 
2) Collection and analysis of electro encephalogram signals, and their analysiswith a goal to design an 
efficient and accurate individualistic BCI system. 
3) Intelligent Navigation when the destination is not specifi, but characterized. Finiding best route where 
multiple destinations satisfy a user's specification. Traffic distribution to avoid congetion. 
List of published works during year 2012 are given below. For details of the publications please visit my 
web-site publication list at: 
http://www.chishiki.soft.iwate-pu.ac.jp/~goutam/ 
4) Anomaly detection of periodic bio-signals. 
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職名： 准教授 氏名： 馬淵 浩司 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 










1) Hiroshi Mabuchi, Toshiki Satoh: Proposal for E-learning System with Expandable and Developable Functions, 
Int. J. of Innovative Computing, Information and Control, Vol.11, No.2, pp.743--757 (2015 年度) 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Masafumi Matsuhara, Taichi Sugawara, Goutam Chakraborty,  and Hiroshi Mabuchi: An Efficient Image-Aware 
Kana-Kanji Conversion Algorithm for Twitter on Mobile Phones, The IEEE 7th International Conference on 
Awareness Science and Technology, Session 3-2, China (2015 年 9 月) 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 佐藤英輝, 馬淵浩司, Goutam Chakraborty, 松原雅文: E-learning システムにおける学習効果向上を目指した
多肢選択問題の自動生成, 日本教育工学会研究報告集, JSET15-4, pp.77--80 (2015 年 10 月) 
2) 上山 拓也, Chakraborty Goutam, 馬淵浩司, 松原雅文: 周期的生体信号からのリアルタイム異常検知, 情報処
理学会第 78 回全国大会, 4Z-02, 慶応大学 (2016 年 3 月) 
3) 上山拓也, Chakraborty Goutam, 馬淵浩司, 松原雅文: 周期的生体信号における異常検知に必要なパラメータの
最適化, 平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会 (2015 年 8 月) 
4) 堀江繁貴, Chakraborty Goutam, 馬淵浩司, 松原雅文: Pareto GA を用いた脳波測定時の電極数の削減, 平成 27
























1) 出前講義 岩手県立盛岡北高等学校(2015 年 6 月) 
2) 出前講義 大阪府立芦間高等学校(2015 年 6 月) 
3) 学部・入試説明 岩手県立福岡高等学校(2015 年 7 月) 
4) 学部・入試説明 岩手県立福岡工業高等学校(2015 年 7 月) 
5) 学部・入試説明 岩手県立平舘高等学校(2015 年 7 月) 
6) 学部・入試説明 岩手県立盛岡第二高等学校(2015 年 7 月) 
7) 模擬講義  岩手県立大学オープンキャンパス(2015 年 7 月) 
8) 5 大学合同駅前講義 岩手県立大学 アイーナキャンパス(2015 年 8 月) 
9) 出前講義 岩手県立金ヶ崎高等学校(2015 年 9 月) 
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1) Masafumi Matsuhara, Taichi Sugawara, Goutam Chakraborty and Hiroshi Mabuchi: "An Efficient Image-Aware 
Kana-Kanji Conversion Algorithm for Twitter on Mobile Phones" The IEEE 7th International Conference on 
Awareness Science and Technology (iCAST 2015), Session 3-2, Qinhuangdao, China, Sep.22-24,2015. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 堀江繁貴，Goutam Chakraborty，馬淵浩司，松原雅文：”Pareto GA を用いた脳波測定時の電極数の削減”, 平
成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F01, August 2015. 
2) 上山拓也，Chakraborty Goutam，馬淵浩司，松原雅文：”周期的生体信号における異常検知に必要なパラメータ
の最適化”, 平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F04, August 2015. 
3) 松原雅文: “少数キーでの入力が可能な携帯端末向け Web 検索手法の有効性について” FIT2015 第 14 回情報科
学技術フォーラム講演論文集, E-023, pp.249-250, September 2015. （FIT 奨励賞受賞） 
4) 佐藤英輝，馬淵浩司，Goutam Chakraborty，松原 雅文: “E-learning システムにおける学習効果向上を目指し
た多肢選択問題の自動生成” 日本教育工学会研究会，15-4，B4，岩手県立大学，October 2015. 
5) 上山拓也，ゴウタム チャクラボルティ，馬淵浩司，松原雅文: “周期的生体信号からのリアルタイム異常検知” 
情報処理学会第 78 回全国大会，4Z-02，慶応大学（矢上キャンパス），March 2016. 
(e) 研究費の獲得 
1) 科学研究費補助金，基盤研究(C)「画面を注視せずに少数キーでの入力が可能な携帯端末向けＷｅｂ検索手法」


























1) 平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会実行委員 
2) TSDAA 2015 Co-Chairs 





Mobile phones become widespread and their performance is improving. Applications like E-mail, Web search 
and so on are widely used on mobile phones now. Social networking service (SNS) such as Twitter is especially 
used since it has mobile apps for mobile phones like smart phones. Twitter enables us to send and read short 
messages called “tweets”. Therefore, opportunities and needs are increasing to input Japanese sentences 
for Twitter on mobile phones. 
A Twitter user is able to upload a photo and attach it to a tweet because most mobile phones are camera 
phones which are able to capture photographs. For example, a user sends a tweet with a photo about “TOKYO 
SKYTREE” when she/he visits there. We consider that the photo-image and the text of the tweet-message are 
strongly related in this tweet. Then, we propose an image-aware Kana-Kanji conversion algorithm for Twitter 
on mobile phones. A Kana-string inputted by a user is ambiguous because the Kana-string may corresponds 
to several Kanji-words in Japanese. For disambiguation, our proposed method uses the relation between the 
photo-image and the text of the tweet-message. We consider that the similarity of the text is high when 
the similarity of the images is high in tweets sent by users. The order of priority for the Kanji-word increases 
in the Kana-Kanji conversion algorithm when the similarity is high. Thus, our proposed method enables us 
to efficiently input Japanese text for Twitter on mobile phones. We show processes of our proposed method 
and also show the effectiveness of our proposed method by the result of the evaluation experiment. 





























































































An analysis of eye-tracking data collected from subject’s eye movement, is used to 
measure the reading ability of a subject. In other works, usually collected reading speed 
and eye movement by changing the word frequency. Other works focused on fixation duration
and reading time.  We extracted different features from the eye movement and use them 
to evaluate and quantify the reading ability. In this study, we focus on how an expert 
and a poor subject browse a text while reading. When we are reading English text, our 
Journal of Faculty of Software and Information Sience 2015 
 243
eyes will scan word by word, but speed depends on how many vocabularies are known, as 
well as how comfortable one is with deciphering meaning from the chain of words in a 
sentence. For people whose native language is English, the scanning will be smooth and 
fast compared to people whose native language is not English. The speed of reading, word 
by word duration, and reading direction features are used to quantify reading ability. 
The subjects were divided into 3 groups: those who are fluent in English, subjects with 
the medium level of English proficiency, and those whose English is poor. We could indicate 
features from which the ability of a reader could be classified. We can identify mistakes 
of reading pattern of a poor reader. In addition, our motivation is to recommend how the 




In this era of rapid development of health care system, the concerned issue is how to 
use medical resources effectively and securely. Many literatures discussed about how to 
improve medical information systems. However, they need to pay attention to security 
problems. The other issues, how to protect patients’ privacy and use information 
conveniently, is of great concern. Our work focuses on this security and privacy issues. 
We  design  a  security  scheme  for  healthcare  environments  that  may  be 
encountered by any person at the time of physical emergency. We combine mobile devices 
and cloud computing as the platform. In our scheme, we use pairing-based cryptography 
to design our authentication phase, use symmetric encryption to protect the information, 
and use signature to guarantee that the information is legal. Using the signature,  the  
sender  cannot  deny  they  send  the  message,  which  is  called non-repudiation. 
In our scheme, the patient shares the healthcare information with an agent, so that, people 
can seek medical advice conveniently. The medical staff can use the health information 
on the way to hospital. This information would reduce decision time, medical errors and 
unnecessary testing. Our scheme can defend impersonation attack, man-in-middle attack, 
and replay attack. We also use modal logic to verify our scheme. By using SVO logic, we 







1) 上山拓也，Goutam Chakraborty，馬淵浩司，松原 雅文:“周期的生体信号からのリアルタイム異常検知”情報処
理学会 第 78 回全国大会，慶応義塾大学 矢上キャンパス，March 2016. 
2) Chun-Cheng, Liu and Goutam Chakraborty:“Feature selection based identification of crucial factors for 
successful advertising on mobile devices”人工知能学会 第 99 回人工知能基本問題研究会(SIG-FPAI), 
January, 2016. 
3) Tsai-Tung Yang, Chin-Ling Chen, Goutam Chakraborty“ Medical information sharing system based on 
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non-repudiation mechanism”2015 International Conference on Innovation, Communication and Engineering, 
1813, Changsha, Oct 23-28, 2015. 
4) Zong Han Wu, Goutam Chakraborty:“Analysis of eye-tracking data to classify the level of reading 
comprehension”TSDAA 2015, Keio University, Japan, 17 November 2015. 
5) Takuya Kamiyama, Goutam Chakraborty:“Real-time Anomaly Detection of Continuosly Monitored Bio-signals 
Like ECG, etc.”TSDAA 2015, Keio University, Japan, 17 November 2015. 
6) Shigeki Horie, Goutam Chakraborty:“User Specific EEG Probe Minimization for BCI Speller by Eliminating 
Irrelevant Ones Using Pareto GA”TSDAA 2015, Keio University, Japan, 17 November 2015. 
7) 佐藤英輝，馬淵浩司，Goutam Chakraborty，松原 雅文:“E-learning システムにおける学習効果向上を目指し
た多肢選択問題の自動生成”日本教育工学会研究会，15-4，B4，岩手県立大学，October 2015. 
8) Takuya Kamiyama, Goutam Chakraborty:“Real-time Anomaly Detection of Continuously Monitored Bio-signals 
Like Electrocardiogram”The 2nd UASUA-IPU International Exchange Program, Hagenberg, September 2015.
9) 堀江繁貴，Chakraborty Goutam，馬淵浩司，松原雅文:“Pareto GA を用いた脳波測定時の電極数の削減”平成
27 年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F01, August 2015. 
10) 上山拓也，Chakraborty Goutam，馬淵浩司，松原雅文:“周期的生体信号における異常検知に必要なパラメータ
の最適化”平成 27 年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F04, August 2015. 
11) Chayanon Sub-r-pa; G. Chakraborty, "Dynamic distribute route recommendation system for multiple 
destinations," IEEE 12th. International Conference on Electrical Engineering/Electronics, Computer, 
Telecommunications and Information Technology (ECTI-CON), pp. 1-5, Hua Hin, Thailand, June, 2015. 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
該当なし 
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2.18.4. その他の活動 
1) Invited talk on 18th June, 2015. 
Title of the Talk: Internet Sensing: Challenges and Opportunities 
2) Invited talk on 6th July, 2015 
Title of the Talk: Intelligent Modeling for Healthcare Systems Design 
3) Invited talk on 20th November, 2015. 
























 Reasoning aspects on VDS: Virtual Doctor System: for Mental Health analysis in Natural Disasters 
 メンタルクローニングを用いた高齢化社会における交通事故防止システムの構築に関する研究 
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2.19.2. 教員業績概要 











1) Hamido Fujita and Ali Selamat, Extended Intelligent Software Methodologies, Tools and Techniques, Book,  
May 2015, Publisher: Springer, ISBN: 9783319175294 
2) Hamido Fujita and Guido Guizzi, Intelligent Software Methodologies, Tools and Techniques, Book,  May 
2015, Publisher: Springer, ISBN: 9783319226880, September 2015 
3) Fujita, Hamido, Su, Shun-feng “New Trends on System Sciences and Engineering : (Frontiers in Artificial 
Intelligence and Applications), ISBN:978-1-61499-521-0, July 2015 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) Hamido Fujita, U Rajendra Acharya, “Sudden Cardiac Death (SCD) Prediction based on Nonlinear Heart Rate 
Variability Features and SCD Index”, Applied Soft Computing Journal (Elsevier), (In press) Feb. 2016.
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S1568494616301016  
2) Hamido Fujita, Tianrui Li, Yiyu Yao "Advances in three-way decisions and granular computing, 
Knowledge-Based Systems 91:1-3 · January 2016, Impact Factor: 2.95 · DOI: 10.1016/j.knosys.2015.10.026
3) Gajo Petrović , Hamido Fujita, SoNeR: Social Network Ranker, “Original Software Publication, 
Neurocomputing, Available online 10 November 2015, 
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0925231215014  
4) Thabit Sabbah, Ali Selamat , Md Hafiz Selamat, Roliana Ibrahim, Hamido Fujita, “Hybridized 
Term-Weighting Method for Web Contents Classification using SVM” Neurocomputing, Volume 173, Part 3, 
15 January 2016, Pages 1908-1926 
5) Hamido Fujita, Enrique Herrera-Viedma “Virtual Doctor Systems for Medical Practices” Telehealth and 
Mobile Health, Edition: Telehealth and Mobile Health, Chapter: EXAMPLES OF INTEGRATING TECHNOLOGIES: 
VIRTUAL SYSTEMS, IMAGE PROCESSING, BIOKINEMATICS, MEASUREMENTS, AND VLSI, Publisher: CRC press, Editors: 
Halit Eren, John G. Webster, pp.435-463, 2015. 
6) U Rajendra Acharya, Hamido Fujita, and Filippo Molinari, INTELLIGENT TECHNIQUES FOR SYSTEMATIC ANALYSIS 
OF CARDIAC HEALTH, Journal of Mechanics in Medicine and Biology,  February 2016, DOI: 
10.1142/S0219519416020012 http://www.worldscientific.com/doi/abs/10.1142/S0219519416020012  
7) J. Bernabé-Moreno, A. Tejeda-Lorente, C. Porcel, H. Fujita, E. Herrera-Viedma “CARESOME: A system to 
enrich marketing customers acquisition and retention campaigns using social media information, 
2.19 インテリジェントソフトウェアシステム学講座 
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Knowledge-Based Systems, Volume 80, May 2015, Pages 163-179 
8) U Rajendra Acharya, Hamido Fujita, Vidya K Sudarshan, “Automated Detection and Localization of 
Myocardial Infarction Using Electrocardiogram: A Comparative Study of Different Leads” Knowledge-Based 
Systems, in press (2016). http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0950705116000708  
9) OLIVER FAUST, U. RAJENDRA ACHARYA, E. Y. K. NG, HAMIDO FUJITA, A REVIEW OF ECG-BASED DIAGNOSIS SUPPORT 
SYSTEMS FOR OBSTRUCTIVE SLEEP APNEA, Journal of Mechanics in Medicine and Biology, February 2016,  doi: 
10.1142/S0219519416400042 http://www.worldscientific.com/doi/abs/10.1142/S0219519416400042  
10) YING-TSANG LO, HAMIDO FUJITA, TUN-WEN PAI “PREDICTION OF CORONARY ARTERY DISEASE BASED ON ENSEMBLE 
LEARNING APPROACHES AND CO-EXPRESSED OBSERVATIONS”, Journal of Mechanics in Medicine and Biology, 
February 2016, doi:10.1142/S0219519416400108  
http://www.worldscientific.com/doi/abs/10.1142/S0219519416400108  
11) U Rajendra Acharya, Hamido Fujita, Vidya K Sudarshan, Muthu Rama, Krishnan Mookiah, “An Integrated Index 
for Identification of Fatty Liver Disease Using Radon Transform and Discrete Cosine Transform Features 
Ultrasound Images” Information Fusion, Volume 31, September 2016, Pages 43 –
53,http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S1566253515001190 
12) Vidya K Sudarshana, Muthu Rama Krishnan Mookiah, U Rajendra Acharya, Vinod Chandran, Filippo Molinari, 
Hamido Fujita, “Application of Wavelet Techniques for Cancer Diagnosis using Ultrasound Images: A 
Review,” Computers in Biology and Medicine, Volume 69, 1 February 2016, Pages 97–111 
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0010482515003911 
13) M. Reza Mashinchi, Ali Selamat, Suhaimi Ibrahim, Hamido Fujita “Outlier elimination using granular box 
regression” Information Fusion, Volume 27, January 2016, Pages 161-169 
14) U. Rajendra Acharya, Hamido Fujita, Shreya Bhat, U. Raghavendra, Anjan Gudigar, Filippo Molinari, Anushya 
Vijayananthan, Kwan Hoong Ng " Decision support system for fatty liver disease using GIST descriptors 
extracted from ultrasound images,” Information Fusion, Volume 29, May 2016, Pages 32–39. 
15) Jie Hu, Tianrui Li, Hongjun Wang, Hamido Fujita “Hierarchical cluster ensemble model based on knowledge 
granulation” Knowledge-Based Systems, Volume 91, January 2016, Pages 179-188 
16) Muthu Rama Krishnan Mookiah, U. Rajendra Acharya, Hamido Fujita, Jen Hong Tan, Chua Kuang Chua, Sulatha 
V. Bhandary, Augustinus Laude, Louis Tong “Application of different imaging modalities for diagnosis 
of Diabetic Macular Edema: A review, Computers in Biology and Medicine, Volume 66, 1 November 2015, Pages 
295-315 
17) Jing Gu, Lu Li, Zeshui Xu, Hamido Fujita, Construction of a technology adoption decision-making model 
and its extension to understanding herd behavior, Knowledge-Based Systems, Volume 89, November 2015, 
Pages 471-486 
18) U. Rajendra Acharya, H. Fujita, Vidya K. Sudarshan, Shreya Bhat, Joel E.W. Koh “Application of entropies 
for automated diagnosis of epilepsy using EEG signals: A review: Review Article” ;  Knowledge-Based 
Systems, Volume 88, November 2015, Pages 85–96, 2015,  
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0950705115003081 
19) U. Rajendra Acharya, Hamido Fujita, Vidya K. Sudarshan, Vinitha Sree, Lim Wei Jie Eugene, Dhanjoo N. 
Ghista, Ru San Tan “An integrated index for detection of Sudden Cardiac Death using Discrete Wavelet 
Transform and nonlinear features,” Knowledge-Based Systems, Volume 83, July 2015, Pages 149–158, 
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http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0950705115001094 
20) Changjian Yan · Chaojian Shi · Hamido Fujita · Nan Ma “Sparse Based Maintaining and Extending of 
Case-Based Reasoning through Competence and Dense Based Algorithm” Journal of Acta Polytechnica 
Hungarica, Vol. 12, No. 6, Jun 2015  
21) Raquel Ureña, Francisco Chiclana, Hamido Fujita, Enrique Herrera-Viedma “Confidence-consistency driven 
group decision making approach with incomplete reciprocal intuitionistic preference relations 
Knowledge-Based Systems, Volume 89, November 2015, Pages 86-96 
22) Ligang Zhou; Kwo Ping Tam, Hamido Fujita, “Predicting the Listing Status of Chinese Listed Companies 
with Multi-Class Classification Models,” Information Sciences, 2015 Volume 328, 20 January 2016, Pages 
222–236 
23) Nan Ma, Hamido Fujita, Yun Zhai, Shupeng Wang “Ensembles of Fuzzy Cognitive Map Classifiers Based on 
Quantum Computation”Acta Polytechnica Hungarica 12(4): 7-26 · July 2015 
24) Ligang Zhou, Dong Lu, Hamido Fujita “The Performance of Corporate Financial Distress Prediction Models 
with Features Selection Guided by Domain Knowledge and Data Mining Approaches” Knowledge-Based Systems, 
Volume 85, September 2015, Pages 52–61 
25) Masaki Kurematsu, Jun Hakura, Hamido Fujita ，“A Framework for a Decision Tree Learning Algorithm with 
K-NN”，Communications in Computer and Information Science，513 巻 ，pp.39 ～ 51 ，2015 年 04 月, DOI: 
10.1007/978-3-319-17530-0_4 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Gajo Petrovic · Hamido Fujita，“Effect of relationships in Social Networks on calculating user sentiment 
profiles”，New Trends on System Science and Engineering: Proceedings of ICSSE 2015 ，17 – 24， 
2) Gajo Petrovic, Hamido Fujita，“Semi-automatic Detection of Sentiment Hashtags in Social Networks”， Proc. 
of. The 14th International Conference on Intelligent Software Methodologies, Tools and Techniques，
216-224. 
3) U Rajendra Acharya, Hamido Fujita, Vidya K Sudarshan, Joel En Wei Koh “Automated Prediction of Sudden 
Cardiac Death Risk Using Kolmogorov Complexity and Recurrence Quantification Analysis Features Extracted 
from HRV Signals” Conference: 2015 IEEE International Conference on Systems, Man, and Cybernetics, Hong 
Kong, DOI: 10.1109/SMC.2015.199 
4) Guido Guizzi · Francesco Gargiulo · Liberatina Carmela Santillo · Hamido Fujita "Swarm Intelligence in 
Evacuation Problems: A Review" Intelligent Software Methodologies, Tools and Techniques”Volume 532, 
Springer of the series Communications in Computer and Information Science pp 333-340, 
http://link.springer.com/chapter/10.1007/978-3-319-22689-7_25 
5) Gajo Petrovic, Hamido Fujita “A Semi-automatic Detection of Sentiment Hashtags in Social Networks 
“Intelligent Software Methodologies, Tools and Techniques”Volume 532, Springer of the series 
Communications in Computer and Information Science pp 216-224, 
http://link.springer.com/chapter/10.1007%2F978-3-319-22689-7_16  
6) Hung-Yi Cheng, Tun-Wen Pai, Hamido Fujita “A prediction system for ankyrin repeat domain family,”DOI: 
10.3233/978-1-61499-522-7-168 , ICSSE2015, Volume: http://ebooks.iospress.nl/volumearticle/39589 
7) yu-chien Ko, Hamido Fujita “A strategic game of competitiveness with Quantitative Easing 




8) Gajo Petrovic · Hamido Fujita , “Effect of relationships in Social Networks on calculating user 
sentiment profiles” July 2015, DOI: 10.3233/978-1-61499-522-7-17 ICSSE2015, At Japan, 
Volume:http://ebooks.iospress.nl/volumearticle/39572 
9) J. Bernabé-Moreno, A. Tejeda-Lorente, Carlos Porcel, Hamido Fujita Enrique Herrera-Viedma, Emotional 
Profiling of Locations Based on Social Media, Procedia Computer Science 55:960-969 · December 2015 
DOI: 10.1016/j.procs.2015.07.107 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 佐々木爽介，羽倉淳，藤田ハミド，交通事故要因となるストレス回避のためのルート推薦手法，SICE 第 16 回シ
ステムインテグレーション部門講演会(SI2015), 2015 年 12 月 
2) 小野奈瑠美，藤田ハミド，“ユーザプリファレンスを用いたハイブリッド型楽曲推薦システム”，平成 27 年度 第
4回情報処理学会東北支部研究会，2016 年 1 月 
3) 小野奈瑠美, 藤田 ハミド，“楽曲聴取における嗜好情報を用いたハイブリッド型楽曲推薦システム”，第 110 回




















1) KAKEHASHI プロジェクトへの協力 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) 岩手大学の宮澤賢治センター会役員 
2) ISD 社研究開発指導員 
3) SANGIKYO 社開発指導員等 
4) Evaluation Committee member of ANVUR (the Italian National Agency for the Evaluation of Universities 
and Research Institutions), https://abilitazione.cineca.it/ocse/ 
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1) SANGIKYO 社開発指導員等 
(e) 学会などにおける活動 
1) The Journal of Knowledge Based Systems, Editor in Chief 
2) Professor Hamido Fujita is Distinguished Invited Professor and consultant at Electronic & Computer 
Engineering Division of  Ngee Ann Polytechnic, Singapore March 21 to March 25, 2016  
3) Professor Fujita is Keynote Speaker at DeSE international Conference:  Developments in eSystems 
Engineering 13th-15th December 2015 http://dese.org.uk/dese-2015/ 
4) Professor Fujita is steering Committee Chair of The 2015 International Conference on Progress in 
Informatics and Computing (PIC-2015) to be held on December 18-20, 2015 in Nanjing, China  
http://pic2015.njust.edu.cn/OrgCom.htm 
5) Professor Hamido Fujita is keynote Speaker at 16th IEEE International Symposium on Computational 
Intelligence and Informatics, November 19-21, 2015, CINTI2015, Budapest  
http://www.uni-obuda.hu/users/szakala/CINTI2015program.pdf 
6) Professor Hamido Fujita is keynote Speaker at ISME2015: 11th International Symposium on Management 
Engineering KitaKyushu, Japan, September 2~4 2015. 
7) The 14th SOMET_2015, 14th International Conference on Intelligent Software Methodologies Tools and 
Techniques http://www.impianti.unina.it/somet2015/ to be held in Naples, September, 15~17, 2015 , 
Keynote Speaker http://www.jams-web.jp/images/JAMS-ISME2015-flyer.pdf  
8) The ICSSE 2015 in Morioka “International Conference on System Science and Engineering (ICSSE 2015)” 
to be held on July 6-8, 2015 in Morioka, Japan, General Chair 
9) Special session accepted for 3rd International Conference on Information Technology and Quantitative 
Management (ITQM 2015)   http://www.itqm-meeting.org/2015/  to be held in Brazil (Reio), July 21~24 
2015. Our Special session is: Special Session 02: Intelligent Decision Making and Consensus 
10) Professor Hamido Fujita is Plenary Speaker at SACI2015: 10th Jubilee IEEE International Symposium on 
Applied Computational Intelligence and Informatics May 21~23 2015. 
11) Prof. Fujita is member in IEEE-SMC Distinguished Program Committee 
12) The 29th International Conference on Industrial, Engineering and Other applications of Applied Artificial 









職名： 准教授 氏名： 羽倉 淳 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
マイクロコンピュータ制御，専門英語 I，インターンシップ I，インターンシップ II, 知能システム総論（オムニバ
ス），学の世界入門，プロジェクト演習１，プロジェクト演習２，知能システム演習 B，知能システム演習 C，知能
システムゼミ A，卒業研究・制作 A，知能システムゼミ B，卒業研究・制作 B 
(b) 研究科担当授業科目 












1) Masaki Kurematsu, Jun Hakura, Hamido Fujita ，“A Framework for a Decision Tree Learning Algorithm with 
K-NN”，Communications in Computer and Information Science，Vol.513，pp.39 ～ 51 ，2015 年 04 月 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Masaki KUREMATSU , Jun HAKURA and Hamido FUJITA，“A Framework for a Decision Tree Learning Algorithm 
with Rough Set Theory”，Proc. of. The 14th International Conference on Intelligent Software Methodologies, 
Tools and Techniques （341 ～ 352） ，2015 年 09 月 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 佐々木爽介，羽倉淳，藤田ハミド，交通事故要因となるストレス回避のためのルート推薦手法，SICE 第 16 回シ
ステムインテグレーション部門講演会(SI2015)(2015 年 12 月 14 日~16 日・名古屋) . 
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省科学研究費助成事業(学術研究助成基金助成金)(基盤研究(C)(一般))，交通事故防止のためのパーソ
ナライズド・セーフティ・システムの研究開発，研究主担当者，1,820 千円（内間接経費：420 千円）（総額 4,860
千円（内間接費 1,080 千円）） 
2) 平成 27 年度ものづくり・ソフトウェア融合テクノロジーセンター関連研究，個人特性を考慮した高齢化社会に
おける交通事故防止システムの構築，研究分担者，1,500 千円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 




























2) 計測自動制御学会，システムインテグレーション部門講演会 SI2015，セッションオーガナイザー 
3) 計測自動制御学会，システムインテグレーション部門講演会 SI2015，座長 
4) Journal of Advanced Computational Intelligence & Intelligent Informatics 査読１件 
5) 日本感性工学会論文査読１件 
6) 他国際会議論文査読４件 
7) The ICSSE 2015 in Morioka “International Conference on System Science and Engineering (ICSSE 2015)” 






















知能システム特論，ソフトウェア情報学ゼミナール I，ソフトウェア情報学ゼミナール II 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
 キャリア教育も意識した外部講師による講演の実施 








1) Masaki Kurematsu, Jun Hakura, Hamido Fujita ，“A Framework for a Decision Tree Learning Algorithm with 
K-NN”，Communications in Computer and Information Science，Vol.513，pp.39 ～ 51 ，2015 年 04 月 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Masaki KUREMATSU , Jun HAKURA and Hamido FUJITA，“A Framework for a Decision Tree Learning Algorithm 
with Rough Set Theory”，Proc. of. The 14th International Conference on Intelligent Software Methodologies, 
Tools and Techniques pp.341 ～ 352，2015 年 09 月 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 槫松理樹，“ブロック単位の語句の出現頻度に基づく特許課題・手段推定システム”，2015 年度人工知能学会（第
29 回），2015 年 05 月 
2) 槫松理樹，“ブロック単位の語句の出現頻度に基づく特許分類支援システムの提案”，第 14 回 FIT 情報科学技術
フォーラム， 2015 年 09 月 
3) 槫松理樹，“語感と歌曲を利用した音声合成手法の提案”，第 11 回日本感性工学会春季大会，2016 年 03 月 
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省・基盤研究費（C）（一般），“ラフセット理論を活用した特許実務支援システムの構築”，研究代表者，
平成 27 年から平成 29 年，1,000,000 円（平成 27 年度分） 
2) 総務省・戦略的情報通信研究開発推進事業（SCOPE）地域 ICT 振興型研究開発（フェーズ 1），“多様な方言に対
応した音声認識システムの開発”，研究代表者，総額 2,991,000 円（配分，110,000 円） 















1) 岩手県立大学盛岡短期大学部国際文化学科「情報処理入門」担当，平成 27 年度前期 






2) KAKEHASHI プロジェクトへの協力 
(b) 企業・団体などにおける活動 















3） The 29th Ineternational Conference on Industrial, Engineering & Other Applications of Applied Intelligent 
Systems (AIE/IEA2016)の Program Chair 
4） 第 4回看護理工学会プログラム委員 
5） 学会誌査読 9 件（Information Sciences×2, Knowledge-Based Systems×7） 
6） 国際会議査読 11 件（IEEE 14th International Conference on Intelligent Software Methodologies, Tools and 
Techniques×2 件，IEA/AIE×9 件） 
















験を行った．実験においては，専門家によって与えられた分類済み特許公報のうち，1998 年から 2008 年までの 283
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は異なる感情が抽出できれば，音声の表現付けができたと判断する．実験の結果，上位３位以内に平静が出てきた
































を利用する．さらに，リスク推定精度を高める事故要因の選択を，MTA 法における SN 比の概念
と実データを用いて試行錯誤により選定する． 






進藤 滉生 配色イメージスケールを用いた画像推薦システム 
本研究では画像の推薦を推薦システムの代表的な手法である協調フィルタリングと配色イメー






大坊 裕貴 災害発生時における Tweet 情報の信頼性の計算手法 
本手法では，はじめに SO-PMI により，単語に対して重みづけした辞書を作成する．次に情報発




千田 加奈恵 Adaboost M1 を用いた音声からの感情強度推定手法の研究 



















1) Gajo Petrović, Hamido Fujita，“SoNeR: Social Network Ranker”，Neurocomputing Available online 10 November 
2015. 
2) Gajo Petrovic, Hamido Fujita，“Semi-automatic Detection of Sentiment Hashtags in Social Networks”，
Intelligent Software Methodologies, Tools and Techniques，Volume 532 of the series Communications in 
Computer and Information Science， pp.216-224. 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) Gajo Petrovic, Hamido Fujita，“Effect of relationships in Social Networks on calculating user sentiment 
profiles”，New Trends on System Science and Engineering: Proceedings of ICSSE 2015，pp.17–24. 
2) Gajo Petrovic, Hamido Fujita，“Semi-automatic Detection of Sentiment Hashtags in Social Networks”， Proc. 
2.19 インテリジェントソフトウェアシステム学講座 
260 
of. The 14th International Conference on Intelligent Software Methodologies, Tools and Techniques，
216-224. 
3) 佐々木 爽介，羽倉淳，藤田 ハミド，“交通事故要因となるストレス回避のためのルート推薦手法”，第 16 回計
測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会(SI2015)，2015 年 12 月. 
4) 小野奈瑠美，藤田ハミド，“ユーザプリファレンスを用いたハイブリッド型楽曲推薦システム”，平成 27 年度 第
4回情報処理学会東北支部研究会，2016 年 1 月. 
5) 小野奈瑠美, 藤田 ハミド，“楽曲聴取における嗜好情報を用いたハイブリッド型楽曲推薦システム”，第 110 回











講演日時  平成 27 年 11 月 10 日（火）５こまめ・平成 27 年 11 年 11 月（水）２こまめ 
講師氏名  Dr. Kulwadee Somboonviwat（電気通信大学 IT 活用国際ものづくり教育推進室・特任准教授） 
講演テーマ “Empirical Analysis of the Relationship between Trust and Ratings in Recommender Systems”
授業    知能システム演習 II，知能システムゼミＢ 
 
○講演２ 
講演日時  平成 28 年 1月 26 日（火）５こまめ 
講師氏名  Dr. Szilveszter Kovacs（University of Miskolc, ハンガリー・准教授） 
講演テーマ “Fuzzy Rule Interpolation based Behavior Modeling for Ethorobotics” 
授業    知能システム演習 II，知能システムゼミＢ 
 
2) 国際交流プログラムへの参加 
 外務省・KAKEHASHI プロジェクトの一環として，平成 27 年 12 月 17 日（木）14：40～17:00 に，フロリダ大，
ノースイースタン大，デューク大，サウスカロライナ大コロンビア校の４つの大学から約 100 名の学生の訪問を受
け入れた．具体的には，各大学につき 40 分の時間を設け，20 分は本講座の 3・4 年生および大学院生と本学の PR
ビデオの一部を見た後，交流を行った．また，残りの 20 分は，本研究室の成果の一部を教員が紹介した． 
 


























































Ogata, T. and Akimoto, T. Computational and Cognitive Approaches to Narralotogy. IGI Global, USA.  (Projected 
Release Date: June, 2016. Pages: 420 (16 chapters). The following parts were written by Ogata― 
1) Ogata, T. (2016). Chapter1: Intoruduction: Computational and Cognitive Approaches to Narratology from 
the Viewpoint of Narrative Generation (Chapter 1). 
2) Akimoto T. and Ogata, T. (2016). Chapter3: Designing Socially Open Narrative Generation System. 
3) Ogata, T. (2016). Chapter 16: Kabuki as Multiple Narrative Structures. 
4) Ogata T. and Akimoto T (2016). Preface and Acknowledgement. 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) Akimoto, Taisuke and Ogata, Takashi (2015). Evaluation of a Narrative Discourse Generation System Based 
on the Concept of “Norm and Deviation”. Journal of Robotics, Networking and Artificial Life. Vol. 2, 
Issue.1, 50-53. 
2) Akimoto, Taisuke and Ogata, Takashi (2015). Experimental Development of a Focalization Mechanism in an 
Integrated Narrative Generation System, Journal of Artificial Intelligence and Soft Computing Research, 
Vol. 5, No. 3, pp. 177-188. 
3) Ono, Jumpei and Ogata, Takashi (2015). Selecting Words and Notation Using Literary Data in the Integrated 
Narrative Generation System, Journal of Robotics, Networking and Artificial Life. Vol.2, Issue.3, 
194-199. 
4) Akimoto, Taisuke and Ogata, Takashi (2015). A Visual Interface for a Collection of Computer-Generated 
Narratives. Information Engineering Express, Vol. 1, No. 4, pp. 43-52. 
5) Ono, Jumpei and Ogata, Takashi (2016). A Design Plan of a Game System Including an Automatic Narrative 
Generation Mechanism: The Entire Structure and the World Settings. Journal of Robotics, Networking, and 
Artificial Life, Vol.2, Issue.4, 243-246. 
6) Ogata, Takashi (2016). Automatic Generation, Creativity, and Production of Narrative Contents. Journal 
of Robotics, Networking and Artificial Life. (Accepted for publication) 
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7) Ogata Takashi and Ono, Jumpei (2016). A Way for using the Verb Conceptual Dictionary in an Integrated 
Narrative Generation System: The Use of Co-occurrence Information on Verb Concepts, Journal of Robotics, 
Networking and Artificial Life. (Accepted for publication) 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Akimoto, Taisuke and Ogata, Takashi (2015): Evaluating a Narrative Discourse Generation System Based 
on Automatic Analyses of a Series of Discourse Structures, Proceedings of the Workshop on New Directions 
of Evolutionary Computation and Intelligent Systems, IEEE 2015 International Congress on Evolutionary 
Computation, 29-36. 
2) Akimoto, Taisuke and Ogata, Takashi (2015). A Hierarchical Visualization Program for Computer-Generated 
Narratives. Proceedings of 4th International Congress on Advanced Applied Informatics. 85-90. 
3) Ono, Jumpei and Ogata, Takashi (2015). Architecture of a Narrative Generation System based on a TRPG 
Model: The Use of an Integrated Narrative Generation System for Knowledge Acquisition (Preliminary 
Version). Proceedings of the 5th International Workshop on Networking, Computing, Systems, and Software 
(NCSS2). 
4) Ogata, Takashi and Ono, Jumpei (2016). Controlling the Use of Semantic Concepts in an Integrated Narrative 
Generation System: The use of verb frequency Information. Proceedings of the 21nd International Symposium 
on Artificial Life. 
5) Ono, Jumpei and Ogata, Takashi (2016). Towards a Narrative Generation System based on a TRPG Model: The 
Use of an Integrated Narrative Generation System for an Application System. Proceedings of the 21nd 
International Symposium on Artificial Life and Robotics. 
6) Ogata, Takashi (2016). Automatic Generation, Creativity, and Production of Narrative Contents. 
Proceedings of The 2016 International Conference on Artificial Life and Robotics. 428-432. 
7) Ono, Jumpey and Ogata, Takashi (2016). A Design Plan of a Game System Including an Automatic Narrative 
Generation Mechanism: The Entire Structure and the World Settings. Proceedings of The 2016 International 
Conference on Artificial Life and Robotics. 433-436. 
8) Ogata, Takashi and Ono, Jumpei (2016). A Way for using the Verb Conceptual Dictionary in an Integrated 
Narrative Generation System: Focusing on the Use of Co-occurrence Information on the Verb Concepts. 
Proceedings of The 2016 International Conference on Artificial Life and Robotics. 437-440. 
9) Ono, Jumpei and Ogata, Takashi (2016). Architecture of a Narrative Generation System based on a TRPG 
Model: The Use of an Integrated Narrative Generation System. Proceedings of The 4th IIAE International 
Conference on Industrial Application Engineering 2016. 138-145. 
10) Ono, Jumpei and Ogata, Takashi (2016). Verb Concept Selection using Co-occurrence Information of Verb 
Concepts: A Mechanism in an Integrated Narrative Generation System. Proceedings of The 4th IIAE 
International Conference on Industrial Application Engineering 2016. 443-448. 
11) 小野淳平・小方孝 (2015). 統合物語生成システムにおける概念選択／語彙表記選択及びその制御. 『第 29 回人
工知能学会全国大会論文集』, 3G4-OS-05a-3. 
12) 小方孝・藤原朱里 (2015).「機能」を具体化する方式の一般化―統合物語生成システムにおける Propp-based
ストーリー生成機構の拡張―. 『第 29 回人工知能学会全国大会論文集』, 3G4-OS-05b-3. 




14) 秋元泰介・小方孝 (2015)．計算機により生成された物語が人間の物語制作に与える影響の調査. 『日本認知科
学会第 32 回大会・論文集』．462-471． 
15) 小野淳平・小方孝 (2016)．“いわての民話 KOSERUBE”の拡張へ向けての試み． 『情報処理学会 インタラクシ





成システムにおけるストーリー生成のための機構―. 『第 14 回情報科学技術フォーラム予稿集 第二分冊』．
239-242． 
3) [招待講演] 小方孝 (2015)．ある歌舞伎作品の個人的体験を巡る随想．『日本認知科学会第 32 回大会・論文集』．
987-990． 
4) 秋元泰介・小方孝 (2015)．物語言説における時間順序変換機構へのコネクタの導入及び言語表現へのその反映
の構成的検討．『人工知能学会第二種研究会 ことば工学研究会（第 49 回）資料』．43-57． 
5) 小方孝 (2015)．歌舞伎の多重物語構造の予備的検討．『人工知能学会第二種研究会 ことば工学研究会（第 49
回）資料』．59-64． 
6) 小野淳平・小方孝 (2015)．TRPG 方式による物語自動生成ゲームの構想．『人工知能学会第二種研究会 ことば工
学研究会（第 50 回）資料』．89-92． 
7) 小方孝・小野淳平 (2015)．物語におけるコンテンツ／メディアの展開―ゲーム，歌舞伎，源氏物語を例とした
予備的考察―．『人工知能学会第二種研究会 ことば工学研究会（第 50 回）資料』．97-115． 
(e) 研究費の獲得（学外） 
1) 「統合物語生成システム」のための各種知識要素の自動獲得．平成 26 年度 SCAT 研究費助成（テレコム先端技術
支援センター）．研究代表者．250 万円．2015 年度-2017 年度． 
2) 規範‐逸脱・循環制御・流動‐固定の概念に基づく統合物語生成システムとその応用．科研費・基盤研究(C)．
知能情報学．研究代表者．研究課題番号:26330258．494 万円．2014 年度-2016 年度．（継続中） 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) 小方孝 (2015)．子どもの頃から抱いていた「物語づくり」の夢を「人工知能」でかなえたい（ラボ☆アクショ
ン！ 先生たちの研究の流儀）．『季刊 IPS アクション（岩手県立大学広報誌）』．No.63（2015 Spring），p.3． 










3) 他講座においてつまずいている学部 3年生の講座受け入れ，指導継続中． 
4) 父兄を交えた学生との面談・教学支援を数件実施． 
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(d) その他 












1) 日本認知科学会 運営委員（2012.12-継続中） 
2) International Conference on Artificial Life and Robotics, International Organizing Committee (ICAROB 
2015) 
3) 2015 年度人工知能学会全国大会（第 29 回），3M3: 自然言語処理における自動生成，座長．（2015.6.1，公立
はこだて未来大学） 
4) 日本認知科学会第 32 回大会，オーガナイズドセッション(0S11): 前衛表現の理論・実装・認知 
(http://www.jcss.gr.jp/meetings/jcss2015/program.html)，企画．by 小川有希子 (法政大学) and 小方孝．
（2015.9.18，千葉大学） 
5) 人工知能学会ことば工学第 49 回研究会（テーマ: 「物語，その周辺」），開催．（2015. 9.25・いわて県民情
報交流センター （アイーナ），2015.9.26・プラザおでって） 
6) The 2016 International Conference on Artificial Life and Robotics (ICAROB 2016), Organized Session 
(OS13):  Automatic Generation, Creation, and Production of Narrative Contents, 企画・実施，Chair: T. 
Ogata, Co-Chair: Y.  Kawamura (Kindai). (Jan. 31, 2016, Okinawa Convention Center 沖縄コンベンション
センター) 
7) 査読 13 編（英文） 







方孝・川村洋次（近畿大学）・金井明人（法政大学））の執筆を大部分終了，2016 年 6 月出版社に最終原稿引き渡し予定．





職名： 教授 氏名： Basabi Chakraborty 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
計算モデル論，専門英語 II，知能システム演習 I，知能システム演習 II，知能システム総論，知能システムゼミ A，
学の世界入門，プロジェクト演習 I，プロジェクト演習 II,卒業研究・制作 A，知能システムゼミ B，卒業研究・制
作 B， 
(b) 研究科担当授業科目 





(a) 著書 (Edited Book) 
1) Yukari Shirota, Takako Hashimoto, Tamaki Sakura, and Basabi Chakraborty, 
"Monetary Policy Topic Extraction by Using LDA – Termination of Asian 
Financial Crisis-", Information Modelling and Knowledge Bases XXVII, 
pp.188-198, IOS Press E books, 2015. 
2) Sho Yoshida and Basabi Chakraborty, “Comparative Study of Similarity Measures for Time Series 
Classification”, New Frontiers of Artificial Intelligence, JSAI-isAI 2015 Workshops, Lecture Notes in 
AI,  (Accepted for Publication) 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) Saptarsi Goswami, Sourav Saha, Subhayu Chakravorty, Amlan Chakrabarti, Basabi Chakraborty, A New 
Evaluation Measure for Feature Subset Selection with Genetic Algorithm, International Journal of 
Intelligent Systems and Applications , Vol 7, No 10 ( pp 48 – 54), September 2015. 
2) Subranil Koley, Anup K Sadhu, Pabitra Mitra, Basabi Chakraborty, Chandan Chakraborty, “Delineation and 
diagnosis of brain tumors from post contrast T1-weighted MR images using rough granular computing and 
random forest”, Applied Soft Computing, Volume 41, pp. 453-465, April 2016. 
3) T. Hashimoto, B.  Chakraborty, Y.  Shirota,” Topic transition detection about the East Japan great 
earthquake based on emerging modularity over time” International Journal of Computational Science and 
Engineering 11 (3), 259-269, 2015. 
4) Yukari Shirota, Basabi Chakraborty: “Visual Explanation of Eigenvalues and Math Process in Latent 
Semantic Analysis,” Information Engineering Express, IIAI Publications, Vol. 2, No. 1, pp. 87—96, 2016.
5) Takako Hashimoto, Yukari Shirota, Basabi Chakraborty: "Developing a Framework for an Advisory Message 
Board for Female Victims after Disaster: A Case Study after East Japan Great Earthquake,” Digital 
Scholarship in  the Humanities, The Oxford University Press, 
DOI: http://dx.doi.org/10.1093/llc/fqv017   First published online: 23 June 2015. 
6) Saptarsi Goswami, Amlan Chakrabarti, Basabi Chakraborty, An empirical study of feature selection for 
classification using genetic algorithm, International Journal of Advanced Intelligence Paradigms 
(Accepted for publication) 
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7) Saptarsi Goswami, Sanjay Chakrabarti , Sanhita Ghosh , Amlan Chakrabarti, Basabi Chakraborty, A Review 
on Application of Data Mining Techniques to Combat Natural Disasters, Ain Shams Engineering Journal 
(Available online 16th April,2016) 
8) Saptarsi Goswami, Amlan Chakrabarti, Basabi Chakraborty, An efficient feature selection technique for 
clustering based on a new measure of feature importance, Journal of Intelligent and Fuzzy Systems 
(Accepted for publication) 
9) Saptarsi Goswami, Amlan Chakrabarti, Basabi Chakraborty, A   Proposal  for Recommendation of Feature 
Selection Algorithm based on Data Set Characteristics ,  Journal of universal computer science (Accepted 
for Publication). 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Saptarsi Goswami, Amlan Chakrabarti, and Basabi Chakraborty. "Analysis of correlation structure of data 
set for efficient pattern classification." In Cybernetics (CYBCONF), 2015 IEEE 2nd International 
Conference on, pp. 24-29. IEEE, 2015.  
2) Yukari Shirota and Basabi Chakraborty, “Visual Explanation of Mathematics in Latent Semantic Analysis,” 
Proc. of IIAI International Congress on Advanced Applied Informatics 2015, 12-16 July, 2015, 
Okayama,Japan, pp. 423-428, 2015. 
3) Yukari Shirota, Takako Hashimoto, Tamaki Sakura, and Basabi Chakraborty: “MONETARY POLICY TOPIC 
EXTRACTION BY USING LDA -Termination of 
Asian Financial Crisis- “, Proc. of 25th International Conference on Information Modelling and Knowledge 
Bases EJC 2015, Maribor, Slovenia, June 9-12, 2015. 
4) T. Hashimoto, T. Kuboyama and B. Chakraborty, “ Topic extraction from millions of tweets using singular 
value decomposition and feature selection”  in Proc. 2015 Asia-Pacific Signal and Information 
Processing Association Annual Summit and Conference (APSIPA) , pp. 1145-1150, Dec 2015. 
5) Sho Yoshida, Basabi Chakraborty, “A Comparative Study of Similarity Measures for Time Series 
Classification”, in Proc. JSAI International Symposia on AI, TSDAA (Workshop on Time Series Data Analysis 
and its Applications), 16-18 Nov., 2015, 
Hiyoshi, Japan.  
6) Basabi Chakraborty and Takayuki Yoshida, “Design of a Framework for Wellness Determination and 
Subsequent Recommendation with Personal Informatics” , in Proc. 2016  AAAI  Spring Symposium Series, 
pp. 332—336, Palo Alto, USA, 2016. 
7)  (Best Paper Award)  Basabi Chakraborty, Manabe Yusuke, Sho Yoshida and Kotaro Nakano, “ Effect of 
Cognitive Distraction on Driving Behaviour”, In Proceedings of FITAT 2016, Zuhai, China, March/April 
2016. 
8) (Invited Lecture) Basabi Chakraborty, “On Application of Evolutionary Computational Techniques for 
Optimal Feature Subset Selection”, presented in IEEE WIECON 2015 in Dhaka, Bangladesh, December 2015.
9) (Invited Lecture) Basabi Chakraborty, “Topic Extraction from Online Social Media using Pattern 
Recognition Tools”, presented in CODEC 2015 (6th International Conference on Computers, Devices and 
Communication) , Kolkata, India, December 2015. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) (Keynote lecture) Basabi Chakraborty, “Consistency based  Measures for Feature Selection”, presented 
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in IEEE IEMCON (The 7th IEEE Annual Information Technology, Electronics and Mobile Communication 
Conference) 2015, Vancouver, Canada, October, 2015 
2) (Invited talk) Basabi Chakraborty, “Feature evaluation measures for feature subset selection in pattern 
recognition and data mining problems” in Simon Fraser University, Vancouver, Canada, 14th October, 2015
3) (Invited Lecture) Basabi Chakraborty, “Feature Selection Approaches based on Data Set 
Characteristics” ,presented in FITAT 2016, Zuhai, China, March/April 2016. 
4) Sho Yoshida and Basabi Chakraborty, “Study and Analysis of Distance Measures  for Time Series”, 
presented in 2015 Tohoku-Section  Joint Convention of Institutes of Electrical and Information 
Engineers, Japan, August, 2015. (in Japanese) 
5) Takayuki Yoshida, Riki Murakami and Basabi Chakraborty, パーソナルデータを用いた相関分析による理想モ
デルの推奨研究, presented in 2015 Tohoku-Section  Joint Convention of Institutes of Electrical and 
Information Engineers, Japan, August, 2015. (in Japanese) 
6) Basabi Chakraborty, Manabe Yusuke, Kotaro Nakano and Sho Yoshida , “A preliminary study of automatic 
detection of distraction from driving behaviour using driving simulator”, presented in SIG- FPAI 99, 
held in Sendai, January 2016. (人口知能学会研究会資料 SIG-FPAI-B502, pp. 17-22) 
7) Basabi Chakraborty, “Feature Subset Selection Algorithms based on Data set Characteristics: An 
Engineer’s Approach”, presented in  CU--‐EE MSP/IEEE SPS Thailand Section/IEICE Bangkok Section 
Seminar On Big Data Analytics: Methods And Applications, March, 2016. 
(e) 研究費の獲得 
1) （研究分担者） 基盤研究 B フィルタ型特徴選択法の統一理論と高性能アルゴリズム （平成 26 年度～平成
28 年度）， 




























1) PC committee member (IEEE IJCNN 2015, IEEE SMC 2015, ICST 2014, ICCI*CC 2015, ICICIC 2014,IEEE WIECON2015, 
IEEE IEMCON 2015, IEEE CYBCONF 2015 など 20 件) 
2) Session Chair (FITAT 2016, CODEC 2015, IEEE WIECON 2015 (2 回), IEEE CYBCONF 2015, TSDAA 2015, IEEE IEMCON 
2015) 
3) Invited and Keynote Lectures：７件 
4) Reviewer : 36 papers in several International conferences, 17 papers in several Journals: IEEE Tran. 
SMC, Pattern Recognition, Pattern Recognition letter, DMKD, IEICE Trans. On Inf. and Sys., IEEE Trans. 








職名： 講師 氏名： David Ramamonjisoa 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
解析学, 知能システム学, ソフトウェア情報学総論(1 回), 知能機械と自然言語処理,  
知能システム総論, 知能システム演習 I, 知能システム演習 II, 
基礎教養入門，キャリアデザイン I, キャリアデザイン II,  










1) David Ramamonjisoa, Riki Murakami, Basabi Chakraborty. "A Framework for Comments Analysis and 
Visualization. " In International Journal of Digital Information and Wireless Communications (IJDIWC) 
5(3): 185-193 
The Society of Digital Information and Wireless Communications, 2015 (ISSN: 2225-658X) 
 
2) David Ramamonjisoa. "Aggregating and Analyzing Articles and Comments on a News website. " To appear in 
the LNAI, JSAI-isAI 2015 Workshops, LENLS, JURISIN, MiMI, TSDAA, Yokohama, Japan, November, 2015, Revised 
Selected Papers. New Frontiers in Artificial Intelligence.  
  
3) David Ramamonjisoa and Eichiro Moriya. "Analysis of the Japanese Central Bank Monthly Reports and Nikkei 
225 Index Monthly for Future Prediction." To appear in IJABER (International Journal of Applied Business 
and Economic Research). 2016. 
 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1） David Ramamonjisoa, "Aggregating and Analyzing Articles and Comments on a News website" in the JSAI 
frontier symposia TSDAA 2015 , Yokohama, November 17 2015 
2） David Ramamonjisoa and Eichiro Moriya, "Analysis of the Japanese Central Bank Monthly Reports and Nikkei 
225 Index Monthly for Future Prediction." In proc. of the 3rd International Conference “Trends in 































TSDAA 査読者，WMSCI 査読者， 
Post-Workshop TSDAA 査読者 






2015 年度では私が指導した 4年生の卒業生が 6名であった．全員は卒業出来たし，就職した． 
以下のの学術論文を執筆した． 
1） David Ramamonjisoa. "Aggregating and Analyzing Articles and Comments on a News website." To appear in 
the LNAI, JSAI-isAI 2015 Workshops, LENLS, JURISIN, MiMI, TSDAA, Yokohama, Japan, November, 2015, Revised 
Selected Papers. New Frontiers in Artificial Intelligence. 2016. 
2） David Ramamonjisoa and Eichiro Moriya. "Analysis of the Japanese Central Bank Monthly Reports and Nikkei 
225 Index Monthly for Future Prediction." To appear in IJABER (International Journal of Applied Business 






晴山 裕治 Twitter を用いたプログラミング言語の有益な情報の提供 
近年，SNS の発達により情報発信の場が増えており，有益な情報を発見する需要が増加してい





















同等の分類精度を scikit-learn のアンサンブル学習によって実現できるかを試した． 






森谷 英一朗 金融経済月報を用いた長期株価動向予測 
日本銀行の発行する金融経済月報と，日経平均株価の月次データを用いて長期の株価動向予測
を行なった．文書から TFIDF を求めて特徴となる単語を抽出し，その単語の出現数を用いて単
語ベクトルを作成する．それらのデータ用いて SVM による分類を行った．TFIDF を用いた単語
ベクトルの作成は，金融経済月報のような一定形式のテキストに用いる場合に有効である． 
吉田 貴之 ライフログを用いたパーソナルデータ分析による推奨提案モデルの研究 













1) Ono, Jumpei and Ogata, Takashi (2015). Selecting Words and Notation Using Literary Data in the Integrated 
Narrative Generation System, Journal of Robotics, Networking and Artificial Life. Vol.2, Issue.3, 
194-199. 
2) Ono, Jumpei and Ogata, Takashi (2016). A Design Plan of a Game System Including an Automatic Narrative 
Generation Mechanism: The Entire Structure and the World Settings. Journal of Robotics, Networking, and 
Artificial Life, Vol.2, Issue.4, 243-246. 
3) Sho Yoshida and Basabi Chakraborty, “Comparative Study of Similarity Measures for Time Series 
Classification”, New Frontiers of Artificial Intelligence, JSAI-isAI 2015 Workshops, Lecture Notes in 
AI,  (Accepted for Publication) 
4) Sho Yoshida, Basabi Chakraborty, “A Comparative Study of Similarity Measures for Time Series 
Classification”, in Proc. JSAI International Symposia on AI, TSDAA (Workshop on Time Series Data Analysis 
and its Applications), 16-18 Nov., 2015, 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) Ono, Jumpei and Ogata, Takashi (2015). Architecture of a Narrative Generation System based on a TRPG 
Model: The Use of an Integrated Narrative Generation System for Knowledge Acquisition (Preliminary 
Version). Proceedings of the 5th International Workshop on Networking, Computing, Systems, and Software 
(NCSS2). 
2) Ono, Jumpei and Ogata, Takashi (2016). Towards a Narrative Generation System based on a TRPG Model: The 
Use of an Integrated Narrative Generation System for an Application System. Proceedings of the 21nd 
International Symposium on Artificial Life and Robotics. 
3) Ono, Jumpey and Ogata, Takashi (2016). A Design Plan of a Game System Including an Automatic Narrative 
Generation Mechanism: The Entire Structure and the World Settings. Proceedings of The 2016 International 
Conference on Artificial Life and Robotics. pp. 433-436. 
4) Ono, Jumpei and Ogata, Takashi (2016). Architecture of a Narrative Generation System based on a TRPG 
Model: The Use of an Integrated Narrative Generation System. Proceedings of The 4th IIAE International 
Conference on Industrial Application Engineering 2016. pp. 138-145. 
5) Ono, Jumpei and Ogata, Takashi (2016). Verb Concept Selection using Co-occurrence Information of Verb 
Concepts: A Mechanism in an Integrated Narrative Generation System. Proceedings of The 4th IIAE 
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International Conference on Industrial Application Engineering 2016. pp. 443-448. 
6) 小野淳平, 小方孝: 統合物語生成システムにおける概念選択／語彙表記選択及びその制御, 第 29 回人工知能学
会全国大会論文集, 3G4-OS-05a-3, 2015. 
7) 小野淳平・小方孝 (2016)．“いわての民話 KOSERUBE”の拡張へ向けての試み． 『情報処理学会 インタラクシ
ョン 2016 予稿集』．837-840． 
8) 小野淳平・小方孝 (2015)．動詞概念と名詞概念の共起関係に基づく事象における名詞概念の選択―統合物語生
成システムにおけるストーリー生成のための機構―. 『第 14 回情報科学技術フォーラム予稿集 第二分冊』．
239-242． 
9) 小野淳平・小方孝 (2015)．TRPG 方式による物語自動生成ゲームの構想．『人工知能学会第二種研究会 ことば工
学研究会（第 50 回）資料』．89-92． 
10) Sho Yoshida and Basabi Chakraborty, “Study and Analysis of Distance Measures  for Time Series”, 
presented in 2015 Tohoku-Section  Joint Convention of Institutes of Electrical and Information 
Engineers, Japan, August, 2015. (in Japanese) 
11) Takayuki Yoshida, Riki Murakami and Basabi Chakraborty, パーソナルデータを用いた相関分析による理想モ
デルの推奨研究, presented in 2015 Tohoku-Section  Joint Convention of Institutes of Electrical and 




















キーワード： 情報可視化，3次元画像処理， コンピュータグラフィックス，コンピュータシミュレーション 
(b) 年度目標 





 3 次元医用画像処理システムとその応用 
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2.21.2. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名： 土井 章男 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 











1) 小川一，土井章男，“経穴取穴に関する解剖学的構造（骨・筋）の可視化及び 3D モデルの製作と教育効果（第 1
報）－膝・下腿部と足部の MRI 画像による 3D データの作成と 3D プリンタによる出力－”，全日本鍼灸学会雑誌，
Vol. 65，No. 3，pp. 256-264，2015． 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) A. Doi, K. Takahashi, T. Kato, T. Mawatari, and S. Ichinohe, “A pre-operative plan assistance of surgical 
instruments and metal plates for disease of bone”, 21st Int. Symp. on Artificial Life and Robotics (AROB 
2016), Beppu, Japan, 2016/1. 
2) Y. Hosokawa,  D. Urata, A. Doi, T. Takata, Y. Abe, “The Trial Operation of the Motion Capture to Trace 
Female Divers in the underwater and the Trial Production of the Motion Viewer for Developing the Virtual 
Diving Experience Learning System”, The 21st Int. Symp. on Artificial Life and Robotics 2016(AROB 21st 
2016), Beppu, Japan, pp. 483-486, 2016/1. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 平舘侑樹，細川靖，土井章男，髙田豊雄，“海女潜水体験システム「海女 via-WH」における海女 3D モデル水掻
き動作検出法の検討”，平成 27 年度第 4回芸術科学会東北支部研究会，27-04-02，pp1-5，2016/3． 
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境の未整備，c)土木・建設業の 3次元 CAD が扱える人材不足，が挙げられる．これらの問題を解決するために，1) CIM




の 3次元 CAD 等を扱える技術者の育成，が有効である．さらに育成した技術者がさんりく沿岸で長期的な雇用を得
るために，その受け皿となる県内企業の育成が必要である． 
岩手県立大学，岩手県立大学宮古短期大学，八戸工業大学，いわてデジタルエンジニア育成センターでは，宮古
市都市計画課，都市機構（UR）と連携しながら，岩手県立大学復興加速化プロジェクト（平成 27 年 6月～平成 29
年 3月）を推進中である．平成 27 年度は，宮古市の都市計画課より復興計画の都市計画データを提供して頂き，田








平成 27 年度の大きなイベントや研究成果としては，1）3D 復興計画モデルによる田老地区や鍬ケ崎地区における
住民説明会での説明（図 4），2）宮古市長，宮古市都市計画課に対する宮古市鍬ケ崎地区の幹線道路における植栽決
定や堤防，花壇の配置に対する見える化（図 5），3）岩手県立大学にて土木・建設をテーマにした ATC/AAP フォーラ
ムジャパン 2015 の開催（図 6，図 7），4）SPAR2015-J（第 11 回 3次元計測フォーラム，川崎市）での展示や講演（図
























図 7 ATC/AAP フォーラム(2)     図 8 SPAR2015-J 展示・講演      図 9 研究会の開催 
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講演会及び研究会開催（いわて 3D プリンタ活用研究会と共同） 
ATC/AAP フォーラム 2015 in 岩手県立大学（’15/11/7, 岩手県立大学，参加人数：113 名，報道機関：1社） 
第 1回いわて 3D プリンタ活用研究会（’15/6/10，研究会参加人数：84 人，参加団体：49 団体，報道機関：2社）
第 2回いわて 3D プリンタ活用研究会（’15/9/30，研究会参加人数：71 人，参加団体：34 団体） 
第 3回いわて 3D プリンタ活用研究会（’16/2/12，研究会参加人数：81 人，参加団体：40 団体） 
 
人材育成事業関連（いわて 3D プリンタ活用研究会と共同） 
研修 1：建築・土木系「3DCAD/3D プリンタ基礎研修」（'15/6/22-6/24，受講者数：12 名） 
研修 2：SOLIDWORKS-3D プリンタ基礎研修（'15/9/1-9/3，受講者数：17 名） 
研修 3：SOLIDWORKS CSW 研修（'15/9/8-9/10，受講者数：9名） 
研修 4：SOLIDWORKS-3D プリンタ応用研修（'15/10/7-10/9，受講者数：10 名） 
研修 5：CAE(SOLIDWORKS 構造解析)基礎研修（'15/11/18-11/19，受講者数：13 名） 








図 10 は，宮古市鍬ヶ崎地区に対して，地形図と道路を入力した 3D 復興計画モデルである．まだ，植栽や歩道，
公園などが詳細に入力されていない．図 11 は鍬ヶ崎地区の上空からドローンで撮影した 4K ビデオ画像である．図




密な 3D 地形モデル構築手法の確立を試みる．また，レーザ計測装置から得られた点群データ，4K カメラで得られ
たビデオ画像，国土地理院の標高メッシュ情報を組み合わせて，お互いに精度を補う方式を提案する．現状では，
各装置からのデータは独立に使用されているため，デメリットも存在するが，各計測データのデメリットを他のデ
ータセットで補うことで，精度の高い 3D 復興計画モデルを迅速に構築することが可能となる． 






























図 12 3DCAD モデルと 4K カメラ画像による表層モデルの重ね合わせ表示（左：真上から，右：45 度斜め方向から）
 
平成 28 年度は，これらの経験を生かして，我々は以下の点に重点を置いて，研究を継続する． 
a) 精密な 3D 復興計画モデルによる合意形成の迅速化と復興促進 
b) 人材育成カリキュラム作成，セミナー開催，マニュアル整備の継続とそれらの評価 
c) 被災地地域での 3 次元地図化の試みと先進的なモデルケースの実現 
 
被災地の復興は，震災から 5年が経過したにもかかわらず，被災地の復旧・復興と街づくりは未だ道半ばである．
さらに復興の長期化により被災地で新たな問題も発生している．本研究により，被災地の迅速な復興に少しでも貢
献出来れば幸いである． 
 
 
